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プロローグ




『……無理です。ごめんなさい──』




　ひとけのない、夕暮れに染まった公園。

　そこで、僕は地面にうずくまり、泣いていた。

「うぅ……うぅうううっ！」

　その日、僕は好きだった女の子にフラれて、高校生にもなってみっともなく涙をこぼしていた。

　入学式、初めて見た彼女に、僕は一目惚ぼれをして、その好きな気持ちを抑えきれずに告白して、フラれた。

　初恋だった。

　本当に好きで、好きすぎて、頭の中で付き合ったときのことばかり考えてしまって、だからフラれることなんて考えてもみなくて、とにかく、僕は泣きに泣いた。

　だけど、泣いても泣いても哀しみが尽つきることはなくて、僕の心には失しつ恋れんの棘とげが深々と刺さって、泣くほど胸が締めつけられるように痛いだけだった。

「うぅううう……うぉおおおおおおおっ！」

　顔中から涙や鼻水。汁という汁が迸ほとばしり、身体からだの水分が五パーセントほど減った頃、

「……見てたぜ、坊ぼう主ず。お前、なかなかいい告白、したじゃねぇかよ」

　突然、腹の底に響くダンディーボイスが、僕の鼓こ膜まくを揺ゆらした。

「うぅうう……ぇあ？」

　顔中を涙に濡ぬらしたまま、僕は声の方向に振り返る。

「うぅ……ご、権ごん田だ先生？」

　そこに立っていたのは、僕の通う学校で日本史を教えている、権田八はち兵べ衛え先生だった。

　今年で四十歳になる、学校でも目立たない、ただの中年教師でしかないはずの彼の格かつ好こうは、異常だった。

　普段の皺しわだらけで、色いろ褪あせた茶色のスーツと違い、今の彼は、目に痛すぎて失明しそうな、どピンク色スーツに身を包み、その上から、歯に染みそうなどピンク色のトレンチコートを羽織っている。そしてレンズまでどピンク色の、耳鳴りがしそうなサングラスをかけて、ぼやけたピンクの向こう側から、僕の顔をじっと見つめていた。

「な、なんでここにいるんですか？　そして、その格好は……？」

　僕が不信感をあらわにそう質問すると同時に、パチパチパチパチ、と小さな拍手の音が公園に鳴り響いた。

「……え？」

　気がつくと、権ごん田だ先生の後ろに、僕と同い年ぐらいか、やや年上の男子たちが立ち並んでいて、目に涙を溜ためて僕に向けて拍手をしていた。

「よく頑張ったな。お前、偉いよ……」

「あんな気合いの入った告白、見たことねえぜ……」

「お前の気持ち、よく分かるよ……」

　うぅ、ぐすん、うううぅ、と口々に僕を慰なぐさめながら、全員がもらい泣きしていた。

　彼らに、失しつ恋れんした僕を茶化すような感じはなく、ただただ、僕に同情して、哀しみの涙を流しているだけだった。

「な、なんですか、あなたたち……？」

　僕の目から流れる涙の量は、若じやつ干かん少なくなった。引っ込んだ。

　ひとけのない夕暮れの公園で、中年教師と若い男子たちに同情されるのは、あまり気持ちのいいものではない。

「俺たちはお前の、いや、お前たちの味方だよ……」

　権田先生は、いきなり訳のわからないことを言うと、かけていたセンス最悪のどピンクサングラスを外し、僕の目をじっと覗のぞき込んだ。

「……坊ぼう主ず、いい目をしているな。特にその、涙がいい。どうだ、その失恋、俺たちのために役立ててみないか？」

「……役、立てる？」

「ああ、お前のその、恋に破れ、恋を欲するその想い、きっと俺たちの力になってくれるはずだ」

「……いったい、なにをするんですか？」

　僕の頭の中に浮かんだ『？』が、どんどん増えて溢あふれてしまいそうだった。

「罪を憎にくんで恋を憎まず。素直になれない若者たちのキューピッド。お前なら、きっといい刑デ事カになれるさ」

「……は？　キューピッド？　刑デ事カ？　それって……」

　頭の中で、権田先生似の老ふけ顔で背中から羽を生やした赤ちゃんが飛び回った。涙と別のものが飛びでそうだった。

「俺たちと一いつ緒しよに、恋路を捜し、恋路を守る手伝いを、してくれねぇか？　お前の力が、必要なんだ」

　権田先生のその言葉は、大半言っていることが意味不明だったけど、失恋したばかりの僕には、現状の苦しみから抜けだせる、一筋の蜘く蛛もの糸みたいに思えた。

「あ、はい……？」

　これが、僕、陽ひ方がた朝あさ道みちと恋れん愛あい警察『Ｑピッツ』の最初の出会い。

　……思えばこの日を境に、僕の人生は間違った方向に進んでいったのだと思う。


　人生において、一度しか訪れない高校生活。通称、青春。

　その中で最も重要な位置を占めるイベント、その名は恋れん愛あい。

　学校生活の中に隠された恋愛感情。その内およそ九十九パーセントは、その相手に想いを告げることなく終しゆう焉えんを迎えると言われている。

　そんな隠された恋心、告げられぬ想いを捜査し、解決に導く集団がいた。

　それが、恋愛警察。通称『Ｑピッツ』。



　これは、そんな荒廃した生徒たちの恋のキューピッドとなり、愛の芽を開花させる、お節介な恋愛刑デ事カたちの、愛と勇気と告白の物語──
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「──あなたが、好き」

　その一言が言えない。それがこんなに辛つらくて苦しいことだなんて、私は恋をして初めて知った。




「──でさ、あのショップに新しく入ったバッグがもう超可愛かわいくて～」

「うん、うん……」

　私立恋こい文ぶん字じ学園。

　その一年三組の教室で、真さな田だ由ゆ希き子こは、友人の工く藤どう智とも美みの話を聞きながら、ずっと別のことを考えていた。

　癖のある髪を纏まとめたポニーテールを小さく揺ゆらしながら話す智美と、それを聞く、ショートカットがよく似合う由希子は、同じ女子バレーボール部に所属する友人の関係だった。

　明るくて気さくな智美と、大人しくて人見知りな由希子の二人は、互いに対照的な性格だったが、入学式で席が隣同士になって以来、ずっと馬が合う仲よしの親友だった。

　その関係は、今も変わることはなく、こうして昼休みにファッションブランドについて仲睦むつまじく語り合うほどだ。

　時刻は十二時少し過ぎ、昼休みに入ったばかりで、教室内は生徒たちの活気溢あふれる声で騒さわがしかった。

　教室の後ろでは、クラスメイトの男子たちが、大声でお互いの持ちネタを披ひ露ろうし合っていた。

「なあ前まえ田だ、あのギャグやってくれよ」

「おお、俺も前田のアレ見たいな」

「もう、仕方ないっすね……」

　そう言って、前田と呼ばれた少年は男子たちの前に正対する。

　右手の人差し指で、異常に飛びでたまるで消しゴムみたいな自身の前歯をさし、

「トゥースッ！」

　前歯トウースと挨あい拶さつをかけた、彼のとっておきの持ちネタだった。

「……やっぱあんまり面白くねえな」

「ていうかパクりじゃん」

「やってて哀しくないか？」

　口々に文句をつける男子たちをぼんやり見つめながら、由希子は智美の話半分に、別のことを思う。

「……やっぱ男子って馬ば鹿かだよねー」

「……え？」

　気がつくと、智美も由希子と同じ方向に視線を向け、呆あきれ顔を浮かべていた。

「あんなくっだらないことばっかしてさぁ。いったいなにが楽しいんだろ？　前田なんか、あれ面白くないのに入学初日からずっとやってるし」

「あれって……？」

「そう『トゥース』。自分のコンプレックスとの重ね技でしょ？　なんか笑いより悲愴感の方が強いっていうか。ていうかパクりだし」

「あー……」

「そもそも一発ギャグなんて素人しろうとがやっているのを見てても寒すぎて笑えないし、全国に通用するようなレベルのギャグを作れるのは……ねえ、由ゆ希き子こ聞いてる？」

「……え？　うん聞いてる聞いてる。で、ゲッツがトゥースで僕イケメン？　なにそれ？」

「聞いてないね。もう、なによ由希子。最近なんかずっとボーッとしちゃってさ」

　うわの空の由希子にふくれ面つらで抗議する智とも美み。

「ごめんごめん。ちょっと、考えごとしてて……」

　すぐに謝りながら、由希子は顔をまっすぐ智美に向ける。

「由希子、なんか怪しい……」

　不自然な由希子の行動を怪しむ智美。

「そ、そんなこと、ないよ……」

　首を横に振りながら、由希子は困ったように表情を曇くもらせる。

「なんか怪しい～。あ、もしかして由希子……好きな人出来た？」

「っ!?」

　由希子が驚くのと同時に、教室の至る所からガタガタガタッ、と机の揺ゆれる音が響く。

「え？　なに、地震？」

　智美も驚き、周囲を見渡す。

「「「「「……」」」」」

　さっきまで騒さわがしかった男子生徒たちが無言で硬直し、由希子と智美へ視線を向けていた。

「……んだよ、見てんじゃねえよ男子ぃっ！」

　自分たちを見つめる、気味の悪い男子たちに凄すごむ智美。

「「「「「…………」」」」」

　やがて、黙だまっていた男子たちはゆっくりと動きだし、再び教室に騒がしい声が戻る。

「……智美、ちょっと言いすぎだよ」

　おずおず、と由希子が智美に囁ささやく。

「いいのよ由希子。あいつら本当に馬ば鹿かなんだから……」

　鼻を鳴らし、強気にそう応える智美。

「……で、由希子、本当のところはどうなのよ？」

　智美はそう由希子に切りだす。

「え？　えぇ～……」

　隠し通したい想いと裏腹に、由ゆ希き子この顔が真っ赤に染まっていく。

「ほら。その反応は絶対そうなんでしょ？　ほらほら、言ってよ、由希子の好きな人～」

「い、言いたくない……」

「なんで？　いいじゃん、絶対に誰にも言わないからさ。あたしたち、友達でしょ？」

「それはもちろん、そうだけど……」

「だったら早くっ。どうせ一人で考えてたって堂々巡りで意味ないって。こういうことは一人で悩まず、誰かに相談して一いつ緒しよに考えた方が絶対にいいの！」

「うーん……」

　智とも美みの言葉に、由希子は真っ赤な顔をゆっくり智美に寄せる。

「……智美、絶対に誰にも言わない？」

「あたしを誰だと思ってるの？」

「……わかった」

　一人で抱かかえていても苦しいだけなら、せめて、この親友にだけは打ち明けよう。

　そう覚悟を決め、由希子は智美の耳元に、唇くちびるを寄せる。

「……あのね──」

　由希子が智美に胸の内を打ち明けた頃。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　権ごん田だ八はち兵べ衛えに呼びだされ、陽ひ方がた朝あさ道みちは少し緊張していた。

　彼が失しつ恋れんしたあの日から、もう一週間が経っていた。

　昼休み、権田にあらかじめ伝えられていた場所に、朝道は足を運んだ。

「ていうか、ここって……」

　複雑な表情を浮かべる。

　朝道が立っているのは、権田に指定された、西棟の三階にある突き当たりのドアの前。

「捜査、会議室？」

　アクリル製のドアプレートに明みん朝ちよう体で書かれた文字を読み、朝道は眉まゆを顰ひそめる。

「なんで学校に、捜査会議室？」

　先週の権田先生の格かつ好こうといい、この学校への疑問が更に膨ふくらむ朝道。

「……えぇ～？」

　ドアプレートの横を見て、朝道は絶句する。

　そこには、入口のドアとほぼ同じ長さの白い垂れ幕が下げられていた。

　幅二十センチほどの垂れ幕には、達筆な字で「一年三組隠れマドンナ純愛事件捜査本部」とデカデカと書き込まれている。

「なに、これ？　なんか、警察みたい……」

「おい」

　戸惑う朝あさ道みちの後ろから声をかける者がいた。

「こんな所で、なにつっ立ってるんだ？」

　朝道が振り返ると、そこにはくたびれた茶色のスーツを着た、無ぶ精しよう髭ひげの中年男が立っていた。

　朝道をここに呼びだした張本人。日本史教師の、権ごん田だ八はち兵べ衛えだった。

　授業は退屈だが、別段うるさいことも言わないため、生徒たちの間では特に好かれてもいなければ嫌われてもいない。そんな教師であるがゆえ、朝道たち生徒の間でも、話題にすら上ることもない。

　脂あぶらっぽい、微び妙みように毛髪の薄くなった頭を撫なでながら、覇は気きのない顔で、権田は朝道を見つめていた。

「あ、権田先生。あの、これなんですか？」

　垂れ幕を指さして質問する朝道に、権田は面倒くさそうに頭をボリボリ搔かく。

「まぁ中に入れば、おいおいわかる。とにかくこんな所に立たれていても邪じや魔まだ。早く入れ、坊ぼう主ず」

「坊主って……先生、僕、陽ひ方がた朝道です。先生の授業を受けてる一年五組の」

「二十年近くも教師やってんだ。生徒一人一人の名前なんざ、今さらもう憶える気にもならんよ」

　素っ気なくそう言い返すと、権田は朝道の背中をグイッと押した。

「わ、ちょっと、押さないでくださいよ！」

　戸惑う朝道の意見を無視し、権田は引き戸を開け、朝道を中へ無理矢理押し込んだ。

「っ!?」

　部屋の中の光景を見て、朝道は思わず言葉を失った。

「……なんですか、これ？」

　やっとの思いで、それだけを口にした朝道に、権田は顔色一つ変えず答える。

「入り口のプレートと垂れ幕を見ただろ？　本部だよ、捜査本部」

　そこは、朝道のよく知っている学校の一室とはほど遠かった。

　だだっ広い部屋の中、所狭しと並べられたスチール製の長机には、この学園の制服を着た大勢の生徒たちが腰を下ろしている。

　部屋の一番奥の長机には、例の警視庁考案マスコットによく似てはいるが、色はきつめのピンク色をして目の部分に♥を浮かべた愛くるしいヌイグルミが、ちょこんと置かれていた。

「驚いたか？　テレビなんかで見る刑事ドラマを基に、生徒たちが勝手に捜査本部っぽさを再現したらしいんだが……。ちなみにあのマスコットは『Ｑピッポ君』だ。特にそれを使った活動とかは全くしていないが、家庭科部に頼んで作ってもらった」

　開いた口が塞ふさがらない、とはこのことだった。

　呆ぼう然ぜんとたたずみ、中を見まわす朝あさ道みち。

「あー、ゴンさん、この人なのー？　前に言ってた新しく入る刑デ事カってー」

　すると、朝道と権ごん田だに、溶けたアイスのように甘く、間延びした声がかけられた。

　声の方向に朝道が顔を向けると、そこに立っていたのは、金色の癖っ毛をふわふわに伸ばした女子生徒だった。

　朝道よりも少し身長の低い少女は、朝道の目を物珍しそうに覗のぞき込む。

　目め尻じりの垂れた、エメラルド色に輝く瞳ひとみで覗き込まれ、朝道は思わず緊張してしまう。

　綿毛のように、ぽわぽわとした印象を人に与える邪じや気きのない可愛かわいらしい笑え顔がおを向けてくる少女は、朝道が知る中でも、かなりの美少女と言ってよかったからだ。

「そうだ、こいつが……お前、名前は？」

　権田は無表情のまま、朝道に顔を向ける。

「陽ひ方がた朝道ですって。あ、どうも……」

　朝道は、少女の制服につけられた学年章が『Ⅱ』となっているのを見つけた。

　二年生の先輩だ。朝道は軽く会え釈しやくする。

「よろしくねー。わたし、チェルシー。チェルシー鈴すず木きー。先輩だよー。なんでも聞いてよー」

　柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべて手を差しだすチェルシー。

「よ、よろしくお願いします。……鈴木？」
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　差しだされた白い手を、握り返す朝あさ道みち。髪質と同じように、ふわふわと柔らかく、頼りない感触だった。しかし、女子の手を握ったのが生まれて初めての朝道は、心臓がドキドキして落ち着かない。それをごまかすため、朝道はチェルシーに質問した。

「わたし、ハーフだからー。ママがアメリカ人で、パパが日本人。トリンドルみたいでしょー。でも日本語しか喋しやべれないから、その辺は期待しないでー」

　ニコニコと微笑ほほえみながら、ゆっくりとした口調で説明するチェルシー。

「はぁ……」

　屈託なく微笑むチェルシーに、とりあえず相づちを打つ朝道。

　それにしても……。と、朝道は視線をわずかに下げる。

　これは、なんだ？　制服の上からでもハッキリとわかる、大きく膨ふくらむチェルシーの胸元アメリカを見て、朝道は衝撃を受けた。

　広大なアメリカ大陸の血が影響しているのか、チェルシーの胸は、女子高生の平均胸囲値を大きく上回って余りあった。それはまさに、新大陸巨ロンブス。

「……なにー？」

　チェルシーが不思議そうに首を傾かしげるのを見て、朝道はとっさに視線を逸そらす。

「あ、いえ。えっと、さっき、権ごん田だ先生のことを、『ゴンさん』って……」

　ごまかそうと、慌あわてて質問する朝道。

「あー。それはアダ名だよー」

「あ、アダ名？」

　チェルシーはピンッ、と人差し指を突き立て、説明する。

「そー。『Ｑピッツ』に所属する刑デ事カにはみんな、アダ名がつけられるんだよー。『テキサス』とか『Ｇパン』とか『ゴリ』とかー」

「……それ、いったいなんの意味があるんですか？」

　素朴な質問をする朝道。

「わたしもよくわかんないけどー、ここではそうなんだってー」

　ぽわぽわと微笑みながら、チェルシーは応える。

「そーなんだよねー。ゴンさん」

「ああ。それが、『Ｑピッツ』の規則だ」

　突然話を振られ、不ふ機き嫌げんな声で言う権田。

「はぁ、規則……」

　どうやら、これ以上説明してはくれない雰ふん囲い気きに、朝道は曖あい昧まいな納なつ得とくをする。

「あ、じゃあ、えっと、鈴すず木き先輩」

「んー？　なにー？」

「先輩は、どんなアダ名なんですか？」

「わたしにアダ名とかないよー」

　微笑ほほえみをそのままに、チェルシーは即答する。

「え？　でも、今、規則だって──」

「ないよー」

「……あの」

「ないんだよー」

　朝あさ道みちは、気づいた。チェルシーの微笑みが、さきほどから一ミリも動いていない。

「……やあ、新人。久し振りだね」

　そのとき、朝道の肩に手を置き、声をかける者がいた。

「え？」

　朝道が振り返ると、いかにも女子に人気がありそうな、精せい悍かんな顔をした男子生徒が笑え顔がおを向けてきていた。

「あの……僕、どこかで？」

「なんだ、憶えてない？　ほら先週、公園で……」

　朝道の脳のう裏りに、公園で涙を流した、あの日の光景が蘇よみがえる。

「あ、あのとき、一いつ緒しよに泣いてた……？」

　朝道にもらい泣きしていた生徒の一人を思いだす朝道。

「そう、あのときは大変だったな。俺は『ファッション』、二年生だ。よろしく、新人」

　男子生徒は朗ほがらかにそう言うと、チェルシーと同じように手を差しだす。

　すらりと伸びた身長は朝道よりも高く、明るく脱色された茶髪は、ワックスでセットされ、真横になびかせるような形で固められていた。

　そしてなによりも朝道にとって印象的なのは、その首に巻きつけられた、異常に長い真っ赤なマフラーだった。朝道が彼のことを憶えていたのも、そのマフラーは一度見たら忘れられない代物だったからだ。

　情熱的な深しん紅くのマフラーを巻いた、イケメンの高校生。

　おフ、お洒落だフアツシヨナブル……。と朝道は内心思いながら、握手に応じる。

「よろしくお願いします。……あの、『ファッション』って……」

「ああ。俺は、島しま村むらっていうんだ。だから、ファッション」

「はぁ……」

　朝道の脳のう裏りに、赤とベージュとピンクに彩いろどられた建物が思い浮かぶ。

「適当だろ？　大体そんなもんだよ、アダ名なんて。でも……」

　島村は笑いながらそう言うと、突然、なにかを探すように周囲を見回した。

「あ、おーい『バリトン』！」

　既に席に着いていた男子生徒に声をかける島村。

「……」

　無言で立ち上がり、「バリトン」と呼ばれた男子生徒が朝あさ道みちたちの許もとにゆっくりと近づいてきた。

　その身長はとても低く、それほど背の高くない朝道と比べても、頭一つは低かった。

　しかも童顔で、『Ⅱ』の学年章がついていなければ、朝道は年上だとは思わなかっただろう。

「こいつは青あお柳やなぎ。俺と同じ二年生で、あまり口数は多い方じゃないけど、こいつのアダ名なんかが一番わかりやすいよ」

「……」

　じ、と朝道を見上げる青柳の目は、まるで小動物のようだ。先輩なのに、朝道はほっこりした気持ちを抱いだいてしまった。

「あ、あの、陽ひ方がた朝道です。一年生です。よろしくお願いします」

　先に挨あい拶さつをする朝道。

「……」

　しかし、青柳からの返答は一切なかった。ただ、朝道を無表情でジッと見上げ続けるだけで、一言も発さない。

「……あ、あの？」

「ああ、気にしないでよ。こいつ、もともと無口でね。まぁ、そもそも自分のアダ名が気に入ってないっていうのもあるんだろうけど。ほら、新人に気まずい思いをさせるなよバリトン。一言ぐらい挨拶しなって」

　島しま村むらに促うながされ、困ったような表情を浮かべる青柳。その表情がまた、朝道にチワワなどの愛らし系動物を連想させる。

　しかし、朝道のその幻想は、早くも崩れ去った。

「[image: さんてん][image: さんてん]よろしく」

　青柳の口から出たのは、まったく見た目にそぐわない妙みように立体的な重低音バリトンボイスだった。

「うわ！」

　思わず驚いてしまう朝道。

「ねー。みんな最初は、そんな反応するよー」

　懐かしそうに、朝道の反応を見つめるチェルシー。

「凄すごいだろ？　背は伸びなかったけど、声変わりだけスッゴいうまくいっちゃったらしいんだ。だから『バリトン』」

　朝道の予想通りのリアクションに島村は笑い、青柳は不ふ機き嫌げんそうに、むっとした表情を浮かべる。

「ま、普段からそんな喋しやべんないし、気にしないでやってよ」

「はぁ……」

「……」

　朝あさ道みちの反応に気分を害したのか、青あお柳やなぎは朝道から視線を逸そらし、床をジッと見つめたまま視線を動かさない。

「……あ、でも、青柳先輩、凄すごく格かつ好こういい声です。僕なんか男のくせに、ちょっと高めの声なんで、先輩の声、とても男らしくて羨うらやましいです」

　それは本心だった。最初はいきなりで驚いた朝道だったが、一度聞くと、その深みのある甘い声で歌われたら泣いてしまえるほどに、青柳の声はとても美しく、魅力的だった。

「……」

　しばらく無言で、驚いたような表情で朝道を見つめていた青柳。

　やがて、少し頰ほほを赤くしたあと、照れくさそうに、
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　それだけ呟つぶやくと、それ以外はなにも言わずに、青柳は自分の席に戻った。

　その様子を島しま村むらはにこやかに見守っていた。

「よかったな。バリトン、たぶん君のこと、かなり気に入ったと思うよ」

「え、本当ですか？　僕にはよくわかんなかったですけど……」

「俺は付き合いが長いから、その辺のことはなんとなくわかるんだ」

　朝道に微笑ほほえみかけながら、島村はまた周囲を見回す。

「あとは他に……あ、ごめん『前歯』っ！　新人に紹介するからちょっと来て」

　島村が声をかけたのは、朝道たちから遠く離れた、最前列の長机横に設置された大きなホワイトボード前で作業をしている生徒だった。

「……うっす」

　島村に言われ、駆かけ足で朝道たちの前にやってくる。

「こいつは『前歯』。本名は前まえ田だ。アダ名は見た目の通り」

「見た目の通り……って……」

『前歯』と紹介された少年は、朝道と同学年の生徒だろう。廊下で何度もその顔を見た覚えがある。

　前髪が長いせいで、目元はよく見えないが、口元から異常に飛びでた消しゴムみたいな強烈な出っ歯は、朝道も見間違えようがなかった。

「な、面白いだろ？　この前歯で、この名字。しかも、下の名前なんだっけ？」

「伸のぶ夫おっす」

「な、面白いだろ？　前歯が伸びてて前田伸夫って。もうこいつのアダ名はこれしかないって感じで即決だったよ。で、『前歯』、持ち芸なんだっけ？」

「トゥース！」

　言われ慣れているのか、島村がそう聞いた瞬しゆん間かん、前田は人差し指で自分の巨大な前歯を指さし、突然叫さけぶ。

「な、全然面白くないだろ？　まずパクりだし。ま、こいつはこんな奴やつだから」

「……どんな人ですか……」

　朝あさ道みちにはリアクションの正解がわからない。

「うっす。よろしくっす」

　慣れているのか、特にメンタル面にダメージを受けた様子もなく、前まえ田だは朝道に右手を差しだす。

「あ、どうも、陽ひ方がたです」

　同じように朝道も右手を差しだし、軽い握手を交わす。

「……じゃ、自分このあと捜査会議の仕度があるんで、これで……」

「あ～、今回のヤマ、お前のクラスだっけ？　じゃあ呼び止めて悪かったね。ごめん、行っていいよ」

　島しま村むらが詫わびを入れるように片手で「ごめん」のポーズを取る。

「うっす。全然っす。じゃ……」

　島村たちに一礼したあと、前田は朝道たちの前から立ち去った。

「……あの、ヤマって？」

「ああ。Ｑピッツは事件が発生したとき、その対象と同じクラスの人間が捜査前に報告をすることになってるんだ。今回発生したのはあいつのクラスだから、『前歯』が代表で情報を俺たちメンバーに公開するんだ」

「へぇ～……」

　丁寧な島村の説明に、素直に頷うなずく朝道。

「ま、他のメンバーの紹介とかは後回しになるけど、とりあえず空いている席に座りなよ。そろそろ会議が始まるから」

　そう言って立ち去ろうとする島村。

「あ、待ってください、島村先輩」

「ん？　ファッションでいいよ。ここでは皆アダ名呼びが基本だし」

「あ、はい。じゃあ、ファッション先輩。あの、どうして鈴すず木き先輩には、アダ名がないんですか？」

「……え？」

　朝道の質問に、島村は戸惑いの声を上げ、横でチェルシーがビクッと肩を震わせた。

「……そう、言われたの？」

「はい。鈴木先輩、自分にアダ名はないって。規則なのにどうしてかなって──」

「ないよー」

　朝道の素朴な質問に重ねるように、背後からチェルシーが口を挟はさんだ。

「あるよ」

　島しま村むらはばっさり肯こう定ていすると、チェルシーに呆あきれた視線を送る。

「え、あるんですか？」

「う……」

　驚く朝あさ道みちの横で島村の視線を受け、バツの悪そうな顔をするチェルシー。

「相手が新人だからって、なに隠してるのさ。もう、観念しなよ……『パパイヤ』刑デ事カ」

「その名で呼ばないでぇーっ!!」

　島村から告げられたアダ名に、チェルシーは血相を変え、悲鳴を上げる。

「え、ぱ、『パパイヤ』？　鈴すず木き先輩、アダ名パパイヤなんですか？　……やっぱり」

　衝撃に青ざめた顔で、朝道はチェルシーのむっちり張りだした、胸の膨らみパパイヤを見つめる。

「やっぱり……って違うよぉー!?　違うぅー！　そういうのじゃないよぉーっ！」

　さっ、と自分の胸元を覆うように抱きしめ、チェルシーは朝道に弁解する。

「最初は、アメリカとのハーフってことで、一時期流行した、『ＢＳＥ』に決まったんだ。でも、余りにもイメージが悪いって本人が言うもんだから。別のアダ名をつけることになったんだ。だけど……」

　島村が、沈痛な面おも持もちで説明する。

「だって、仕方がなかったんだよーっ！」

　それを遮さえぎり、チェルシーは言葉を続ける。

「普通、誰だって『牛海綿状脳症ＢＳＥ』なんてアダ名はイヤだよー。でも、そのあと、つけられたアダ名もひどかったよー。『ホルスタイン』、『洋ピン』、『カリビ●ンコム』。完璧セクハラだったよー。でも、一番傷ついたのは、『お母さん』。どんなアダ名だよーっ。女子高校生に母性を求めるってなんでーっ!?　それはもうただの親子だよーっ！」

　チェルシーの心からの叫さけびは、朝道にうわぁ……という感情しか抱いだかせなかった。

「……結局、メンバー全員が思い思いのアダ名をくじに書いて、それを私が引かされたのー。そうしたら……」

　よよよ、と崩れ落ちるようにして、チェルシーはその場にへたり込む。

「鈴木繫つながりの、『パパイヤ』だよー……」

　乾いた笑いを漏もらしながら、チェルシーの自白は、終わった。

「……わかったかい？　彼女が、『パパイヤ』が、君にアダ名を隠していたのは、そういうことさ」

　島村は、そんなチェルシーに哀れみの視線を送り、朝道に呟つぶやく。

「……聞かなきゃよかったです」

　朝道も、その残念な由来に同情を禁じ得ない。

　朝道の脳のう裏りに、アフロヘアーでキレのあるロボットダンスを披ひ露ろうする、ポッチャリとしたオジさんの姿が浮かぶ。

「うぅー、ばれたよー。終わりだよー……」

　チェルシーは落ち込んだ様子で、頭を抱かかえて座り込んだ。

「もう新人に先輩風吹かせられないよー。どうせわたしの印象、もうただの動ける太っちょだよー。サモハンキンポーだよー……」

「先輩……」

　朝あさ道みちは、そんなチェルシーの横に、同じようにしゃがみ込む。

「……鈴すず木き先輩は、ちゃんと先輩してると思います」

「……えー？」

　俯うつむいていた顔を上げ、チェルシーは朝道に目を向ける。

「他の人はわからないですけど、僕は、先輩をパパイヤ扱いしません。僕はちゃんと、敬意を持って先輩に接します。だから、もうそんなに落ち込まないでください」

　朝道の慰なぐさめで、今にも泣きだしそうだった顔に、ぱあっと光が差し込む。

「し、新人ー！」

　両手で朝道の手をガシッと握るチェルシー。

「じ、じゃーわたし、これからも新人に先輩風吹かせてもいーのー？」

「はい。先輩がパパイヤだろうとサモハンキンポーだろうと、僕にとって先輩は先輩です。これからも、わからないことがあったら、どんどん教えてください！」

　力強く応じ、うなずく朝道。

「い、いい奴やつだよーっ。こんないい新人が入るなんて、感激だよーっ！　わたし、頑張るーっ！　どんどんわからないこと新人に教える、超頼れる先輩になるよーっ！」

　感激したように、朝道の手をブンブン振るチェルシー。

「新人のお陰で、わたし元気出たよー。ありがとー！」

「い、いぇ……はっ！」

　両手を上下に振り回されながらも、朝道の意識は──

　チェルシーが腕を動かすたびに、激しく上下に揺ゆれる、新大陸。

　ブンブンよりも、それに連動して揺れるブルンブルン胸にどうしても集中してしまう。

「おぉぉ……」

　変な声を漏もらしてしまう朝道。

「あれ、パパイヤ。そろそろ、今日やる別作戦のミーティングをする時間じゃない？」

　そのとき、横に立っていた島しま村むらが、取りだしたスマホの画面を確認しながら言った。

「え……あー、そうだよーっ！」

　チェルシーは、手に巻きつけた可愛かわいらしい小さな腕時計を覗のぞき込み、慌あわてて立ち上がる。

「わたし、もう行かなきゃだよーっ！　じゃあねー新人。困ったことがあったら、なんでもわたしに頼るんだよー。わたし、先輩なんだからー」

　そう言い残し、チェルシーは足早にその場から立ち去っていった。

　チェルシーが会議室から出て行くのを確認すると、島しま村むらはおもむろに、朝あさ道みちに顔を向けた。

「……新人、パパイヤの巨乳はどうだった？」

「えぇ!?」

　やばい、見ていたのがバレた！　朝道の背中を、冷たい汗が伝う。

「いや、そういう意味じゃないんだ。だけど、これだけは君に言っておかなければならない。パパイヤは、いや、チェルシー鈴すず木きは、この『Ｑピッツ』の中で大変危険な存在なんだ」

「……危険？」

「それは、俺が説明してやる……」

　朝道が聞き返すと、それまで黙だまって会話を聞いていた権ごん田だが、突然口を開いた。

「……かつて、『Ｑピッツ』に鈴木が入部したとき、数々の恋れん愛あい刑デ事カが、その類たぐい希まれなる美び貌ぼう、その聖女のように透き通った純真無む垢くな心、そして、揺ゆれる巨乳に惑わされた。その結果、内部では彼女と付き合いたい『野獣派』と、神聖視して崇あがめ奉たてまつる『信仰派』とで大きく割れ、その争いは熾し烈れつを極めた。暴力はもちろん、互いが抜け駆がけして鈴木を口く説どくのではと疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれ、それが捜査にまで影響を及ぼし、一時期『Ｑピッツ』は解散寸前までの大打撃を受けた」

　重々しく、説明を始める権田。

「……なにやってんですか、『Ｑピッツ』」

　呆あきれる朝道。しかし、そうなる気持ちはわからなくもなかった。朝道だって、彼女のふわふわとした笑え顔がおと、ぷるぷると揺れる胸に思わず心が揺れたのは事実だからだ。

「まったく、恋に狂った男の姿は、無様を通り越して哀れだ。そして、鈴木を狙ねらった血で血を洗う男同士の内部抗争は、今も『チェリー・ウォーズ童貞戦争』という名称で、俺たち刑デ事カの記憶に刻まれている」

「なんか……名称がむさ苦しいです」

「その悲劇をこれ以上繰り返さないように、他の刑事たちが二度と彼女に恋愛感情を抱いだけないようなアダ名がついた。それが、『ＢＳＥ』だ」

「道理で、ヒドいアダ名だと……」

「だが、本人が泣いて嫌いやがったため、俺たちは数々のアダ名を鈴木に提案した。それでも決まらなかった。だから俺はあらかじめ、今のアダ名を仕込んだクジを使った。そして、現在の『パパイヤ』に落ち着いたわけだ。誰も、アフロに恋はしないからな」

「……それが、『パパイヤ』の本当の由来ですか」

　隠された真実の余りのしょうもなさに、朝道は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　その肩に、島村が手を置き話しかける。

「俺たちが、彼女を『パパイヤ』と呼ぶのは、なにも彼女をからかっているからじゃないんだよ。俺たちの中で、彼女に恋愛感情を抱いだいていないことを証明するための、一種の宣誓なんだ。だから、新人。君も気をつけた方がいい」

「え？　でも、もう抗争は終わっているんですよね？」

「それはあくまで表向きさ。今でこそ、そんな目立って『パパイヤ』を狙ねらう恋れん愛あい刑デ事カはいなくなったけれど、水面下では彼女に邪よこしまな感情を抱く奴やつは大勢いるんだ。だから彼らに目をつけられないように、注意して彼女と接することだね」

「はあ……わかりました」

　わかったような、よくわからないような気持ちで、頷うなずく朝あさ道みち。

「いいよいいよ。新人なんてけっこう珍しいから、俺たちだってパパイヤと同じくらい嬉うれしいんだ。だから、頼りにしてくれよ、『サミー』」

「さ、さみい？」

「君のアダ名だよ。まだ仮だけど。名前が朝道だから、間を取って『サミー』。いいよね？」

「はあ、まあ……」

「じゃ、そろそろ会議も始まるし。またね、サミー」

　島しま村むらは手を振ると、首のマフラーを翻ひるがえし、青あお柳やなぎが座る隣の席へと去っていった。

「話は終わったか？　じゃあ席に着くぞ、『サミー』」

「早速使うんですか？」

　権ごん田だに促うながされ、自分のアダ名にしっくりこないまま、朝道は丁度空いていた長机の所に、権田と並んで腰かける。

「……なんだか、昔の刑事ドラマみたいですね。アダ名とかって」

「最後は皆、殉じゆん職しよくか？」

「いや、そういう意味じゃあ……」

「言い得て妙みようだな」

　朝道の言葉に、一人納なつ得とくしたように頷く権田。

「え？　それってどういう──」

　権田の呟つぶやきに問い返そうとしたとき、突然、室内のざわめきが止やんだ。

　衣きぬ擦ずれの音すらしない完全な静寂に、朝道は戸惑う。

「……え、なんですかこれ？　なんか怖いんですけど」

「しっ。静かにしろ、『ボス』が来たんだ。俺たちの上司だ。顔、しっかり憶えておけよ」

　気がつくと、朝道以外の全員、緊張の面おも持もちで硬直していた。

　そのとき、捜査会議室の引き戸がガラッと開かれた。

「っ!?」

　瞬しゆん間かん、朝道の脳のう髄ずいに電流が迸ほとばしった。

　ガタガタッ！　ガンッ！

　思わず立ち上がりかけ、その拍子に机に思いきり強く両りよう脛すねを打ちつけた。

「ぁあ～……っ！」

　痛みで涙目になっている朝あさ道みちを横目で見ながら、「なにやってんだ……」という目をする権ごん田だ。

　しかし、そんなこと今はどうでもいい。

　最初に部屋に入ってきたのは、白髪と威厳溢あふれる髭ひげ、細身の老体に、大おお仰ぎような紋付き袴はかまを着込んだ老人。朝道もよく知っている、この学校の校長（!?）だった。

　これでもかなり驚きだったが、その次が問題だった。

　長机にぶつかって涙目で呻うめく朝道と、ちらりと一いち瞥べつしたその人物との視線が、一いつ瞬しゆん交こう叉さする。

　朝道の視線を真っ向から受け止めるのは、朝道よりも少し年上、『Ⅱ』の学年章を襟えりにつけた、島しま村むらたちと同じ、二年生の女生徒だった。

　腰の辺りまで長く伸ばされた、鏡のように艶つやのある黒髪が柔らかに揺ゆれる。

　硬質な光を湛たたえた大きな瞳ひとみの奥からは、強きよう靱じんな意志がにわかに伝わってくる。

　その瞳の中に、脛の痛みに悶もだえる少年が映り、柔らかそうな薄桃色の唇くちびるが、一瞬の驚きよう愕がくで小さく息を吸い込んだ。

　彼女が視界に現れた瞬しゆん間かん、朝道の意識は彼女を中心に活動を始めた。
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　隣に座る権ごん田だに説明されるまでもなく、朝あさ道みちは彼女のことを知っていた。

　人形のように華きや奢しやな腕を覆う腕章に刻まれていたのは、黄金文字で書かれた、『生徒会長』の四文字。

「か、香か澄すみ先輩……」

　喉のどの奥から、乾いた細い空気が漏もれる。

　彼女こそ、恋こい文ぶん字じ学園の生徒会長、香澄歌か織おり。

　かつて朝道が所属していた、恋文字学園生徒会のトップ。そして、朝道が恋焦こがれ、恋砕くだかれた人物だった。




♥回想♥




　ずっと、ずっとずっと好きだった。

　朝道の目の前に突然現れた香澄歌織と初めて出会ったのは、入学式の日のこと。

　恋文字学園の入学試験に見事合格し、晴れて新入生となった陽ひ方がた朝道は入学式前日、緊張でよく眠れなかったため、目覚まし時計に叩たたき起こされたにもかかわらず、二度寝してしまった。

　目が完全に覚めたのは、自分が家を出ていなければいけない時間から、既に一時間以上経っていた。寝坊したのだ。

　声にならない悲鳴をベッドで上げ、ドジッ子女子高生みたいにパンを咥くわえながら全力疾しつ走そうして校門に駆かけ込んだ時点で、朝道の腕時計がさし示す時刻は、入学式の時間まで、もう五分もなくなっていた。

　その時点で、もともとよく泣く性格の朝道は半泣きだ。

　最初が肝心と言われる高校生活の、最初を始めることなく失敗しようとしている自分に腹が立ち、自然と熱い涙が溢あふれてきたのだ。

　なぜ、起きられなかったのだろう？　なぜ、二度寝なんてしてしまったのだろう？　そもそもなぜ、お母さんは僕を起こしてくれなかったんだろう？　なぜ、両親は共働きなのだろう？

　なぜ、なぜ、なぜ。頭の中は、様々な後悔で一杯になった。

　そんな状態で、校舎に繫つながる角を曲がったときだった。

「……うわ」

　思わず、感かん嘆たんの声が漏れた。

　急いでいるのにもかかわらず、思わず足を止めてしまった。

　朝道の目に飛び込んできたのは、柔らかく吹く東風に揺ゆれる、巨大な桜の樹だった。

　長い年月を耐えきり、節くれ立った太い老木から舞い落ちるのは、心細さに震えていた朝道の心を穏やかに染める、淡あわい桃色。

　時間に追われて焦あせる余りに、舞い散る桜の花びらにも気がつかなかった。

　突然の春を見て、朝あさ道みちは阿あ呆ほうのように口を開いて桜に見入ってしまった。

「……君、新入生？」

　風に乗って朝道に届いたのは、花びらだけではなかった。

「え……」

　振り返り、そこに立つ少女を見た瞬しゆん間かん、朝道は冗談抜きに、桜の妖よう精せいだと思ってしまった。

　腰まで伸びた艶つや々つやの黒髪には舞い落ちた花弁が大量に張りついているが、それを払いのけようともせず、彼女はじっと朝道を見つめていた。

「私、一応ここの生徒会長なんだけど、この時間にこんな所で、なにをしているの？」

　黄金文字の腕章を見せるように掲げるその腕の細さと美しさに、朝道は思わず魅せられた。

「あ……あの、はい。僕、今日、ちょっと寝坊を……」

　吸い込まれるほど遠く、呆あきれるほど硬質な意思の塊のごとき瞳ひとみをまっすぐ向けられ、あとはしどろ、もどろ。

「そう。……まだギリギリ間に合うわね。ちょうど今、見回りを終えようと思ってたところだったから。とりあえずついてきて。会場に案内するから」

　さっと身を翻ひるがえし、ついてくるよう朝道を促うながす少女。振り返った瞬間、身体からだから花弁がはらはらと舞い落ちる。

　それはまるで、少女を中心に春が渦うず巻まいているようで、とても神秘的な光景だった。

「あ、あの！　お、お名前を……」

　その台詞せりふは、まるで時代劇。

「名乗るほどの者ではないわ」

　まさかの世界観一致な返答。

「……いえ、一応名乗るほどの者ね」

　腕章に目を向けそう言い直し、少女は膝ひざ下丈のスカートを翻し、朝道の正面に向き直った。

「恋こい文ぶん字じ学園、第五十一代生徒会長、二年、香か澄すみ歌か織おりです」

　威い風ふ堂どう々どう、眉び目もく秀しゆう麗れい、清せい廉れん潔けつ白ぱく、花鳥風月。

　様々な四文字熟語が、脳内の神経細胞ニユーロンを駆かけ巡る。

「入学おめでとう、新入生くん」

　その一いつ瞬しゆん、彼女の口元に浮かんだかすかな微笑ほほえみは、本人も意識すらしていなかっただろう。それでも、朝道になんだかよくわからない元気を与えるには、充分すぎる微笑だった。

「……はいっ」

　この日、陽ひ方がた朝道は、香澄歌織に恋をした。




♥回想終わり♥




「ふぅう……う、うふぅううううっ！」

　かつての美しい想い出が急激に蘇よみがえった衝撃で、朝あさ道みちの目から有り得ない量の涙が溢あふれだす。

「お前、気持ち悪いぞ……」

　横で引いている権ごん田だ。それでも、朝道の涙はとどまるところを知らない。

「……だ、だって、だっでぇえええええっ！」

「だってもなにも、とりあえず座れ。目立ってしょうがない」

　その通り、突然泣きだした新人の朝道に、他の生徒たちの視線が集中する。

　権田に引きずられるように、席に座らされる朝道。

「……香か澄すみ君、彼は、君の知り合いかね？」

　その様子を呆あつ気けにとられた様子で見ていた校長が、隣に立つ歌か織おりに顔を向け、弱々しいしわがれ声で問いかける。

「……」

　無視する歌織。

「……あれ、香澄君？　あの、やめてくれんかそういうの。儂わし、そういうの地味に傷ついちゃうんじゃが……」

「……」

「……か、香澄君？　一応言っておくが、儂、この学校の校長なんじゃけど？　無視とか、そういうことを最高権力者にするのはどうかと思う……」

　還暦をとっくに過ぎた老人が、少女の無視に完全に怖おじ気づいていた。

　恋こい文ぶん字じ学園校長、千せん羽ば鶴かく郎ろう。生徒会長がちょっぴり苦手な七十五歳。

「……校長」

「ひっ!?　な、なんじゃね？」

「座りましょう。時間がありません」

　感情をまるで見せない、氷のように冷めた言葉を残し、歌織は席に向かって歩きだす。

「……え、あ、うむ……」

　腑ふに落ちない表情を浮かべたまま、校長もそれに続く。

　朝道は机に突っ伏し、声を押し殺し、涙を流していた。

「……うぅ……ぬぅう……うぬぅうううう……」

「押し殺せてねえじゃねえか」

　権田の舌打ちをよそに、生徒会長と校長が着席する。

「では、ただ今より、『一年三組隠れマドンナ純愛事件』の捜査会議を始めます」

　ゆっくりと口を開いた歌織から漏もれたのは、耳の奥から凍りつくような声だった。

　室内は一いつ瞬しゆんで静まり返った。

「……その前に、権田先生？」

　歌か織おりの冷めた視線が権ごん田だの座る机を直撃する。

「隣の彼は？　例の新人ですか？」

「ああ。この前話した奴やつだ。アダ名は『サミー』。これからこいつには、恋れん愛あい刑デ事カとしての基礎を一から叩たたき込むつもりだ」

「……見込みは？」

「泣き虫以外はおおむね良好だ」

「……そうですか。ここのことはどれだけ教えてあるんですか？」

「ほとんどなにも。これから話す」

　この二人の遣やり取りの間も、朝あさ道みちは机に伏せて泣いたままだった。

「うぅ……うぅううう……」

　歌織は小さく頷うなずくと、視線を権田たちから外す。

「では、概要の報告を三組に所属する恋れん愛あい刑デ事カに聞かせてもらいます。『前歯』刑デ事カ？」

　はい、と席を立ち上がったのは、さきほど朝道に挨あい拶さつした、異常に飛びでた前歯が特徴的な男子生徒。

　つかつかと歌織が座る席まで歩き、彼女たちが座る長机の横に設置された巨大なホワイトボードの前に立つ。

　そして懐からいきなりなにかを取りだすと、ホワイトボードの真ん中にベシッと勢いよく貼りつけた。

　それは、教室で智とも美みと楽しそうに喋っている由ゆ希き子この写真だった。

「「「「「おぉ～。か、可愛かわいい……」」」」」

　一気にどよめく男たち。

　写真の下に、マジックで「真さな田だ由希子」と大きな字で書き込みながら、前まえ田だは手元のメモ帳を開く。

「えー容疑者は真田由希子十五才。出席番号は二十五番。内気で大人しい性格。身長は百五十八センチ、スレンダー体型。趣味は料理と裁縫だそうっす」

　その下にプロフィールを書き足していく前田。

「「「「「おぉ～古風……」」」」」

　更にざわめく男たち。

「近隣の公立中学校を卒業後、この高校に入学したそうっす。え～我々クラスメイト一同の情報によりますと、最近好きな人が出来たとのことっす」

「「「「「えぇ～!?」」」」」

　一気にざわつく男たち。目が怒いかりに燃えている。

「マジかよ！　やられたぜ!!」

「俺、隣のクラスだけど、可愛いから気になってたのに！」

「大人しそうな見た目と清せい楚そな雰ふん囲い気きがたまんねえよ！」

「えー、そうかぁ？」

「なに、お前、あの手の女子嫌い？」

「いや、滅茶苦茶好きさっ！　好きだとも！」

　男同士特有の馬ば鹿か話に花を咲かせる刑デ事カたち。

　バンッ！

　──と、長机を叩たたく音が響き渡る。

　平手を机に押し当てたまま、歌か織おりが男子たちを睨にらむように見回す。

「「「「「…………」」」」」

「……続けてもらえるかしら、前歯刑デ事カ？」

　歌織の命令で我に返り、説明を再開する前まえ田だ。

「……うっす。……えぇー調べによりますと、真さな田だ由ゆ希き子こは現在、クラスメイトで友人の工く藤どう智とも美みとともに、女子バレーボール部に所属しており、おそらくその周辺に男の影があるのではないかと思われるっす」

「「「「「えぇ～!?」」」」」

　またもざわつく生徒たち。

「ちくしょう！　やっぱり運動部かよ！　いつだって運動部だ！」

「運動できる奴やつって、やっぱモテんのか！　世せ知ち辛がれえ世の中だよ！」

「どうする？　筋トレしてみる？　倒れるだけで腹筋割ってみる？」

「モテるためにワン●ーコア？　駄だ目めだってそういうの、すぐ見透かすから女子は！」

「ていうか、なんで工藤と友達かなぁ。あいつ、かなり男子に厳しいって話だぜ」

「自分がチヤホヤされないからって男子を敵視すんの、本当止やめて欲しい……」

　バンバンッ！

「「「「「…………」」」」」

「……続けて」

「……はい、えぇーこれはまだ断定は出来ない事案ですが、情報としてかなり確率の高い線をいっているのではないかと思われるっす。三組からは以上っす」

「よろしい。では真田由希子の想い人の捜索は、担当クラスの前歯刑デ事カを中心に。彼女の周辺の知人友人への聞き込みは、権ごん田だ先生と新人の彼で行ってください。その他のメンバーは、各自、昼休みに決行予定の作戦準備にあたってください」

『愛愛サーッ！』

　生徒たちが一斉に返答する。

　へんてこな返事だったが、Ｑピッツでは、これが「了解」の合図になっていた。

「うぅう……」

　そんな絶好の突っ込みどころにも気づかず泣き続ける朝あさ道みち。

「では、各おの々おの自分の仕事を完璧に全まつとうするよう。昼の捜査会議は以上です。解散」

　歌か織おりの号令とともに、一斉に立ち上がる刑デ事カたち。

　ざわめきが起こる室内で、権ごん田だも席から立ち上がった。

「ほら行くぞ、サミー」

「……ぬぅう……ぐすっ……」

「いつまで泣いてるつもりだ？　ほら、早く立て。とりあえずここのことは歩きながら教えてやる。まずは容疑者周辺の人間を洗う。行くぞ」

「うぅ……ご、ゴンさん……、し、知ってて勧誘したんですか？　ぼ、僕を、か、香か澄すみ先輩がいるって知ってて、僕を……？」

「あ？　ああ、そういえばそうだったな。悪い、全然考えてなかった」

「……うぉおおおおおおっ！」

　引きずるように、権田は朝道を連れて行き、やがて、会議室に残ったのは、歌織と校長のみとなった。

「……では、儂わしはもう行くけど、香澄君？」

　立ち上がった校長が、歌織の方へ振り返る。香澄は既に机の上でパソコンを開き、なにかの作業を開始していた。

「彼は、本当に知り合いじゃないのかね？」

「……」

　キーボードを叩たたく音だけが、室内にこだまする。

「……あのね香澄君。儂、一応君より偉いんじゃよ？　いくらなんでもこんな雑な無視は……」

「校長、作業の邪じや魔まです」

　画面から目を離すことなく、切り捨てるように告げる歌織。

「……う、うむ。それはその、ごめんなさいじゃのう……」

　やはり納なつ得とくのいかない表情を浮かべたまま、校長も出て行き、室内には歌織ただ一人が残った。

　キーボードを叩く無機質な音が、しばらく続き、ふいにその音が止やんだ。

「……」

　ふいに、パソコン画面から上げられた視線が、誰も座っていない長机に向けられる。

　その長机の一つに、小さな水たまりのようなものが残されていた。

　さきほどまで、朝道が座っていた席だ。

　ゆっくりと、椅い子すから立ち上がり、その長机の前まで歩いて行く歌織。

　制服のポケットから、白い刺し繡しゆう入りのハンカチを取りだすと、その水たまりを拭ふき取り始めた。

「……陽ひ方がた君……」

　机を拭ぬぐう手を止め、ぽつりと喉のどから漏もれる声をただ一人で聞く。

「なぜ、また私の前に……」

　その質問に答える人間は、もうここにはいない。
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「……うぅ」

　陽ひ方がた朝あさ道みちがようやく泣き止やんだのは、権ごん田だに引きずるように連れられた食堂で、目の前に置かれた缶コーヒーを半分ほど飲んだ頃だった。

「落ち着いたか？」

　テーブルを挟はさみ、権田が呆あきれ顔で朝道を見つめている。

「はい……。すいません。なんか、コーヒーまで驕おごってもらっちゃって……」

　か細い声で、礼を言う朝道。

「いや、いい。こっちのせいで、お前にいらんトラウマを思い起こさせちまったみたいだからな。せめてもの詫わびだ。遠えん慮りよすることはない」

「はぁ……」

　権田に促うながされるままに、手にしたコーヒーの缶を、ぐいっと傾ける。

　本当は砂糖入りの甘いコーヒーしか飲めない朝道だったが、権田が買ってきたのは無糖のブラックコーヒーだった。

　しかし、先ほどの苦い気持ちを飲み干すように、朝道はその苦いコーヒーを喉のどの奥に流し込む。熱さと苦みが、朝道の喉を焼くように通り過ぎていく。

「じゃ、とりあえず『Ｑピッツ』の活動内容について話しておく」

「にっがぁ……あ、はい」

「まあ、大体はあの捜査会議通りだ。校内で恋した奴やつを捜しだし、そいつの想いを相手に告白させる。簡単だろ？」

「……あの、質問いいですか？」

　朝道は授業のように手を挙げる。頷うなずき、質問を促す権田。

「えっと、その……なぜ？」

「なぜ？」

「はい。だから、なんでそんなことするんです？　だって、関係ないじゃないですか。他人の恋愛に口を挟んで、僕らにいったいなんのメリットがあるんですか？　むしろ、僕ら自身が恋をして告白することの方が大事じゃないかって、そう思うんですけど……」

「その理由ってのは、大きく分けて二つだ」

　権田は手にした自分の飲み物を、口元に持って行きながら、指を二本立てる。

「一つは、人の恋路を知って応援するのがなによりも楽しいっていう、デバガメ根性の塊みたいな理由だ。『ファッション』、『バリトン』、『前歯』、『パパイヤ』はそれにあたる」

「あの人たち、そんな趣味があったんですか？」

「まあ、大方の刑デ事カはそんなもんだ。悪趣味だが、ああいうのがうちで最も多い重要な戦力でもある。そしてもう一つ、こいつが結構訳ありな連中でな」

「訳あり、ですか」

　権ごん田だが苦い顔を作るが、それはコーヒーのせいではない。なぜなら、権田が飲んでいるのは甘い甘い、それこそ恋のように甘いココアだからだ。なぜ、そっちを僕に渡さない？　朝あさ道みちのもう一つの質問は、胸の奥に仕舞われたまま、出て行くタイミングを見失っている。

「ああ。もう一つは、自分自身、恋に破れた連中。つまり失しつ恋れんして、次の恋が見つからず、他にすることがないって理由だ。ちょうどお前みたいにな」

「……言わないでくださいよ。思いだしちゃうじゃないですか」

「だが、お前らのような連中は、恋をする痛みを直じかに知っている。その知識と経験を生かし、告白の作戦に大きく貢献してもらっている。失恋した奴やつは、時にとんでもないことでも平気でやるからな。失うものがないぶん、こいつらの行動は時に予測がつかねえ」

　権田はそう言うと、朝道をじっと見つめる。

「僕には、そんな力ないと思いますけど……」

「そんなことはわからんだろう。だがまあ、これで俺の話は終わりだ。他になにか質問はあるか？」

　権田の言葉に、朝道はおずおずとまた手を挙げる。

「あの、香か澄すみ先輩は、どうしてあんな所に？」

　本当は、そのことが聞きたくて仕方がなかった。かつての想い人との思いがけない再会は、今の朝道にとって、嬉うれしさよりも、ショックの方が大きかった。だけど、朝道はそれでも知りたい。どうして、傷心の自分が流されるままに行き着いたそこに、彼女がいたのかを。

　それに対して、権田は鼻を鳴らし、答える。

「いるのも当然だろう。香澄歌か織おり。彼女こそ、我わが恋れん愛あい警察『Ｑピッツ』の、最高権力者にして、この学園の恋愛警視総監だ。彼女こそが、この学園の恋愛を一手に引き受けていると言っても過言ではない」

「えっ!?　本当ですか？　香澄先輩って生徒会長ですよね？　それが恋愛警視総監？　そもそも、恋愛警視総監ってどんなポジションなんですか!?」

　朝道の中で、常識が音を立てて崩れ去っていった。

「文字通りの意味だ。恋愛を警備して、監視する総監督。それが香澄歌織だ」

「意味わかんないです」

　説明されればされるほどに、朝道の理解が追いつかない。

「そのうちわかるさ。そのうちな……」

　そんな朝道を知ってか知らずか、権田の態度は素っ気ない。

「終わりだな。じゃあ、そろそろ行くぞ」

　ぐびぐび、と権田はココアを飲み干すと、音を立てて空き缶を机に置いた。

「まぁ、他にもお前と同じように、脛すねに傷持った失恋メンバーは大勢いる。だから、もう泣くのは止やめろ」

　権ごん田だはココアの臭いが混ざったゲップをしながら、朝あさ道みちを慰なぐさめる。

「うぅ……たぶん、タイミングが悪かっただけなんだと思うんです。香か澄すみ先輩、あのときちょっと機き嫌げん悪そうだったし、今思えば、前の日に告白しておけばあんな結果に……」

　未練たらたらに、朝道は先日の失しつ恋れんを引きずり倒す。

「いや、お前の失恋は、タイミングとか全く関係ないだろ。いつ告白してもフラれてただろうな」

　慰めたかと思えば、急速に突き放した。

「えぇ!?」

　目玉が飛びださんばかりに衝撃を受ける朝道。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　納なつ得とくできない！　じゃあどうして僕は先輩にフラれたんですか!?」

「お前が原因だよ」

　にべもない権田。

「違いますよ！」

　認めない朝道。

「……いや、認めろよ」

「認めません！」

　ぷつん、となにかが切れる音がした。

「認めろよ！」

「ひぃっ」

　突然怒鳴られてビビる朝道。

　現実を見ようとしない朝道に、権田の堪かん忍にん袋の緒おが切れた。

「面倒くさいよお前は！　うだうだ自分がフラれたのを人のせいにしやがって！　関係ないんだよ！　失恋したのは完全にお前が原因なんだよ！」

「ひ、ひどい！　きゅ、急にキレるなんて！」

　急に怒りだす権田に戸惑い、涙目の朝道。

「ひどくない！　いつまでも過去の恋愛を引きずりやがって。女々しい、いやメメシスト！」

「め、めめしすと!?」

「女々しい奴やつの最上級をそう言うんだよ！　だいたい、なんだあの告白は！　今思いだしても腹が立つ！」

「腹が立つ!?　人の告白に勝手に腹立てないでくださいよ！　ていうか、ゴンさんあのとき、僕の告白をいい告白って、いい告白って!!」

「あれはお前を慰めるための噓うそだ！」

「噓!?　いま噓って言いました？　あんまりだ！」

「ああ言ったさ言ったともさ！　そしてひどいのはお前の告白だ！　お前、自分がいったいどんな告白をしたか憶えているのか？」




♥回想♥




　その日、陽ひ方がた朝あさ道みちは、待ち合わせに指定した時間の一時間前から、例の桜の樹の下に立っていた。

「ふぅー、ふぅー、ふぅー」

　鼻息荒く、興奮しながら待っている朝道。

　薄気味悪く、ニヤニヤと微笑ほほえみながら想い人を待つ朝道の表情は、はっきり言って不細工だった。

　この哀れな不細工が待ち望むその人は、約束の時間、きっちり五分前に現れた。

「陽方君……」

　陽ひが陰り始めた夕暮れ時、香か澄すみ歌か織おりの表情は影で覆われ、朝道にはよく見えなかった。

「ふぅー、ふぅっふぅ!?　か、香澄先輩っ！」

　変な呼吸法を披ひ露ろうする朝道。

「生徒会室で話せない用事って、いったいなにかしら？」

　突っ込みなしスルーで、用件を聞く歌織の表情は、いつもと同じ鉄面皮ポーカーフエイス。

　相変わらず、声の調子には感情がない。彼女はそういう人だった。

　笑っているところや、喜んでいる顔を、彼女と長いこと一いつ緒しよに活動している生徒会の先輩たちも見たことがないと言っていた。

　だが、彼女が笑った顔は最高に綺き麗れいだということを、朝道だけは知っていた。

　あの桜の樹の下で見た、彼女の笑え顔がおの片へん鱗りんを、朝道は忘れることが出来なかった。

　もう一度、あの表情が見たい。

　その先にある、彼女の笑顔を引きだしたい。

　だからその日、朝道は彼女に、香澄歌織に告白することにした。

「香澄先輩、僕、先輩にどうしても伝えたいことがあるんです」

　そよ風が、既に散り終えた桜の枝を静かに揺ゆらした。

「……だから、その内容が知りたいのだけど……」

　情感とか、情じよう緒ちよとか、そういったものには無縁な歌織は手っ取り早く結論を求める。

「……いや、それは今から言いますんで」

「そう……」

　出鼻を挫くじかれ、少々勢いが失速する朝道だったが、めげずに次の言葉に繫つなげる。

「憶えてますか、香澄先輩。僕と先輩が、初めて出会った日のことを……」

　朝あさ道みちは背後にそびえる桜を見上げる。

　胸の奥で、歌か織おりとの運命的な出会いを反はん芻すうする。

「…………？」

　無表情のまま、ゆっくりと首を傾かしげる歌織。

「入学式の日！　この桜の樹の下で、先輩が僕に声をかけてくれたんですよ！」

　一言一言、刻み込むように、涙混じりに説明する朝道。

「そう？　記憶にないわね。それがどうしたの？」

「えぇ～……」

　絶句してしまう。

「……憶えてないんですか？」

「ええ」

「……本当に憶えてないんですか？」

「ええ。それよりも、話ってなにかしら？」

　朝道の告白プランニングは、狂いに狂った。

　朝道の予定では、想い出の桜の樹の下で、ロマンチックな出会いを語り合い、うっとりと自分を見つめる歌織に、甘く蕩とろけるような愛の言葉を囁ささやきながら、そのひたむきな愛情に歌織がメロメロになったところで、彼女のために作詞作曲したオリジナルのラブソングを披ひ露ろう。そして演奏後に大々的に愛の告白を行い、二人は永遠に結ばれて、物語はハッピーエンド!!

　その出だしから躓つまずいてしまった。

「あ、えっと、その……」

　どうする？　どうするよ、僕っ!?

　予定の大幅な変更を要求され、アドリブでの対処が必要な状況。

「……大丈夫っ！」

「……え、なにが？　なにが大丈夫なの陽ひ方がた君？」

　戸惑う香澄歌織をよそに、朝道は背負っていたある物を構えた。

「なに、それ？」

　表情一つ変えることなく、朝道が手にしたものを指さす。

　どことなく、顔を引きつらせているようだが、朝道は気づかない。

「僕が中学校のときから使っている、マイギターです」

　ジャララ～ン、と、年季の入ったアコースティックをかき鳴らす。

　最初の行程を全て吹っ飛ばし、とりあえず彼女のために作曲したラブソングを送ることにしたのだ。

「え、ちょっと、ひが──」

　聞く耳を持たず、慣れた手つきで奏でられるのは、甘いメロディーライン。どことなく八十年代臭が漂い始める。

「香か澄すみ先輩、先輩のために、僕が作ったマイナンバー。聞いてください、『トキメキ♥朝道モーニング・ロード』」

「……なぜかしら。もう聞きたくないわ、始まる前から」

　鉄面皮で知られている香澄歌か織おりが、今回ばかりはどことなく、青ざめている。

「オーイェー!!」

　ギターが奏でるメロディーで感情が高ぶり、突然叫さけぶ朝あさ道みち。

「陽ひ方がた君？　どうしたの？　帰ってきて。いろんな意味で。帰ってきて」










【トキメキ♥朝　道】　作詞・作曲　陽方朝道

　初めて出会ったあの日から　君を忘れられないんだ

　あの日の桜の桃色は　僕のトキメキと同系色

　「好き」って気持ちを言葉にしても　六画じゃとっても足りないよ

　百万画の画数で　あなたにＬＯＶＥを　伝えたい

　君のことを考えてるだけで　胸の動機が三十二ビート

　君が目の前に現れるだけで　鼓こ動どうはたちまち　アッチェレランド!!

　ＴＯＫＩＭＥＫＩ朝道モーニング・ロード　明日は今日より好きになる

　ＫＩＲＡＭＥＫＩ　アイラビュ～　あなたの全てを愛してる

　何度だって言わせてほしい　イッツモニローモーニング・ロード♥ＫＯＫＵＨＡＫＵ













　ジャララ～ン、と、演奏を終え、朝道は荒い息もそのままに、香澄歌織に顔を向けた。

「香澄先輩！　好きです！　僕と、付き合ってください！」

「無理です。ごめんなさい」




♥回想終わり♥




「ダサいな」

　権ごん田だが本気のどん引き顔で朝道に駄だ目めだしする。

「なぜ、告白を歌でしようと思えた？　いつの時代の発想だ？」

　権田の駄目だしは、次々と湧きだし、とどまるところを知らない。

「そ、そんな言い方しなくてもいいじゃないですか！　僕は本気だったんだ！　遊びで告白したりしないんですよ!!」

「遊びで告白した方がまだましだったろう。余裕がある分」

　権ごん田だのため息が、五月の青空の中へと吸い込まれる。

　場所は食堂から変わり、恋こい文ぶん字じ学園の裏庭。校舎の裏に解放されたこの庭園は、昼休みの中盤に差しかかるこの時間帯、多くの生徒たちで賑にぎわっていた。

　その裏庭の中を、権田と並んで歩く朝あさ道みち。

　捜査会議室で言い渡された捜査をするために、権田について、真さな田だ由ゆ希き子この在籍する、一年の教室に向かっていた。

　本人の周りの人間に事情聴取をすることで、捜査の足場を固めるためだ。

　教師と並んで言い合いをしている朝道に、周囲の視線が突き刺さる。

　しかし、お互いそれに気づかないまま、不毛な言い争いを続けていた。

「じゃあ、どうすりゃよかったっていうんですか!?　ラブソング以外に、いったいなにがあるっていうんですか!!」

「いや、普通に『付き合ってください』だけでいいだろう」

「地味!!」

「地味!?」

「だって、告白ですよ？　一生に一度の高校生活で運命的に出会った男女。それが結ばれるか否いなかの決定的瞬しゆん間かんですよ!?　普通の告白なんて地味!!　ダサい!!　ロマンティックに行かないでどうするんですか!!」

「重いよ。お前のその思想、重すぎ。だから告白も失敗したんだろ？」

「それを言うのは反則ですよ！」

「実際そうだろうが。しかしお前、よりにもよってあの香かす澄み歌か織おりに告白するとはな。しかもラブソングで……」

　苦い顔をする権田。

「ゴンさん、知ってるんですか？　香澄先輩のこと」

「知らない訳がないだろう、自分の上司だぞ」

「いや、というかなんで教師のゴンさんが、香澄先輩の部下なんですか？　てっきり顧問かなにかだと思ってたのに」

「馬ば鹿か。顧問は校長だろうが。さっき見ただろ？」

「ああー……え、えぇえ!?　顧問が校長!?　なんですかそれ、『Ｑピッツ』めちゃめちゃ権力あるじゃないですか!!」

「今更か。さっきもずっといただろうが……。香澄歌織が生徒会長になってから『Ｑピッツ』の顧問をしてもらっている。どんな脅おどしを使ったか知らねえが、お陰で予算もバリバリうちに流れて、かつてないくらいに『Ｑピッツ』は安あん泰たいだ」

　鼻を鳴らしながら言う権田に、朝道はどこかショックを受けた顔をした。

「校長を脅すなんて、香澄先輩……」

　眉まゆ一つ動かさずに、校長室で顧問になるよう脅おどしている香か澄すみ歌か織おりの姿が、朝あさ道みちにはありありと思い描えがけた。

　無言、無表情の圧力に、校長も屈するしかなかったのだろう。

「……そんな先輩も素敵だぁ……」

　しかしそんなことでは、朝道の不屈の恋は冷めたりしなかった。

　ニヤニヤ、表情が泥のように溶けていく。

「気持ち悪いな。お前、自分がフラれたこと忘れてないか？」

　呆あきれた表情で権ごん田だが見ていると、朝道はなにかを思いだしたかのように、急に権田に顔を向けた。

「……あ、じゃあ、ゴンさんは？」

「あ？　俺がなんだ？」

「気になってたんです。ゴンさん、顧問でもなんでもないのに、なんで生徒に混ざって『Ｑピッツ』にいるんです？　それこそ、香澄先輩に脅されたからですか？」

　色々立て続けに起こりすぎて、朝道は聞き忘れていた。

　失しつ恋れんしたタイミングでちょうど勧誘され、勢いのまま入団した、恋れん愛あい警察『Ｑピッツ』。

　基本、学園の生徒たちによる恋愛自警団みたいな活動をしていることはわかったが、何食わぬ顔でその生徒たちに混じる、この違和感たっぷり四よ十そ路じ中年教師は、いったいどうしてここにいるのか？

「別に、そういうわけじゃない……」

　権田はバツが悪そうに、朝道から視線を外し、歩行のペースを速めた。

「じゃあなぜです？　正直、理由がわからないです」

　それについていこうと、朝道もペースを上げて、権田に食い下がる。

「そりゃあ、お前ら愛する生徒が恋で悩んでいるってなったら、教師としてそれを応援しない訳には……」

「噓うそだ！　だってゴンさん、普段、僕ら生徒に全く興味示してないじゃないですか!!」

　朝道の脳のう裏りには、日本史の授業中、居眠りしている生徒も真ま面じ目めに授業を受けている生徒もガン無視して教科書の文章を五十分間読み上げ続ける権田の姿がプレイバックする。

　立場は逆転し、今度は朝道が権田を問い詰める展開となった。

「あるよ。興味あるある。俺はお前ら可愛かわいい生徒の将来ばかりを考える熱血教師、三年Ｂ組権ごん八ぱち先生だ」

　視線を逸そらしたまま、顔の前で手を振る。全ての動作が噓くさく、薄っぺらい。

「あなたどこの担任も受け持ってないでしょ！　しかもなんです、権八先生？　腐った蜜み柑かんみたいな目の色して金きん八ぱち気取りですか!?」

「……いいですか皆さん？　『八』という字は、人と人はあまり深く関かかわると、裏切られたときのダメージが大きいから、ある程度の距離を置いて、それ以上は決して深く関かかわるなという──」

「ほら！　無理に感動的な深い授業しようとしても、中身がやっぱり腐ってるもん！　騙だまされませんよ！　ゴンさん、いや、権ごん田だ八はち兵べ衛え先生！　あなたは、生徒のために自分の人生を費やすような、そんな心優しい人間じゃない！」

　ビシッ！　と指を突きつける朝あさ道みち。

「結婚もしていない、彼女もいない、そんな独身中年のゴンさんが、いったいなんのつもりで恋れん愛あい警察なんてことやってるんですか？　ゴンさん、『Ｑピッツ』に入団した、本当の理由はいったいなんなんですか？　それを教えてくれるまで、僕はここを一歩も動きません！」

　どかっ、と朝道はその場に座り込み、腕を組む。

「……そんなに知りたいのか、サミー？」

　権田は、座り込む朝道をじっと見つめ、呟つぶやく。

「はい。僕の決意は、岩よりも固いですよ！」

　座り込んだまま、権田を見上げる朝道。二人の視線は交こう叉さし、長い沈ちん黙もくが生まれる。

「……」

「……」

　沈黙を守ったまま、権田は朝道に背を向け、そのまま歩きだした。

「……ちょっと待ってくださいよゴンさん！」

　立ち上がり、追いかけてくる朝道に目も向けず、権田はそのまま足を止めない。

「サミー、俺たちは今、なにをしている？」

　突然の質問。

「え？　そりゃあ、歩いているんでしょう？」

「なんのために？」

「それは……真さな田だ由ゆ希き子こさんについて捜査をするためです」

「つまり、今は捜査任務の途中という訳だ。いいか？　俺たちが今回担当するヤマは並大抵の覚悟じゃ解決できない。いや、どんな事件も生半可な気持ちで挑いどんでいたら、恋する若者たちを救うことなんか出来やしないんだ。そんな大事なときに、俺がここにいる理由とか、お前の恋心とか、そういったことを話している場合じゃないだろう。俺たちがこんな所で揉もめている間に、いったい何人の儚はかない恋心が放置されていると思ってるんだっ！」

　急に怒りだす権田。

「うわぁ！　い、言ってることがよくわからないですけど……な、なんかすいません……」

　勢いに飲まれて謝る朝道。

「わかればいいんだ。いや、わかってなくてもいいんだ。俺のこともお前のことも、今は全く関係ない。目の前の事件に、捜査に集中することが、お前の明日を切り開いていくんだ！」

「ゴンさん……ゴンさんっ！」

　ごまかされていることに気づかず、朝あさ道みちは権ごん田だのよくわからないプロ意識の高さに、不覚にも感動してしまった。さすが、ベテラン……と。

「行くぞ、サミー。俺たちの手で、必ずホシを挙げるんだ！」

　ダッ、とその場から駆かけだす権田。

「はい！　ゴンさん！」

　それについて、走りだす朝道。そのとき、




　──キーンコーンカーンコーン♪




　昼休み終了五分前を告げるチャイムが鳴った。

「……行くぞ、サミーッ！」

「えぇ、!?　ちょ、今チャイム鳴っちゃいましたよ！　僕、五時間目の準備しなきゃ──」

「授業は待ってくれても、恋れん愛あいは待っちゃくれないんだぞ！」

「授業も待ってくれませんよ！　あなた本当に教師なんですか？　あ、ちょ、ちょっとぉ！　あ、足はやっ!?　ま、待ってくださいゴンさぁん！」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「工く藤どう智とも美みだな？」

　五時間目が始まる直前、智美が教室で由ゆ希き子こと別れ、女子トイレに入ろうとするのと、背後から野太い中年の声をかけられたのはほぼ同時だった。

「……はい？」

　振り返った先に立っていたのは、冴さえない風ふう貌ぼうの中年教師と、その横で情けない顔をしている、知らない男子生徒だった。

「なんですか、権田先生。ていうか、もう授業始まっちゃうんで、早くトイレに行きたいんですけど……」

　ただでさえ尿意を催もよおしているというのに、そこに構わず声をかけられて、不ふ機き嫌げんな顔で智美は権田を見返した。

「そんなことはどうでもいい。話が聞きたい」

　権田はそんな智美の感情を無視して話を続ける。

「……はぁ？　どうでもいいって、それどういう意味ですか？」

「ちょっとゴンさん。こっちはわざわざ話を聞かせてもらう立場なわけなんですから……」

　見かねた朝道が、二人の間に割って入るように言葉を挟はさむ。

「っていうか、あんた誰？」

　権ごん田だを睨にらみつけていた視線が、朝あさ道みちにスライドする。

「ひっ！　あ、あの、僕は陽ひ方がたって言います。同じ一年で五組の生徒です。その、トイレの後で結構なので、ちょっと僕らの話に付き合ってくれませんか？」

「……はぁ？」

　腰が引けたまま自己紹介をする朝道を、値ね踏ぶみするように上から下まで睨ねめつける智とも美み。

「なんであたしがあんたらに付き合う必要があるわけ？　それって義務？　絶対？　法律とか校則とかにでもなってる訳？」

「え？　えっと、いや、そういうわけじゃあ……」

「はぁ？　なに、聞こえない、全然声聞こえないんですけど？　なに、なんて？」

「あ、あのだからその……」

「はぁ？　聞こえないんですけどぉ？　ちゃんと腹から声出して話してくれない？　なに、あんた屁へ？　屁なの？」

「へ、屁っ!?　女の子が、屁って……」

「はぁ？　なにか文句ある？　女子が屁って言うのがそんなにおかしい？　奥ゆかしく喋しやべれって？　平安時代か！　生まれた時代をもうちょっと考えて喋ってくんない？」

「……すいません……」

　もう泣きそうだった。年頃の女子の口から飛びだす、下品な言葉遣いの嵐を前にして、朝道は本当に平安時代にタイムスリップしてしまいたい衝動に駆かられた。

「義務ならある」

　助け船を出したのは、こんな状況の中、全く顔色一つ変えていない権田だった。

「うぅ……ご、ゴンさん？」

「工く藤どう、お前は俺たちの質問に答える義務がある」

「……はぁ？　それどういう意味ですか？」

　訝いぶかしげに、権田を睨にらみつける智美。

「こいつを見れば、小便だって引っ込むさ……」

　権田は不敵な微笑ほほえみを浮かべたまま、くたびれた背広の内ポケットに手を入れた。

「これを見ても、その糞くそ生意気な態度を貫き通せるか、見物だな工藤……」

　権田がポケットから取りだしたそれを見て、智とも美みは思わず息を吞のむ。

「……そ、それはっ!?」

　朝道は別の意味で息を吞んだ。

「……ゴンさん。な、なんですかそれ？」

　震えながら、朝道はそれを指さす。

「ああ、お前にはまだ渡されていないが、これが俺たちの身分証明書、『ＱＰ手帳』だ。まあ警察手帳のＱピッツ版だと思えばいい。どうだ？　刑事みたいで格かつ好こういいだろ？」

「すっごくダサいです！」

　間髪入れずに答える。

　それは、かつて朝あさ道みちが公園で見た、権ごん田だが羽織っていたトレンチコートと全く同系色の、殺人的なまでにどピンク色をした一冊の手帳だった。

　どうやったらこんな色が出るのか、猛毒どピンク色の革に包まれた、『バッジケース』と呼ばれる表面には、真っ赤なクリスタルで作られた、目に痛いほど可愛かわいらしいハートが埋め込まれ、その周囲を取り囲むようにして、英語の金文字で「ＲＯＭＡＮＣＥ　ＰＯＬＩＣＥＱＰＩＴ，Ｓ」と刻まれていた。

　持っているだけで女子力が致死量まで跳はね上がりそうな、そのプリティーポップな手帳を、中年の四よ十そ路じ教師が誇らしげに掲げている姿は、目に痛いを超えて、瞬しゆん間かん失明レベルだった。

「え、それ僕も持たされるんですか？　嫌いやですよこんなの持つの！　懐ふところに忍ばせているだけで生きた心地がしま痛い!?」

「馬ば鹿か野郎っ!!」

　言い終えないうちに、朝道は権田に顔面を思いきり殴なぐりられ、錐きり揉もみ状に回転して廊下に叩たたきつけられた。

「パブァッ!?」
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　叩たたきつけられた瞬しゆん間かん、朝あさ道みちの口から、自分の人生で一度も聞いたことのない悲鳴が漏もれた。

「い、いきなりなにするんですか!?」

　頰ほほを押さえて涙目になりながら、朝道は権ごん田だに叫さけび返す。

「お前は、なにもわかってない！」

　権田は拳こぶしを突きだしたまま、朝道を一いつ喝かつする。

「サミー！　軍人はなぜ軍服を着る？　警察官はなぜ警察手帳を持ち歩き、弁護士はなぜ弁護士バッジを襟えり元もとにつけている？」

「えぇ？　そ、それは、ひと目でその人がその職業だってわかるようにじゃ……」

　思わず権田の質問に答えながら、朝道は頭のどこかで思っていた。「また、来る」と。

「そうだ。彼らはその特殊な商業柄、周囲の人間がひと目でそれとわかる証あかしを身に纏まとい仕事をしている。それは彼らの義務でもある。なら、俺たち『Ｑピッツ』の職務とはいったいなにか？　そう、恋の捜査とその支援だ！　それは周囲の人間の協力を得られなければ成り立たない、国家公務員に並び立つ重要な職業だ！　だから『Ｑピッツ』はこの手帳を携帯する！　それが『Ｑピッツ』で『Ｑピッツ』がそれなんだ！　その重要にして貴重な選ばれし者の証に対して、辱はずかしめとはなんだ！　その貴様の思い込みこそ、恥はじを知れ！」

　権田の怒ど濤とうの演説で、朝道の心がまた訳もなく揺ゆり動かされる。

「うぅ……どうして？　頭じゃ全然納なつ得とくできていないのに、心のどこかで納得してしまっている。僕のこの納得感はいったいなんですか!?」

　廊下に這はいつくばり、拳こぶしを叩きつけ、妙みような悔くやしさと、妙な屈くつ辱じよく感に顔をしかめながら、朝道は腑ふに落ちていないのに腑に落ちてしまっている、このマーブルな感情の正体を摑つかめずにいた。

「それでいい。それが、恋れん愛あい警察Ｑピッツだ。俺たちにとって、理屈なんて重要じゃない。心で恋を感じ取り、ハートで愛を届けること、それがわかったなら、お前は立派なＱピッツだ！」

「ゴンさん……。僕、まったく悲しくないのに今にも泣きそうです！」

「我が慢まんしろ。今は捜査中だ」

　にべもなく朝道の報告を突き放し、権田は可愛かわいらしい手帳を、顔を青くした智とも美みに突きつけて叫ぶ。

「さあ工く藤どう！　この『ＱＰ手帳』を見せられて、黙もく秘ひ権の行使は認めないぞ！　恋こい文ぶん字じ刑法第一条『恋文字学園に関係する者は、Ｑピッツの質問に対して正直に答えなければならない』。これに則のつとり、貴様に質問する！」

　血の気という血の気が全て顔から消えた智美の顔には、明らかに焦しよう燥そうと不安が満ち溢あふれていた。

「真さな田だ由ゆ希き子この好きな奴やつを、教えろ！」

　だが──

「……嫌いやよ」

「なんだと？」

　表情を固く凍らせたまま、智とも美みは権ごん田だの申し出を拒否する。

「嫌いや、絶対に嫌！　いくらＱピッツの命令だからと言われても、あたしは絶対に教えない！」　ヒステリックに叫さけぶ智美。

「なぜだ、工く藤どう。ここでお前が教えれば丸く収まる。それはお前もわかっているはずだろ？」

「わかっているわよ！　あたしがここで由ゆ希き子この好きな人を言えば、由希子の告白は、Ｑピッツがバックアップしてくれることも、あたしちゃんとわかってる！」

「では、どうしてだ」

「だって、だってあたしと由希子は親友だから！　高校に入ってからの大親友が、絶対誰にも言わないでって教えてくれた好きな人を、たとえ『Ｑピッツ』が相手でも、処分を受けても絶対に言わない！　言えるわけがないじゃない！」

「……工藤さん。なんて、友達思いなんだ……」

　親友のために、口を割ろうとしない智美に、朝あさ道みちは感動を覚える。

「……ふん。美しい友情ってやつか？」

　あざ笑うかのように、権田は智美に言う。

「だが、お前のせいで真さな田だに一生彼氏が出来なくても、お前は責任を取れるのか、工藤？」

「……はぁ？」

　権田の静かな声に、智美の表情が変わる。怒いかりに燃えたぎる表情で、権田を親の敵かたきを見るように睨にらみつける。

「なに、それ……そんなことを言っているんじゃない！　あたしは、由ゆ希き子この意思で告白して、その結果は由希子だけに与えられるものだと思っているの！　それなのに、あんたたちみたいなどこの誰とも知れない奴やつらに、由希子の大事な恋路に口を挟はさまれたくないだけよ！」

　今にも、権田に殴なぐりかかりそうな勢いに、朝道は焦あせりを憶えた。

「く、工藤さんちょっと落ち着いて……」

「屁へはちょっと黙だまってて！」

「屁じゃないよっ!?　なに？　もしかして、僕の声がゴンさんのお尻しりから出ていると思ってる？　だとしたら許せないっ！」

　智美の自分に対する余りの仕打ちに、思わず涙をこぼす朝道。

「工藤の言う通りだ、サミー。お前ちょっと黙ってろ」

「ゴンさんまで!?」

　頼りの先輩刑デ事カにまで、可哀かわい想そうな扱いをされる朝道。

「黙って見てろ、俺の、権田八はち兵べ衛えの仕事っぷりを。さあ、工藤。みんな大好き、権ごん八ぱち先生の授業の時間だ……」

　腐った蜜み柑かんのような権田の両目に、ドロドロと粘ねん着ちやく質な光が蠢うごめく。

「は、はぁ？　権ごん八ぱち先生？　意味わかんない！　なにを言われたって、あたしは由ゆ希き子この好きな人なんて知らないし、知ってても教えるつもりなんかない！」

　権ごん田だを真っ正面から睨にらみ返し、智とも美みは気丈に振る舞う。

「……ほう。どうしてだ？　俺たちはお前の友人を助けてやるって言っているんだぞ？　友だちのためを思えば、俺たちに教えるのが普通じゃないのか？」

「……それは」

　首にかけた縄なわをゆっくり締めつけていくように、権田は冷静に智美の大義名分を潰つぶしていく。

「俺たちに言ってくれさえすれば、真さな田だ由希子はその想い人に想いを伝えることが出来るんだぞ？　工く藤どう、お前は知っているか？　思春期の高校生男女が、異性に想いを寄せながら、その相手に告白する確率を。アンケートの結果、その確率はたったの一パーセント。告白すら出来ずに高校生活の恋が終わってしまう男女がほとんどだ」

「ゴンさん？　それ、どこで何人に聞いたアンケートですか？」

「人生に一度しか訪れない高校生活で、好きな人に告白出来ないまま卒業してしまった彼らの行く末は大体決まっている。受験は失敗、就職浪人、運よく決まっても景気が傾けば真っ先にリストラされ、髪は若わか禿はげ、ブクブク太り、夢も希望も恋人も出来ずに、最終的に行き着く先は実家暮らし職業不詳の犯罪者だ」

「だから、どこで何人に聞いた行く末ですか？」

「俺たちは、そんな人間を一人でもこの日本から減らすために、高校生活の中に隠された恋れん愛あい感情を暴あばき、告白の手助けをする責任と義務がある！　それが俺たち、恋愛警察Ｑピッツだ！」

　無茶苦茶だ。端で聞いていた朝あさ道みちの、素朴な感想だった。

　根拠のないアンケートに根拠のないその行く末。朝道はともかく、こんな説得を信用するような智美では絶対に──

「そんな……あ、あたしが間違っていたの……？　あたしは、ゆ、由希子のために……」

「あれ、工藤さん目が虚うつろだ!?　なんで？　あんな説明で凄すごく動どう揺ようしてる!!」

　しかし、智美の耳には朝道の声が届いていないのか、己の過ちに気づいてしまったかのように、顔を青くして、小刻みに膝ひざをガクガクと震わせる。

「黙だまってみていろと言っただろ、サミー。今は授業中だ」

「授業っ!?　これが？　こんな出任せと勢いだけの白熱授業が？　なんで普段まったく興味を湧かせない授業をしておいてこういうときだけ……っ！」

　そんなことを知らない智美は、気の強そうな細い眉まゆを八の字にしかめ、ショックに打ちひしがれている。

「うう……由希子。可哀かわい想そうに、あ、あたしのせいで……」

　智美の怒いかりは、急速に萎しぼみ、今にも泣きそうな表情で俯うつむいてしまっている。

　権田にとっては、智美を「オトす」のも時間の問題だった。

「工く藤どう、お前の気持ち、俺にはよくわかるぞ……」

　噓うそだ。こんな人の気持ちのわからない人間を見たことがない。と朝あさ道みちは内心呟つぶやく。

「だがな工藤。たとえ何度過ちを犯しても、人は何度だって変われるんだ。確かにお前は真さな田だの意志を尊重するあまり、間違った選択をした。だが、俺の白熱授業で、お前は変わった。そう俺は信じている……」

　今度は打って変わって、優しく柔にゆう和わな微笑ほほえみを顔に貼りつけながら、権ごん田だは智とも美みの傍そばにしゃがみ込む。

「ご、権田先生。あたし、あたし……っ！」

「大丈夫だ。誰もお前を責めたりしない。お前の親友を思うその真心は、誰にも恥はじる必要なんかない。確かに、俺たちＱピッツは、お前と真田由ゆ希き子この関係ほど深くはない。だが、だからこそお前の親友を助ける手伝いをしたいんだ。そのために、お前の協力が必要だ、工藤」

　落ち込む智美の肩に、権田の無骨な大きい手が優しく触れる。

「一いつ緒しよに、親友を救わせてくれ、工藤。俺たちには、お前の助けが必要だ！」

　権田の強い言葉に、智美の背中が雷に打たれたように大きく跳はね上がった。

「……権田先生」

　顔を上げ、涙目の瞳ひとみに強い意志を再び灯ともらせた智美は、権田をまっすぐに見つめ返す。

「……よろしくお願いします。あたしの大事な友だちを、由希子を助けてあげて！」

　智美の必死な懇こん願がんに、権田はただ、親指を突き立てた。

「……任せとけ。それがＱピッツの使命だ。そこに、愛がある限り！」

　その横で、呆ぼう然ぜんと見守っていた朝道は、小さく呟つぶやいた。

「ゴンさん、なんですかこの茶番？」
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「……離してくださいっ！　もう、授業始まってるんですってばぁ！」

「そんなことはどうでもいい。お前に見せておかなきゃならんものがある。ついてこい」

「ガッチリ襟えり首くび摑つかんでおいて、ついてこいじゃないですよっ！」

　工く藤どう智とも美みの事情聴取が終わってすぐ、朝あさ道みちはそのまま授業に出ようとしたところを、権ごん田だに無理矢理引きずられながら、校舎の外へ連れだされていた。

「だいたい、もう事情聴取は終わっているんですよね？　僕、五時間目の古典は、柴しば田た先生なんです！　授業を無断欠席した生徒を職員室に呼びだして、正座させたまま百人一首暗記させる、あの柴田先生ですよっ！　僕、上の句も下の句も憶えたくないです！」

　朝道の必死の訴えも、権田の引きずる腕を緩めることが出来ない。

　その脳のう裏りでは、美人だが、それ以上に授業が厳しくて有名な柴田女史のつり上がった眼まな差ざしに睨にらまれて「むらさめのぉ～っ！」と泣きながら暗唱する自分を想像していた。

「心配しなくても、この五時間目、お前のクラスは自習だ、サミー」

　朝道を引きずったまま、権田は言った。

　その言葉を聞き、キョトンと引きずる権田を見上げる朝道。

「え？　どうしてです？」

「説明は後だ。……着いたぞ」

　そう言って、権田は朝道の襟首から手を離す。

「ここは……？」

　朝道が連れてこられたのは、西棟の突き当たりにある、外窓の前。その中は、ただの空き教室だったはずだ。

「静かにしろ。今からここで、作戦が発動する。お前もこれからは作戦に参加することになるだろう。一度見ておけ」

「はぁ……作戦？」

　権田の言葉を聞きながら、朝道は閉めきった窓にかけられたカーテンとカーテンの細い隙すき間まから、空き教室の中を覗のぞき込む。

　教室の中は、黒板の後ろの方に机と椅い子すが無造作に積み上げられているだけで、なんの変哲もない。

　しかし、そんな教室の中を動く人影があった。

「……ん？　あれは、永なが井い君っ!?　今は授業中なのに、どうしてこんな所に？」

「シッ！　大きな声を出すなサミー……」

　驚く朝道の横で、権田が注意する。

　教室の真ん中、落ち着きなくそわそわと佇たたずんでいるのは、朝道のクラスメイトで、学級委員でもある永井学まなぶだった。

　今どき珍しい、ビシッと七三に分けた前髪に、黒縁眼鏡めがねをかけた永井は、普段は真ま面じ目めで頼れる学級委員として、朝あさ道みちたちクラスメイトを取り仕切っていた。しかし今の彼は、普段の冷静沈着さとは打って変わり、落ち着きなく眼鏡めがねに手を触れ、せわしなくスチャスチャ上下させていた。

「あんな高速で眼鏡をスチャらす永なが井い君、僕見たことないです。あんなとこで、いったいなにしてるんだろう……？」

「作戦だと言っただろう。今回、奴やつは想い人に告白をする。その下準備は、既に一週間以上前から進められていた。今日がその執行日だ」

「作戦って、告白のことだったんですか!?　しかも、あのミスター堅物、永井君に好きな人がいたなんて、僕、全然知りませんでした……」

　権ごん田だが小声で説明する内容に、驚きよう愕がくする朝道。クラスメイトがエッチな本を持ってきたら、即刻担任に密告する彼を知っているからこそ、朝道の衝撃は大きかった。

「だからこそのＱピッツだ。知られざる恋路を暴あばき、解決に導く。奴も最初は必死で抵抗していたが、俺の手にかかれば、造作もないことだった……」

「……そうでしょうね」

　さっき権田が披ひ露ろうした、意味不明で巧みな話術を間近で見た朝道は、もう特に驚かない。

「……お？　どうやら、ターゲットが来たようだな」

　朝道と並び、カーテンの隙すき間まから中を覗いていた権田が、ボソッと呟つぶやいた。

　同時に、空き教室のドアがガラガラッ、と開き、誰かが姿を現した。

「……っ!?」

　その姿を見て、朝道は思わず大声を出すところだった。すんでのところで口元を押さえ、朝道は両手の隙間から、振り絞しぼるような声を漏もらす。

「ど、どうして、柴しば田た先生が……っ!?」

　開かれたドアの前に立っていたのは、朝道が怖れていた古典教師、柴田真ま理り子こその人だった。

　今年で二十五歳になる、教師生活まっ盛りの柴田女史は、全身をシックな黒いタイトスーツで覆い、長い黒髪をひっつめにしていた。その口元についた、妖よう艶えんなほくろとは裏腹に、厳格な雰ふん囲い気きを醸かもしだす細い銀縁眼鏡を光らせた柴田女史は、厳しい表情を浮かべながら、空き教室の中にいた永井に視線を走らせる。

『授業中だというのに、私を呼びだしたのは、あなたなの、永井くん？』

　窓ガラス越しに、くぐもった柴田女史の声が、朝道の耳に届く。

『は、はいっ。自分ですっ』

　落ち着きなく、目視できない速度で眼鏡を上下させながら、それに答える永井。

『学級委員を務める真ま面じ目めな君が、こんな真ま似ねをするなんてどういうつもり？　非常識だと思わなかったの？』

　口調に怒いかりを滲にじませながら、柴田女史が詰問する。

『そ、それはもちろんです。自分でも、こんな時間にこんな場所に先生をお呼びだてするなんて、あってはならないとこだと自覚しています。ですが、自分はどうしても、柴しば田た先生に伝えたいことがあったんですっ！』

　緊張に震えた声で、永なが井いが話しているのを聞き、朝あさ道みちは息を吞のむ。

「……ゴンさん。まさか、永井君が告白しようとしている相手って……」

　半信半疑のまま、朝道は柴田女史を指さした。

「その通り。奴やつ、永井学まなぶが恋心を抱いだくその相手は、我が恋こい文ぶん字じ学園の古典教師、柴田真ま理り子こで間違いない。奴め、とんだ大物相手に恋したもんだぜ……」

「──っ!?」

　権ごん田だの説明を聞き、朝道は驚きすぎて声も出せない。口だけが、「マジですかっ？」とパクパク動いていた。

『……伝えたかったこと？　いったいなんなの、永井くん？』

　柴田女史は、永井の真剣な態度に、一旦怒いかりを抑えて質問する。

『……はいっ！』

　眼鏡めがねから手を放し、直立不動の姿勢を取る永井。

　一いつ瞬しゆん、目を瞑つぶり、深呼吸をしてから、永井は普段の冷静さと打って変わった荒々しい大声で、ひと息に叫さけんだ。

『柴田先生っ！　じ、自分はぁ！　ずっと前から柴田先生のことが、す、好きですっ！』

『……は？』

　たどたどしい、未成年の予想外な主張に、柴田女史は不意を突かれ、言葉を失った。

『初めて、先生の授業を受けてから、自分は先生に夢中でしたぁ！　厳しいながらも、熱心な授業、源氏物語をつらつらと解説する美しい声、クールな眼鏡の奥に輝く、教育に燃える熱い心。そして……』

　たがが外れたように、柴田女史への想いを羅ら列れつする永井。それを柴田女史は呆ほうけた様子で聞き続けていた。

『そしてなによりも、自分の心を摑つかんで離さないのは、先生の罰則ですっ！　授業態度が悪い生徒に対して、容よう赦しやない罰を与える先生を見て以来、自分はおかしな妄もう想そうに取り憑つかれてしまいましたぁ！　自分も、普段の真ま面じ目めぶった学級委員の殻を破り、わざと先生の宿題を忘れたり、授業を不真面目に受けてみたいっ！　そして、先生の目の前で正座させられながら、百人一首を永遠に暗唱し続けたいという妄想です！　先生のせいで、自分は変態になってしまいましたぁ！』

　告白の熱気に当てられて、言わなくてもいいことまで口走ってしまう永井。朝道が今まで見たこともないほど永井の目は真剣で、息もハアハアと荒かった。

『なので、柴田先生！　責任取って、自分と、清くないお付き合いをしてくださぁいっ！』

　最後の最後に、意味不明な締めの言葉を叫さけんだ後、永なが井いはビシィッ、と直角に頭を下げた。

「……永井君、あれ羨うらやましかったんだ……」

「性癖は人それぞれだ。お前らにとっては罰でも、奴やつにとっちゃあ最高のご褒ほう美びだったんだろうさ」

　思わずドン引く朝あさ道みちと、うんうん頷うなずく権ごん田だ。

『……それ、本気なの、永井君？』

　絞しぼりだすような掠かすれ声で、柴しば田た女史は、頭を下げたままの永井に聞く。

『はいっ！　自分は先生を、柴田先生を、一人の女性として愛していますっ！　なので、どうか、どうか自分にも、愛の指導をっ！　大人の百人一首を、お願いしまぁすっ！』

　直角の姿勢のまま、床に向かって叫ぶ永井。その声には、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよもなかった。

『そう、本気なのね……』

　永井の刈り上げられた後頭部を見つめながら、柴田女史はそれだけを呟つぶやいた。

「「……（ゴクッ）」」

　固かた唾ずを吞のんで見守る、朝道と権田。

　そして──

『……ごめんなさい』

　当たり前の返答が、永井の後頭部に突き刺さった。

『そんなお願いをされても、教師として、生徒と特別な関係になったり、それこそ特別な指導をするわけにはいかないわ。というより、君は根本的に、告白の仕方を考えるべきね』

　頭こうべを垂れたままの永井を残し、柴田女史はドアに向かって歩きだした。

『……今回の件に関して、君の処分はしないでおきます。授業も今日は出なくていいから、少しここで頭を冷やしていなさい』

　それだけを言い残し、柴田女史はドアを閉め、空き教室から姿を消した。

　残されたのは、九十度に折れ曲がったままの、学級委員と、窓の外の二人だけだった。

『……』「……」「……」

　全員、誰も口を開かない。

　やがて、直角のまま、崩れ落ちるようにして、永井学まなぶは、空き教室の床に蹲うずくまり、振り絞しぼるような声で呟く。

『……せめて、罰を、罰をください……っ！』

　その言葉を最後に、永井学は、声にならない叫び声を上げながら、静かに啜すすり泣き始めた。

「……うぅっ」

「……なんでお前も泣く、サミー？」

　窓につかまった姿勢のまま、涙をこぼす朝道に、権田が聞く。

「……だって、だって可哀かわい想そうじゃないですか！　言い方はどうであれ、あんな真剣に告白した永なが井い君が、あの真ま面じ目め堅物の永井君が、あそこまで自分の性癖をさらけだして告白して、フラれたんですよ!?　経験者として、見ていて辛つらくて……」

「……確かに、失しつ恋れんするのは辛いだろうさ」

　権ごん田だは、そんな朝あさ道みちと永井の涙を流す姿を見つめながら、そっと呟つぶやく。

「だが、恋をするっていうのは、そういうことだ。なにかを得るためには、自分が傷つく覚悟が必要だ。奴やつ自身、わかっていたはずだ。教師に恋をしたところで、それが叶かなうわけないってことぐらいな……」

　だが、と権田は前置きして、朝道の肩を叩たたく。

「それでも、人は告白しなくちゃならない。溺おぼれるのが怖くて川を渡れないか？　だが、恋れん愛あいという名の花はな、向こう岸にしか咲いちゃいないんだよ。そいつが欲しいなら、お前たちは何度だって川に飛び込む勇気と覚悟を持て。それが、恋をするってことだ」

「……ゴンさん。ゴンさんの言葉、深いようで、結構浅いです。でも、なぜかしみます……」

　権田の言葉に、ちょっぴり感動してしまう朝道。

「そして、恋をする生徒が、何度でも立ち上がるために、俺たちはいるんだ。さあ、そろそろ、奴らがやってくるぞ……」

　権田はそう言うと、再び窓の中を覗のぞき込んだ。

「……奴ら？　奴らって、誰です？」

　権田につられるようにして、朝道も教室に目を向ける。

　その瞬しゆん間かん、蹲る永井がいる空き教室に、突然盛大な歓声が鳴り響いた。

『っ!?』

　突然の出来事に驚き、顔を上げる永井。

「えぇ？」

　朝道も、その急展開に驚嘆の声をもらす。

　歓声に包まれた空き教室。そのドアが、前後同時にガラガラッ、と開かれた。

『ＹイＥエＡーＨＡＡＡＡＡＡＡＡーーーーーーーーーーッ！』

　黄色い声を上げながら教室に雪崩なだれれ込んだのは、ピンク色のチアリーディング服に身を包み、両手に同じくピンクのポンポンを持った二十名ほどの女子生徒だった。

『「うわぁっ!?』」

　その光景を見て、永井が腰を抜かす。

　外では、朝道も同じように腰を抜かしていた。

『レッツゴーＱピッツッ！　ゴーゴーＱピッツッ！』

　口々にそう叫さけびながら、永井を取り囲む女子生徒たち。

　ポンポンがシャラシャラと、永井の眼鏡めがねをくすぐっている。

「恋に破れた男の心を、再び奮ふるい立たせてくれるのは、やはり新しい恋だ。それを応援する、恋の応援プロフェッショナル集団。それが、Ｑピッツ所属応援団『ＱＰハニーズ』だ」

　権ごん田だはそう言い、ニヤリと微笑ほほえんだ。

「よく見ておけ、サミー。彼女たちこそ、俺たちＱピッツにとって、なくてはならない最高のチームだっ！」

「……おぉ～……」

　権田に言われるまでもなく、朝あさ道みちは、空き教室で動きまわるハニーズに夢中だった。

　教室の中で、永なが井いにポンポンを向けてシャラシャラ振る彼女たちは、どの子も可愛かわいらしい笑え顔がおを浮かべ、シュシュで縛しばった様々な髪を揺ゆらしている。

　ピチピチと身体からだのラインに沿ったユニフォームには、大きく『Ｑ♥Ｐ』のロゴが刻まれ、背中には小さく天使の羽がプリントされ、まるで天使の化身のようだ。

　剝むきだしの二の腕と陶器のように滑なめらかな腋わきの下を見せつけ、スカートが揺れれば、眩まぶしい太ももを露あらわにした。

　そんなことは関係ないとばかりに、少女たちはニコニコと微笑みながら、永井の周りをくるくる周り、キャーキャーとはしゃいでいた。

「……ん？」

　その天使の集団の中に、朝道は見覚えのある姿を発見した。

　癖のあるふわふわの金髪をポニーテールに纏まとめ、ピチピチのユニフォームの下で揺れているのは、誰よりも振れ幅の凄すごい、大きな大きな特大果肉パパイヤ。

「……す、鈴すず木き先輩っ!?」

　キラキラと、太陽のように輝いた笑顔を浮かべていたのは、Ｑピッツにおいて最大級の危険人物。その被害を最小限に抑えるために『パパイヤ』の称号を与えられた、天然系巨乳聖女サークルクラツシヤー、チェルシー鈴木その人だった。

「ああ。パパイヤ刑デ事カには、ハニーズのリーダーをやってもらっている。あの美び貌ぼうは、正に応援向きだからな。彼女が入ってくれたお陰で、これまで百人以上の失しつ恋れんボーイズの心を癒いややすことに成功した。まあ、毒も使い方次第ってことだ」

「ファッション先輩が言ってた、作戦前のミーティングって、このことだったんですか……」

　説明されながら、昼休みに島しま村むらが言っていた言葉の意味がようやく理解できた朝道。

「……あれ？　なんか、一人だけ衣装が違う？」

　朝道の指摘通り、チェルシーのユニフォームは、他のハニーズよりもスカート丈が短く、むっちりとした太ももはギリギリまで露ろ出しゆつされ、少し飛び跳はねただけで、今にもその中身が見えそうだった。

　その上、なぜか一人だけ胸の♥が切り取られており、そこから、真っ白な谷間が柔らかそうに、ぷるぷるとはみだしている。

　チェルシー一人だけが、その場で群を抜いていた。

「どうしてあの人だけ、あんなエロ際どいんですか!?」

「リーダーだからな」

「答えになってませんよゴンさん！」

　権ごん田だに叫さけびながらも、朝あさ道みちの視線は、もう跳はね回るチェルシーだけに集中していた。

　しかし、昼休みのぽわぽわとした雰ふん囲い気きとはまるで違い、ユニフォームを纏まとったチェルシーの動きはテキパキとしていて無む駄だがなく、見えそうで見えないギリギリのラインを、決して踏ふみ外すことはなかった。

「ちくしょうっ！　見えそうで、見えない！」

『……？』

　そのときチェルシーは、カーテンの隙すき間ま越しに覗のぞき込む朝道に気づいた。

「あっ」

　朝道はとっさに視線を逸そらすことが出来ず、思わずチェルシーと目が合ってしまう。

『……♪』

　だが、チェルシーは、まるでいたずらを思いついた子どものように微笑ほほえむと、朝道に向けて小さくウインクをしてみせた。

「っ!?」

　その可愛かわいらしいいたずらに、朝道は小さくときめいてしまう。
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　チェルシーはそのまま動きを止めると、首にかけていたホイッスルを鋭するどく吹き鳴らした。

『ヘイッ、カモンハニーズッ！　レッツショータイムだよーっ！』

『ＹイＥエＡーＨＡＡＡＡＡＡＡＡーーーーーーーーーーッ!!』

　チェルシーの号令に、二十人のハニーズは一斉に返事を返すと、呆ほうけたままの永なが井いが座り込む目の前に整列した。

『え、え？』

『みんな、行くよーっ！　ミュージックー、スタートォーッ！』

　チェルシーの合図とともに、あらかじめハニーズの誰かが置いていたミニコンポから、ハイテンションな音楽がガンガンと鳴り始めた。

　一斉に踊り始めるハニーズ。

　ポンポンがウェーブを作り、腰の動きに合わせて波打ち始める。

　側転で回るハニーズの奥で、三人組の足場がいくつも組まれ、その上で、片足を高々と上げた少女の塔がせり上がる。

　タワーの上に立ち上がった、チェルシーの胸元が大きく跳はねる。

『「おぉおおおっ！』」

　そのまま、大きく両足を開いてタワーから飛び降りた後も、ハニーズは、側転、バック転、宙返りなど、完成度の高いパフォーマンスを披ひ露ろうし続け、更に踊りに合わせて、歌を口ずさみ始めた。

『ヘイヘイきゅぴきゅぴ♪　オーライきゅぴきゅぴ♪』

「なんですかこの曲っ！　意味はわかんないけど、中毒性だけは凄すごそうだっ！」

「ああ。俺が作った」

「ゴンさんが？　……え、ゴンさんがっ!?」

　さらっと語られた権ごん田だの言葉に、朝あさ道みちは目を丸くして権田を二度見した。

「ああ。タイトルは、『恋せよ♥漢おとこ』。恋に破れた男の気持ちになりきって作り上げた、最高の応援ソングだ」

「そのタイトルセンスで、よく僕の曲をディスれましたねっ！」

　そんな朝道に構わず、ハイテンションでポップなメロディーに乗った意味不明な歌詞が紡つむぐ、恋する男の応援歌が始まった。
















　恋せよ♥漢おとこ　　　　　　　作詞　作曲　権田八はち兵べ衛え




　ヘイヘイ　オーライ　きゅぴきゅぴＱピッツッ！

（この頃流は行やりの　きゅぴきゅぴＱピッツッ！）

　アイラブ　ユーラブ　きゅぴきゅぴＱピッツッ！

（流行りが過ぎても　きゅぴきゅぴＱピッツッ！）




　一度フラれたくらいじゃ　ノンノン♥　揺ゆれて　揺られて　ブルブル　テリブル♥

　いつか出会える　あの子を想って　シミュレーション♥

（ヘイッ！　シミュレーションッ！）




　元気出すんだ　明日があるさ♥　好いて　好かれて　パラパラ　パラダイス♥

　次の大好き　見つけて全力　イノベーション♥

（ヘイッ！　イノベーションッ！）

　そうさ輝け　お星様　君の失しつ恋れん流れ星

　砕くだけ（散って♥）燃えて（爆はぜろ♥）

　星の数だけ（どんどん）　恋せよ漢おとこっ！

（ＹＥＳッ！　レッツきゅぴきゅぴゴーマイウェイッ！）




　ロンリーボーイ　見つけてほしいの　まだ見えぬ星を　私、君だけを　見てる♥

（大好きっ！）

　ロンリーガール　宇宙のどこかで　ずっと待ってるわ　君に会える　その日まで♥

（早くっ！）




　ミッドナイトにパーリナイト　それが　きゅぴきゅぴＱピッツ♥




　ヘイヘイ　オーライ　きゅぴきゅぴＱピッツッ！

（この頃流行りの　きゅぴきゅぴＱピッツッ！）

　アイラブ　ユーラブ　きゅぴきゅぴＱピッツッ！

（流行りが過ぎても　きゅぴきゅぴＱピッツッ！）
















『ＹＥＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡッ！』

　どうかしている歌詞で彩いろどられた音楽が終わり、それとほぼ同時に、ハニーズは永なが井いに向けて、ポンポンでハートを描えがき、隠し持っていたクラッカーを次々と鳴り響かせた。

　歌の最中も、ハニーズのパフォーマンスはとどまるところを知らず、メロディーに合わせて永井の前で何度も飛び跳はねたり、色々と揺ゆらしたり、空き教室の中に熱気と興奮の最高ボルテージを叩たたきだしていた。

『グッジョブハニーズッ！　じゃあ、撤収だよぉーっ！』

　そんな夢の時間の終わりを告げるように、チェルシーはホイッスルを吹き鳴らした。

『ＹＥＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡッ！』

　全身に汗を光らせたハニーズは、最後に可愛かわいらしく投げキッスを永井に向けて順番に放つと、チェルシーを筆頭に、そのまま教室を出て行く。

『……』

　あとに残されたのは、クラッカーの紙吹雪ふぶきと紙テープに覆われた、永井一人だけ。

『……あれ？　なんだ、この、気持は……っ！』

　胸を手で押さえ、高鳴る動どう悸きに戸惑う永井。

『すごく……勇気が、湧いてくるっ！　う、うぉおおおおおおおおおおおっ!!』

　勢いよく拳こぶしを突き上げ、永井は雄お叫たけびを上げた。

　その顔には、さっきまでの悲痛な表情とは異なり、満ち足りた笑え顔がおが浮かんでいた。

「……どうだ、ＱＰハニーズの力は？」

　その様子を眺ながめながら、権ごん田だは朝あさ道みちに質問する。

「……ゴンさん」

　朝道は、声を震わせながら、

「……どうして、僕がフラれたときには『ＱＰハニーズ』が来てくれなかったんですか!?　永井君だけずるい！　あんな近くで踊ってもらえて！　ぜったいパンツ見えてましたよ！　僕だって……僕だって、フラれているのにぃいいいいいっ!!」

　朝道の心からの叫さけびは、五時間目真っ只ただ中なかの校舎に向かい、盛大に響きわたった。







[image: 第四章]







「今こん野の英ひで一かず。クラスは真さな田だ由ゆ希き子こと別の一年二組。部活はバスケットボール部──」

　放課後を迎えて、すぐのこと。

『一年三組隠れマドンナ純愛事件捜査本部』が設置された、捜査会議室に集められた、大勢の恋れん愛あい刑デ事カメンバーに、権ごん田だ八はち兵べ衛えが捜査報告を上げていた。

　恋愛刑デ事カたちは、それぞれ長机に着席し、メモを取りながら権田の報告に耳を傾けている。

「……（すー、すー）」

　一番後ろの長机に、只ただ一人着席しているチェルシーは、さきほどの作戦で疲れが出たのか、巨大に突きでた自身の胸を机に載せながら、こっくり、こっくりとうたた寝しかけていた。

　ホワイトボードには、由希子と智とも美みの写真の真横に、ユニフォーム姿の、短髪頭に爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべるバスケットマンの写真が、『前歯』刑デ事カこと前まえ田だによってバシッと貼りつけられた。

「ポジションは一年にしてレギュラーのセンター。長身を活かしたディフェンスは、他校の間でもかなり定評があるそうだ。真田由希子の所属するバレーボール部の練習は、その隣のコートで行われている」

「「「「「えぇ～？」」」」」

　権田の報告に、一斉にざわつくメンバー。

「こいつ知ってるぜ。背が高くて爽やかで格かつ好こういいって、女子が噂うわさしてたの聞いたことある」

「一年にしてレギュラー？　おまけに長身で爽やか？　死ねばいいのに！」

「バスケ部なんて全員ピポットのやり過ぎで脳味み噌そ磨すり減ってるくせによ！」

「ていうかピポットってなんだ？」

　バンバンバンッ！

「「「「「…………」」」」」

　長机に両手を叩たたきつけ、香か澄すみ歌か織おりがメンバーを黙だまらせた。

「……続けてください」

　冷徹な視線を権田に向け、静かにそう告げる歌織。

「……あー、工く藤どうからの情報によると、二人が出会ったきっかけはゴールデンウィーク。バレー部とバスケ部の新入生合同練習の際に知り合ったらしい。真田が、大量のバレーネットを一人で運んでいたところを、たまたま通りがかった今野に手伝ってもらったらしい。その日から真田の様子がおかしくなったと、工藤は証言している。練習中によく隣のコートの今野を目で追っていたり、工藤と話している最中にボーッとしたりとかだが、その件に関してはまだ憶測に過ぎないところがあるが、可能性は高い」

「「「「「ええ～？」」」」」

　またも騒さわぎだす男集。

「なんだよそのたまたま！　内気な女の子が一人でネット運んでるとこにたまたま？　そんなたまたま、たまたまじゃねえ！」

「陰いん謀ぼうだ！　事件の臭いがプンプンする！」

「いや、だからこれ捜査してんじゃないの？」

「あーあ。俺の目の前にもたまたま困ってる女子現れないかな～」

「今こん野のの野郎……死ねばいいのに！」

「こうしちゃいられねえ！　今すぐパトロールだ！　困った女子を助けに行かなきゃ！　女子が、いや、トキメキが俺を待っている！」

　バンバンバンバンッ！

「「「「「…………」」」」」

　陽ひ方がた朝あさ道みちは、捜査報告をする権ごん田だを横目に見ながらも、意識は別の所に集中していた。

　無む駄だ口を叩たたいては黙だまらせられる恋れん愛あい刑デ事カたちの奥、時折机を叩く以外は、黙って腕を組み鎮ちん座ざする、『Ｑピッツ』ボス、香か澄すみ歌か織おり。

　その長机に置かれたパチもんマスコット、「Ｑピッポ君」の天使のような笑え顔がおとは対照的に、能面のように無表情のまま、権田が上げる捜査報告を聞いている。

　彼女の一挙一動を、朝道はじっと見つめていた。

　心の中のわだかまりは解消される訳もなく、未だに朝道の中でドロドロと渦うず巻まいている。

　香澄先輩。と、朝道は口の中だけで呟つぶやく。

　今もまだ、朝道は歌織を諦あきらめられないでいた。頭ではフラれたとわかっていても、心がそれを認めようとはしない。

　その証拠に、今でも歌織の姿を目にするだけで、朝道の胸は痛いほどに締めつけられる。

　歌織の声を聞くだけで、胸が高鳴る。

　歌織が息をするだけで、息が苦しくなる。

　歌織の一挙一足一動作が、朝道の精神を甘く狂わせる。朝道の中で、この恋はまだ終わりを告げていないのだ。

「うぬぅ……」

　歌織のことを考えるだけで、今も朝道は容易たやすく涙を流すことができる。

　両目からこぼれた二筋の涙が、朝道の手元に流れ落ちる。

　そんな朝道を最初は注意していた権田も、しまいにはもう面倒くさくなって放置したまま、今も工く藤どう智とも美みから聞いた情報を報告し続けていた。

「──という訳だ。真さな田だ由ゆ希き子この好きな相手は、今こん野の英ひで一かず。この線が限りなく黒に近いと思われる。以上で、捜査報告を終わる」

　権田が着席すると同時に、今度は隣の机に座っていた男子生徒が手を挙げた。

「すいません。こっちも、ちょっと不穏な情報を摑つかんだので、報告させてください」

　真っ赤なマフラーを首に巻き、珍ちん妙みようながらも、またそれがやけに似合った伊だ達て男、島しま村むらだった。

「……なんですか、ファッション刑デ事カ？」

　歌か織おりが島しま村むらに視線を向け、報告するよう促うながす。

　はい、と言いながら、島村はその場に立ち上がり、手にしたメモ帳に目を走らせる。

「たまたま、うちのクラスの会話が耳に入ったんですが……」

　勿もつ体たいぶるように前置きをして、島村は一いつ瞬しゆん、言い淀よどんだ。

「……？　どうしたの？　早く言いなさい」

　島村の不審な態度に、歌織が先を促した。

「……はい」

　島村の顔に緊張が走り、メモ帳を見ながらゆっくりと口を動かした。

「その今こん野のなんですが、どうやら、他に女の影が見えるようです……」

「「「「「な、なんだそりゃー!?」」」」」

　島村の報告に、会議室が男たちの歪ゆがんだざわめきに包まれる。

「マジかよ今野の奴やつめ、もう一人いやがったのか!?　ラブコメ気取りかよっ！」

「何パーセントだ？　えぇ？　今野のいちごはいったい何パーセントだって!?　映画でも撮ってろ！　糞くそつまんねえバスケ映画をな！」

「ちくしょう……あの真さな田だ由ゆ希き子こに加えてもう一人だとぉ？　羨うらやま死ねばいいのに！」

　刑デ事カたちの、嫉しつ妬とに狂ったネバネバした感情の渦うずが、室内にムンムンとした熱気を生む。

「相手は……女子マネージャー」

　次から次へと会議室に、投下される島村の情報が、男たちの導火線に火を点けた。

「「「「「……うぉおおおおっ!?」」」」」

「名前は！」

　刑デ事カの一人が興奮を隠せない様子で鼻息荒く島村に問う。

「子し門もん舞まい、二年のバスケ部員です。本人は運動は苦手だから女子マネージャーとして入部したそうです……」

「性格は！」

　他の刑デ事カが押しのけるように、狂気をギラギラとたぎらせながら聞く。

「明るく気さくな性格で、男女分け隔へだてないさっぱりした性格だそうです。一年生でレギュラーを手にした今野のために、最近では、ほぼつきっきりで、特別練習メニューの世話をしているようです」

「写真は!?」

　たまらねぇ、と涎よだれを袖で拭ぬぐいながら、乗りだすように別の刑デ事カが質問した。

「ここに」

　怒ど濤とうの質問に、次々とスマートに答えながら、島村はポケットから一枚の写真を取りだし、バシッとホワイトボードに貼りつけた。

　そこに映っていたのは、タオルで汗を拭ふきながらベンチに座る今こん野のと、すぐ横でメニュー表を見せて微笑ほほえむ、茶髪のポニーテールがよく似合う女子マネージャーの姿だった。

「「「「「……か、可愛かわいいっ!!」」」」」

　彼女もいない恋れん愛あい刑デ事カたちには、写真の二人の密着感が狂おしいほどに匂ってきた。

「おいおいメチャクチャ可愛いよ！　なにこの子？　超可愛い！」

「むしろエロい！　可愛さ余ってエロさ百倍だ！　エロエロ可愛い！」

「唇くちびるがもうプルプルじゃん！　唇が、キスしてくれって唇が言っているぜ！」

「俺、なんだか無性にバスケがしたいです！」

「指導を！　俺にも特別な、夜の練習メニューをぉ!!」

　騒さわぐ刑デ事カたちの中で、一人の刑デ事カがなにかに気づいたように、大声を上げた。

「……おい！　もしかして、この子し門もん舞まいって子。噓うそだろ、まさか……」

　震える指で、刑デ事カの一人が写真をさす。

　その刑デ事カに小さく頷うなずき、島しま村むらは会心の言葉を口にする。

「そうです。この子門舞、極秘で手に入れた今年の身体測定の……バストのトップとアンダーの測定結果……」

　どこから、そしてどうやって手に入れたのか知れないその情報に、刑デ事カたちは机から飛びださんばかりに身体からだを伸ばし、島村の言葉の先を待った。

「「「「「……」」」」」

　ゆっくりと、なぜか誇らしげに、島村は言った。

「Ｇカップです」




　水を打ったような、静寂──




「Ｇカップです！」

　二度言った。

「「「「「……きょ、巨乳マネーＧジヤーッ!!」」」」」

　ビッグウェーブが、一足早い夏を運んできた。

　そんなテンションで、常とこ夏なつで脳を焼かれた刑デ事カたちは、お祭り騒さわぎに歓喜し始めた。

　あちこちで意味不明なハイタッチが起き、口笛が鳴り響き、彼らはそのとき、日本の勝利に沸くなにかのサポーターのようだった。




　ドォンッ!!




「「「「「………………」」」」」

　次の瞬しゆん間かん、謎なぞの喜びに沸いた男たちを一いつ瞬しゆんで黙だまらせたのは、長机に叩たたきつけられた少女の拳こぶしと、その下で愛らしい顔を無残に殴なぐり潰つぶされ、変わり果てた『Ｑピッポ君』の姿だった。

「（ビクッ！）……えー？」

　拳の衝撃で、寝ね惚ぼけ眼まなこをゴシゴシ擦こすりながら、チェルシーが覚かく醒せいする。

「……揉もめない胸の話は楽しい？」

　声音は平静。しかし、その目が、抑えきれない怒いかりを雄弁に語っていた。

「「「「「…………すいません』」」」」」

　我に返った刑デ事カたちが、全員静かに着席したところで、歌か織おりは拳をＱピッポ君から離した。

　天使の笑え顔がおを浮かべた、Ｑピッポ君の座高は、半分に潰れたまま戻らなかった。

　その横で、青ざめた校長は、潰れたＱピッポ君を凝視したまま震えている。

「……それに、胸ならパパイヤ刑デ事カの方が大きかったはずです。そうよね、パパイヤ刑デ事カ？」

　突然、歌織は名指しでチェルシーを指名する。

「え……えぇーっ!?　な、なんでわたしに振るのーっ!?」

　静まり返った会議室、寝起きのチェルシーは、思わず席から立ち上がり叫さけぶ。

　恋れん愛あい刑デ事カたちが一斉に、立ち上がったチェルシーに視線を送る。

「どうなの、パパイヤ刑デ事カ？　あなたこの前、また胸が大きくなったと、他のハニーズに愚ぐ痴ちをこぼしていたそうじゃない？」

「誰から聞いたのボスーっ！　それ、他の人たちには内ない緒しよねって言ったのにーっ！」

　チェルシーの本気の抗議が、逆に歌織の言葉の真実味を物語っていた。

　刑デ事カたちの喉のどが、一斉に鳴る。

「マジかよ……あれが、まだ成長中、だと？」

「俺たちのパパイヤ様は、やっぱ底が知れねえぜ……」

「けどよ、子し門もんちゃんはＧだぜＧ。それ以上ってのは流石さすがにさー」

「いくらハーフのパパイヤ様とはいえ、女子高生でＧの壁を越えることなんてそうそう……」

　ぼそぼそと、男子だけが小声で会議を始めながら、好奇心と猜さい疑ぎ心の入り混じった眼まな差ざしで、チェルシーの胸元に視線を注ぐ。

「凄すごくイヤな視線を感じるよーっ!?　そ、そんな目で見ないでよぉーっ！」

　チェルシーは悲鳴混じりの声を上げ、視線の集中する自分の胸元を両手で覆い隠す。

「さあ、どうするの、パパイヤ刑デ事カ？　彼らの疑惑を晴らせるのは、もうあなただけよ？」

「晴らすってなにーっ!?　言いだしたのはボスだよーっ!?」

「居眠りしていた罰よ。早く言いなさい」

　問題に無関係な居眠りを盾に使い、歌織は無表情のまま、冷徹な視線をチェルシーに向ける。

「そ、それはぁー……」

　今にも泣きだしそうな顔になるチェルシー。居眠りしていた負い目も手伝い、観念したのか、チェルシーは羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしながら、小声でボソッと呟つぶやいた。

「……Ｉ、だよー」

「なんて言ったのパパイヤ刑デ事カ？　もっと大きな声で、みんなに聞こえるように言ってもらえるかしら？」

　容よう赦しやなく追求する歌か織おり。

「う……うぅーっ！」

　涙を目に浮かべ、チェルシーは胸元を押さえたまま、大きく息を吸い、叫さけんだ。

「あ、『Ｉ』カップだよぉーっ！　わたし、おっぱいＩカップーッ！」




　水を打ったような、静寂──




「「「「「……愛、愛、アァーイＩッ!!」」」」」

　メリークリスマス。パパイヤサンタさんの、早すぎる最高のプレゼント。

　そんなテンションで、凍傷で脳を焼かれた恋れん愛あい刑デ事カたちの心は、一つになった。

　右拳こぶしを突き上げ、意味不明なコールをくり返す彼らはそのとき、革命に沸くキューバ人のようだった。

「『Ｉ』だとぉ？　二段階も上かよ！　なんてイヤらしい！」

「それに比べて、子し門もんちゃんの胸がなんだ！　あんなの貧乳だ貧乳！」

「そうだそうだ！　『Ｇ』より『Ｉ』！　恋愛の、『Ｉ愛』！」

「俺たちを『Ｇカップ』ごときで惑わそうとは、なんて女だ子門舞まい！　許さねえっ！」

「ああ！　俺たちの手で、必ず真さな田ださんの恋路を守って見せようぜ！　俺たちの『Ｉ』にかけて、いや、Ｑピッツの名にかけてっ!!」

「「「「「愛Ｉ、愛Ｉ、サーッ！」」」」」

　目を血走らせ、涎よだれを垂らし、チェルシーの胸から視線を外すことなく士気を高める男子たちを、冷めた眼まな差ざしで見つめる歌織。

「お嫁に行けないよぉーっ！　生きていけないよぉーっ！」

　その後ろで、チェルシーが泣いている。

「……クズね」

　そう吐はき捨て、無表情で着席する歌織。そして、そんな大おお騒さわぎになにも気づかず、じっと歌織を見つめていた朝あさ道みちは、ため息交じりに呟く。

「……やっぱり可愛かわいいなぁ～、香か澄すみ先輩……」

「っ!?」

　横で権ごん田だが目を見開くが、朝道は気づかない。

「会議に話を戻します」

　恋れん愛あい警視総監、香か澄すみ歌か織おりの冷静な声に、捜査会議室が再び静まり返る。

「とにかく、お手柄ね、ファッション刑デ事カ。その情報がなければ、危あやうく判断を間違えるところでした」

「光栄です」

　風もないのにマフラーを優ゆう雅がにはためかせ、島しま村むらは頭を下げる。

　端はたから見たら、只ただの変な高校生なのに、整った顔と、優雅な振る舞いが、危ういバランスでデキる男に見せていた。

「では、明日にでも任意で、真さな田だ由ゆ希き子こから事情聴取をしたいと思いますが、異論はありませんか？」

『愛愛サーッ！』

　歌織の言葉に対し、刑事たちは大声で返答する。

「では、真田由希子への事情聴取は、権ごん田だ先生にお任せします」

「ああ……」

　歌織の言葉に、権田は無表情で返答する。

「本日の捜査会議は以上です。各自忘れ物のないよう、速すみやかに帰宅してください。では、解散」

　そう告げると、歌織は椅い子すから立ち上がった。

　同時に、刑デ事カたちも一斉に椅子から立ち上がる。

　ガヤガヤと騒さわぎだす刑デ事カたちは次々と会議室を後にし、本日の捜査会議は終了した。

「おい、サミー。終わったぞ。早く帰れ」

　ざわつく中、呆ほうけたままの朝あさ道みちを小突き、退出を促うながす権田。

「ちょっと待ってください、権田先生」

　同時に、長机を挟はさんだ向こう側から、声がかけられる。

　元の席に座り直した、香澄歌織だった。

「彼に、陽ひ方がた君に話があるので、権田先生は他の生徒と一いつ緒しよに外に出てもらえますか？」

「えっ!?」

　驚きの声を上げたのは、権田ではなく当の朝道。

「ぼ、ぼぼぼ僕にですか!?」

「ええ、君に。なので、校長も、出て行ってくれませんか？　彼と二人きりで話がしたいので」

「二人、きり……」

　歌織の言葉を、アホ丸出しで嚙かみしめる朝道。

「ああ。別に構わない」

　あっさりと了承する権田。

「え、儂わしも？」

　突然の申し出に若じやつ干かん戸惑い気味の校長。

「はい。聞こえませんでしたか？　出て行ってください」

「あ、うむ……」

　小声で、「儂わし、校長なんじゃがなぁ……」とぶつくさ言いながら、権ごん田だとともに、部屋から出て行く。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……」

「……」

　部屋の密度が急激に下がり、中にいるのは、美しすぎる生徒会長と、アホすぎる男子高校生の二人だけ。

　部屋の中に人影はなく、潰つぶれた顔の「Ｑピッポ君」が不気味な微笑ほほえみを浮かべ、朝あさ道みちの方へ視線を向けているだけだった。

　その奥に座っている女性は、天井を見ながら大きくため息をつくと、朝道のいる長机に目を向けた。

「……そんな所に座っていないで、もっと近くに来て、陽ひ方がた君」

「は、はい！」

　言われるまま、朝道は席から立ち上がり、歌か織おりの所まで異動する。

　歌織の前で気をつけの姿勢を取ると、

「……見上げていると首が苦しいわ。座って」

「え？　は、はい！」

　速攻でその場に正座する朝道。

「……見下ろしていると首が痛いわ。座って」

「え？　あ、あの、どこに……ですか？」

「ここに」

　ぽんぽん、と歌織は、さきほどまで校長が座っていた、隣のパイプ椅い子すを叩たたいた。

「えっ……えぇえええっ!?」

　朝道は、驚きとドキドキで、正座のまま宙に十センチ飛び上がった。

　心臓が、爆音フルスロットル。ブイブイバクバク鳴り響く。

　急速に渇いていく喉のどに、飲み込む唾つばが追いつかない。

　フラれてしまったが、今でも好きな女の子と二人きりの空間で、しかも隣に座るよう言われてしまっては、平常心を保ってなんていられない。

「陽方君、話が出来ないわ。早く座って」

　ぽんぽん、ぽんぽん──

　歌か織おりの椅い子すを叩たたく手のリズムが、若じやつ干かん速さを増す。

　リズミカルなその音を聞いているだけで、朝あさ道みちは催眠術にかかってしまったように錯覚する。

「か、香か澄すみ先輩……」

　ぽん、ぽん、ぽん、ぽん……チーンッ！




♥妄想♥




　そこは、消毒液の香りが薄く漂う保健室。

　時刻は三時間目の途中。気分の悪くなった朝道は一人、保健室に入る。養護教諭は不在で、勝手に空きベッドに横になろうとカーテンを開くと、香澄歌織がそこにいた。

「陽ひ方がた君？　どうしたの？」

「香澄先輩……僕、なんだか頭が痛くて……」

　朝道は、ドキドキしながらそれだけ返答する。

「頭が？　それは大変だわ」

　なぜかブレザーとスカートは脱ぎ捨てられ、歌織が纏まとっているのは、薄い白シャツ一枚。

　ベッドの上にペタンとお尻しりをつけ、健康的なすらりと伸びた両脚を開いた女の子座り。剝むきだしの歌織の生足は、ぼんやりとした蛍光灯の光を艶なまめかしく反射していた。ぴったりと肌に張りついたカッターシャツの上に、細く艶つやめく黒髪が垂らされている。

　いつもと変わらない無表情だが、その頰ほほは、淡あわく桃色に紅潮していた。

　顔には出ていないが、恥はずかしいのだろう、ベッドに置かれた枕を、若干強めにぽんぽん叩きながら、朝道を呼ぶ。

「陽方君。ほら、一いつ緒しよに寝ましょう？」

　一緒に、寝ましょう？　ましょう、しょう、ょう……。

「か、香澄先輩ぃいっ!!」

　朝道は突然雄お叫たけびを上げ、引き千切るように制服の上着とカッターシャツを脱ぎ始め、若々しい男子高校生の素肌を、三時間目の保健室にさらした。

「ち、中学の保健体育、ぼ、僕は、五でしたぁ！」

　脱ぎかけの学生服を両腕に引っかけたまま、朝道は荒々しく吠ほえる。

「……五？　知識はあっても、実技が不安ね……」

　妖よう艶えんな動きで、歌織が瑞みず々しいほどに光る唇くちびるに、自分の人さし指をそっと当てる。

「……でも、頑張ったわね、陽方君」

　そう言って、歌織は艶つややかな眼まな差ざしで朝道に微笑ほほえんだ。

「はいっ！　きっと僕、香澄先輩に褒ほめてほしくて、頑張ってましたぁっ！」

「まだ出会ってもいないのに？　ずいぶん、気が早いのね……」

「す、すいませんっ！　でも、今となってはそうとしか思えませんっ！」

　動どう揺ようを隠せないまま謝る朝あさ道みち。

「そう。じゃあ、頑張った陽ひ方がた君には、ご褒ほう美びをあげる」

「ご、ご褒美……？」

　アホのオウムのように、朝道は繰り返す。

「そこに座って、陽方君……」

「……はい」

　言われた通り、その場に正座する朝道。

「目を、閉じて……」

「……はい」

　言われるままに、目を閉じる朝道。

　薄ぼんやりとした暗くら闇やみの中、シーツの擦こすれる音だけが、朝道の感覚神経を支配する。

　心臓が、まるで耳の横にあるかのように、心音が耳の中でガンガン響いていた。

「ご褒美よ、陽方君……」

　蕩とろけるような歌か織おりの甘酸っぱい、恥はずかしそうな声と同時に、朝道の鼻が、柔らかいなにかでムギュッと塞ふさがれた。

「……ふぇ？」

　思わず目を見開いた先には、足の指を器用に使って朝道の鼻を摘つまむ、歌織の滑なめらかな生足があった。

「か、かふみふぇんぱい？」

　くぐもった声で、朝道は歌織を見上げる。

　見上げた先で、歌織が可愛かわいらしく小首を傾かしげながら口を小さく「う」の字にすぼめた。

「……ギュッ♥」

　朝道の欲望が収納された、心の秘密ドアが、音を立てて木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

「ふ、ふき（好き）だぁあああああああああっ!!」

　朝道のくぐもった雄お叫たけびは、保健室の外まで響き渡った。




♥妄想終わり♥




「陽方君？　……陽方君？」

「……はへぃっ!?」

　突然の現実からのお呼びだしに、急速に引き戻される朝道。

　驚きの余り変な声が出たのは、そのせいだけではなかった。

[image: ]

　妄もう想そうの世界にトリップする前、椅い子すに座っていたはずの歌か織おりの姿が、いつの間にか朝あさ道みちの目の前にテレポートしていた。

　正座の朝道に向き合うように、同じく床に正座している歌織の顔が、朝道から距離三十センチの所に近づいていた。

「席に座ってって言っても座らないから、私がこっちに来たわ……」

「こっちに来たって……えぇ？」

　じ、と朝道の目を見る歌織の瞳ひとみは、やっぱりなにを考えているのか読めなかった。

「す、すみません！　先輩を床に座らせるなんて！　僕すぐに席に着きます！」

「いいから、このまま話をしましょう……」

　急いで立ち上がろうとする朝道の太ももを、そっと手で押さえる歌織。

「ひゃおっ!?」

　現実で実際に触れられ、朝道の心臓は喉のどから飛びだしそうになった。

「陽ひ方がた君？　大丈夫？」

「いえ、だ、大丈夫ですから……」

　静かな声で、朝道を心配する歌織の顔を、朝道は今までで一番間近に見つめていた。

　長く揃そろった濃いめの睫まつ毛げ、凪ないだ海のように静かな瞳、まるで人形のようにすっと伸びた鼻筋、血色のいい唇くちびる。自分が恋をしていることを差し引いても、香か澄すみ歌織は美しい。それこそ、誰が見ても美人と評価する女性だろう。

　その上、頭もずば抜けてよく、生徒会長まで務めているとあっては、今更ながら、「よくこの人に告白したもんだ……」と、朝あさ道みちは自分の無む謀ぼうさに呆あきれかえる。

「それで、陽ひ方がた君……」

　太ももを押さえられ、身動きの取れないまま、歌か織おりの唇くちびるが動いた。

　名前を呼ばれるだけで、人はここまでうなじがむず痒がゆくなるのか、朝道は思わず身震いしながら返事をする。

「……はい」

「陽方君は、どうしてＱピッツに入ったの？」

　息もかかりそうな距離に酔ったのか、鼻の頭が熱くなっていくのがわかった。

「え、えっと。ご、ゴンさん、権ごん田だ先生に、誘われて……」

「どうして？」

　この「どうして？」は「どうして誘われたの？」の「どうして？」だろうか？

「え、あの、なんと言いますか、その場の、ノリで……？」

「のり？」

　あなたにフラれて、その勢いで。なんて口が裂けても言えなかった。

「それで、この業界に、『Ｑピッツ』に足を踏ふみ入れたと、そういうことかしら？」

「……はい。まあ、なし崩し的に」

　歯切れの悪い返事しか出来ない朝道の顔を、歌織はじっと覗のぞき込む。

　長く、憂うれいを帯びたような睫まつ毛げが、小刻みにふるふると揺ゆれている。

「ねえ、陽方君」

　ぐ、と顔を近づけて、歌織はそっと朝道に呟つぶやいた。

「はひっ？」

　それだけで、朝道の顔面は真っ赤に染まる。

「君に、お願いがあるの」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……」

　第二資料室の入り口横に寄りかかった姿勢のまま、権田は朝道が出てくるのをじっと待ち構えていた。

　瞼まぶたは閉じられ、腕組みをしたまま眠っているようだが、権田の意識ははっきりと覚めていた。その証拠に、権田は何者かの気配がここにあるのを察知していた。

「……そんな所で、なにをしている？」

　ぼそり、と呟つぶやいてから少し間を開けて、物陰から現れたのは、深しん紅くのマフラー。

「……ありゃ……バレてました？」

　終始笑え顔がおを絶やさぬ好漢、お洒落しやれ番長、ファッション刑デ事カこと、島しま村むらだった。

「お前がいるってことは、『バリトン』もいるんだろ？　早く出てこい」

「……」

　無言のまま、島村が隠れていた柱の裏から、青あお柳やなぎも不ふ機き嫌げんそうな顔のまま姿を現す。

「お前らは……なにをしている？」

「サミーとボスの様子を探さぐろうと思って。ゴンさんこそ、なにしてるんです？」

　あっけらかんとした口調で、素直に答える島村。それに無言で頷うなずく青柳。

「俺は、俺の愛棒を待っているだけだ……」

　ぶっきらぼうに答える権ごん田だ。

「……ゴンさん、ちょっと寝てたでしょ？」

　島村は笑え顔がおのまま、権田に質問する。

「そんなわけないだろ。恋れん愛あい刑デ事カたる者、常に心を研ぎ澄まし、ハートを外に開いておく。基本だろうが」

「……下、見てくださいよ」

「……」

　権田が立つ、そのすぐ真下に視線を向ける島村と青柳。

「……パパイヤ？」

　チェルシーがしゃがんだ姿勢で真剣な表情を浮かべ、思いっきりドアに耳を当てていた。

「……はっ！　見つかったよー!?」

　島村に声をかけられ、チェルシーが驚きよう愕がくの表情で顔を上げる。

「……もちろん、気づいていた。いや、泳がせていたと言った方がいいな」

　顔色を変えることなく、権田は宙を見つめたまま呟く。

　島村と青柳は、そんな権田に冷めた視線を向ける。

「……ゴンさん、やっぱ寝てたんでしょ？」

「お前ら、捜査はどうしたんだ？」

　島村の質問には答えず、権田は更に質問を重ねてその場をやり過ごそうとした。

　汚いなぁ……と呟きながら、島村は微笑ほほえむ。

「捜査って言っても、もう明日の取り調べぐらいしかやることないでしょ？　取り調べはゴンさんの仕事だし。だから暇な俺たちは、こうして可愛かわいい後輩の様子を探りに来たって訳です」

「……相変わらず、趣味が悪いな」

　笑う島村に対し仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、権田は言葉を続ける。

「わたしは、新人一人でボスとお話なんて、気になって仕方がないよー」

　チェルシーは頰ほほを膨ふくらませ、正直な気持ちを権ごん田だに訴える。

「パパイヤは、どうしてそんなにサミーを気にするんだい？」

「決まってるよー」

　島しま村むらの質問に、チェルシーはえっへん、と胸を張る。

「わたし、先輩だよー。先輩は、後輩を気にかけるもんだよー。わたし、新人と約束したのー。超頼れる先輩になるよってー。だからだよー」

　間延びした、ほわほわとした口調で答えるチェルシー。

「……先輩扱いしてくれる人が他にいないから、張りきってるんでしょ？」

「……それもあるけどー。でも、なんだか新人は放っとけないよー。だって、新人、ボスにフラれてるんでしょー？」

　そう言った途端、表情を暗くするチェルシー。

「わたし、恋れん愛あいとかよくわかんないけど、大好きになった人にフラれたら、やっぱり辛つらいよー。しかも新人、事情も知らないままボスがいるＱピッツに入ってきちゃうしー。心配だよー」

「パパイヤ……」

「……」

　それは、島村、青あお柳やなぎも同じ気持ちだった。

　朝あさ道みちは現在、自分で自分の古傷を抉えぐっているような状態だ。今まで、数々の失しつ恋れん被害者を見てきた彼らにとって、今の朝道が、どれだけ傷ついているのか、想像に難かたくない。

「……だから、新人が落ち込んでたら、すぐ慰なぐさめてあげるのー。先輩として、後輩を助けるよー。だって、わたし『ＱＰハニーズ』だもん、だよーっ！」

　むん、と気合いのつもりなのか、チェルシーは両腕を曲げて、力こぶを表現する。

「気合い入ってるね、パパイヤ。本家もビックリじゃないか。流石さすが、俺たちのパパイヤ様だよ」

「……ファッション、わたし、ほんとは『パパイヤ』って言われる度に、結構傷ついてるって、知ってるのー？」

　島村の茶化した言葉に、両腕をしゅん、と垂らすチェルシー。

「……でも、俺も、パパイヤと同じ気持ちだよ」

「話聞いてたのー？」

「俺だって、サミーがフラれて泣いている現場を見ているんだ。あんなに泣くなんて、よっぽどボスのことが好きだったに違いない。俺がサミーにしてやれることなんて、なにもないかもしれない。だけど、それでも俺はＱピッツの先輩として、あいつの力になってやりたい」

　島村はそう言い、首のマフラーをバサッ、と翻ひるがえす。

「……それより、謝ってよぉー。わたし、知ってるよー。わたしのアダ名、ファッションが考えたんでしょー？」

　チェルシーが抗議を始めた瞬しゆん間かん、青柳が仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、小さく口を動かした。

「……俺も、そう思う」

「「「バリトンっ？」」」

　突然耳を揺ゆらした美しい立体バリトンボイスに、島しま村むらたち三人は一いつ瞬しゆん魅了されながら、青あお柳やなぎの童顔を見返す。

「俺は、あのサミーとかいう新人。嫌いじゃないぜ。まだまだ未熟な男だが、恋れん愛あいに対する情熱は、俺たちの中でも最高のものを持っている。それに、初めて会ったときのあいつの年上に対する口の利き方には好感が持てた。だからというわけじゃないが、俺はあいつに期待している。きっとあいつはこれから先、いい恋愛刑デ事カになるだろうってな[image: さんてん][image: さんてん]」

　青柳の言葉の、一つ一つが生きているかのように、三人の耳の中へ吸い込まれていく。

　感動に打ち震えるように、権ごん田だと島村は身体からだをぶるぶると震わせた。

「バリトンよ、お前……お前なんていい声なんだ!?」

　感動的な音楽に耳を傾けるように、目を瞑つぶったまま権田が叫さけぶ。

「あぁ～。いい声すぎて、内容が頭に全く入ってこない……っ！」

　うっとりとした表情を浮かべながら、指先をマエストロのように振り回す島村。

「わたし、涙出てきたよ～」

　目を潤うるませたチェルシーが、自分で自分を抱きしめながら、感動に震えた声で呟つぶやく。

「[image: さんてん][image: さんてん]いつもそうだ。みんな俺の声に気を取られて、肝心の中身を聞いてくれない」

　悲しげな声で呟く青柳。いい声すぎて内容を理解してもらえないことが悩みの種。バリトン刑デ事カこと青柳。微び妙みようなお年頃である。

「あ～、いい声だった～。……で、なんだっけ、バリトン？」

　八時間熟睡したあとのようにすっきりした表情で、島村は青柳へと顔を向ける。

「[image: さんてん][image: さんてん]」

　青柳は悲しそうな表情を浮かべると、黙だまり込んで首を振った。

「どうしたのバリトン？　なんか言いたいことがあったんじゃないの？」

「[image: さんてん][image: さんてん]」

「え、なに？　バリトン、怒ってんの？」

「[image: さんてん][image: さんてん]」

「まあ、お前らがサミーを心配しているのはよくわかった」

　咳せき払いをしながら、権田は三人に言う。

「だが、中の話を聞かせるわけにはいかん。この件に関してはボスが二人で話をしたいと言いだしたんだ。誰であっても、様子を探さぐることは許さん」

　そう言って、ドアの前に立ちはだかり、腕組をする権田。

「そんな～。ゴンさんだけ聞こえる位置にいるなんて、ずるいじゃないですか」

「そうだよー。ボスと二人きりなんて、危険だよー」

「……」

　口々に文句を言う島しま村むらとチェルシー。その横で、青あお柳やなぎは無言で追従するように頷うなずく。

「俺たちのボスを信じろ」

　そう言って、権ごん田だは三人を睨にらみつける。

「香か澄すみ歌か織おり、Ｑピッツの恋れん愛あい警視総監でありながら、生徒会長も兼任するあの手腕だ。きっと、俺たちの考えも及ばないなにかをサミーに伝えるつもりなんだ。だから、お前らは黙だまって、サミーが帰ってくるのを待つんだ」

「ゴンさん……」

「うー……」

「……」

　権田の意志の強い言葉に、思わず黙り込む三人。

「……ていうか、ゴンさん先生のくせに、なんでボスより頭回らないんですか？」

「先生が高校生の部下って、かっこわるいよー」

「……」

　島村とチェルシーの呆あきれ返った態度に、青柳はうんうん頷く。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　──一方。

　朝あさ道みちは最も早はや叫さけびだしたい衝動に駆かられていた。

　好きだ！　大好きだ！　超好きだぁ！

　目の前で自分の太ももに優しく触れる香澄歌織に向けて、愛の言葉を思いつく限り送りたい。

　自分から、顔一つほどしか離れていない距離から、潤うるんだ瞳ひとみでじっと自分の瞳を見つめてくるこの美しすぎる生徒会長に、思いの丈たけのすべてを打ち明けたい。

「……」

「……あ、あお、あふぁ……」

　しかし、好きな気持が強すぎて、朝道は言葉に出来ない。

　そんな風に戸と惑まどう朝道を、歌織はただじっと見つめるだけだった。

「──陽ひ方がた君？　聞いてる？」

　伝わらない想いがもどかしい。

「……聞こえてます……」

　なんとかそれだけを口にして、朝道は背筋をぴしりと伸ばす。

「……そう。それで、お願いしたいことなんだけど──」

　一回君の告白を断ったけど、あの件は保留ということにしておいてほしいの。とか、

　実はあの後、ずっと君のことが忘れられなくて……。とか、

　それで、もしよかったらだけど、私と正式にお付き合いをして──

「はいっ！」

「まだなにも言ってないわ」

「あ、はい……」

　ついつい頭の中で話を先走らせてしまう朝あさ道みち。

　人の話はきちんと聞かないと。朝道はそう自分に言い聞かせながら、姿勢を正して座り直す。

「それで、頼みたいことというのは、Ｑピッツのことなの……」

「はあ……」

「陽ひ方がた君は、権ごん田だ先生から、今のＱピッツのことをどういう風に聞いたの？」

　……あれ？　これ、なんか、真ま面じ目めな話だ。

　朝道は、期待外れの場の空気に戸惑う。

「……あ、その、香か澄すみ先輩がボスになってから、その、安あん泰たいだって」

「……そう。それは、半分正しいわ」

「半分？」

「ええ。かつてのＱピッツに、権力なんてものは存在しなかった。部費なんてまともなものもなくて、私が一年生のときなんて、空き教室に集まって会議をしていたわ」

　歌か織おりはそう言うと、視線を朝道から外し、長机が並ぶ会議室に目を向ける。

「誰も使わなくなった、ボロボロの机と椅い子すだけの教室で、学園中の恋れん愛あいを捜査していたわ。人手が足りなくて、それぞれ個別に恋愛捜査する、そんな毎日だった。でも、それが当たり前だった。私たちにとって、隠れた恋路を暴あばくこと以外、どうでもいいことだったもの」

　そう呟つぶやく歌織の瞳ひとみは、目の前のなにも見ていないようだった。おそらく、自分の知らない過去を見ているのだろう、と、朝道は想像する。

「でも、今までのそんなやり方では、学園全ての恋愛をカバーすることなんて出来なかった。人手が足りなすぎたの。私は、Ｑピッツの活動を円えん滑かつに、大勢でおこなうためには、権力が必要だと思った。だから、生徒会長になった。部費を獲得しやすいように、校長に強引な方法で顧問をお願いしたわ。その功績もあって、私は今の、恋愛警視総監の座を手に入れたわ……」

　そこで言葉を切り、大きくため息をつく歌織。

「……でも、そんな私のやり方に反感を抱いだいて、当時の恋愛刑デ事カの多くが、Ｑピッツの許もとを去っていったわ。組織化し、人海戦術で捜査活動をする今の官僚体制は、効率を手に入れる代わりに、私たちがかつて手にしていた自由を失った。そう言って、目の前で私に手帳を投げつけて、私の先輩刑デ事カや同期は、みんな脱退していったわ。だから今、Ｑピッツで当時のことを知っている人はもう、権田先生しか残っていない」

「香澄先輩……」

　歌か織おりの話を聞いて、朝あさ道みちは口には出さずに、

「（さっき、卑ひ猥わいな妄もう想そうして、すいませんでしたっ！）」

　心の底から、謝った。

　浅はかだった。浅はか朝道だった。そうもの凄すごく後悔しながら、朝道は懺ざん悔げの気持ちで、歌織の真剣な言葉を聞いていた。

「陽ひ方がた君」

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、突然、歌織から声をかけられた。

「あ、はいっ。すいませんっ！」

　気がつくと、歌織の顔は、朝道の顔に向けられていた。

「だから、お願い。Ｑピッツを、辞めないで欲しいの。私たちには、君が必要なの」

　真剣な表情で、歌織は囁ささやくように、朝道に言った。

「……え、辞める？　どうして、僕が？」

　歌織の言っている意味がわからず、思わず『きょとん』としてしまう朝道。

「……陽方君、Ｑピッツ辞めるつもりないの？」

　真剣な表情を浮かべていた歌織も、朝道に『きょとん』の応酬。

「はい。僕、そんなこと言いました？」

「……言ってないわね」

「はい。言ってないです。僕が辞めるって、僕が初耳です。なんでそんなこと言うんですか？」

「だって、君、その……」

　言い辛づらそうに口ごもる歌織。

「陽方君、その、私に告白、したじゃない……？」

「……あ」

　伏し目がちに歌織がぽつりと呟つぶやいた言葉で、朝道は歌織の言った言葉の意味に気づいた。

「それで、陽方君とは、気まずい別れ方をしたままだったから……」

「……あぁー」

　思い出の桜の樹の下、表情を一ミリも動かすことなくフラれたあの日が、映像となって朝道の網もう膜まくに映しだされる。

「あの、その節は、どうも……」

　フラれた側で、なにがどうもなのか、自分でもよくわからないまま口にする朝道。

「ええ。だから、それでそのあと、私がいるのを知らずにＱピッツに入ってきたから、もしかして私を見て、もう、いるのが嫌いやになっちゃってるんだと思ってた。その、凄すごく、泣いてたし」

「……いえ。あのときは、驚きすぎたっていうか、なんていうか……」

　歌織が捜査会議室に入ってきたときのことを思いだす朝道。

　確かに、朝道はあのとき、突然のことに思い出がフラッシュバックして、権ごん田だが引くぐらい号ごう泣きゆうしてしまっていた。

「その、吹っきれたとか、そんなことはないですけど。でも、僕はまだそんな、Ｑピッツを辞めるとか、そういうのは考えてないです。ていうか、考える暇もなかったと言いますか……」

「それは、本当なの？」

　朝あさ道みちが歯切れ悪く呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ずいっ、と歌か織おりが身体からだを勢いよく朝道に近づける。

「っ!?」

　突然の視界アップに、心臓が跳はねる。

「か、香か澄すみ先輩？」

「……なに、陽ひ方がた君？」

「……か、顔が、近いでしゅ……っ！」

　好きな子の可愛かわいらしい顔が、鼻から一センチまで迫ってきている現状に、朝道は絶えられなかった。

　動どう揺ようしすぎて、最後嚙かんでしまった。

「そんなことはどうでもいいの」

　朝道の悲痛な訴えを無視する歌織。

「どうでも、よくないです！　心臓が、潰つぶれちゃう……っ！」

　顔を真っ赤にして叫さけぶ朝道。

　ときめきすぎて、もう死にそうだった。

「慣れて……」

　漏もれる吐と息いきが朝道の頰ほおを優しくくすぐる。

「な、慣れてって……」

　朝道が狼ろう狽ばいしたときだった。

「……よかった」

　ぽつりと、水滴を垂らすような声で、歌織が安心したような声で呟つぶやいた。

「……え？」

　捜査会議室は、西向きに設置された、たった一つの窓の外に、すぐ別棟が隣接しているため、日差しが入ってくることは、終始なかった。

　だから、朝道と、歌織の頰に夕ゆう陽ひのような紅が差したのは、西日のせいではなかった。

「えっと……香か澄すみ、先輩……？」

　突然の呟つぶやきに、困惑する朝道。

「じゃあ、陽方君はこれからも、Ｑピッツにいてくれるのね」

　身長は朝道が若じやつ干かん歌織より高いが、床に座った今、歌織の方が頭一つ分低い位置にあった。

　お互いに正座しているため、座高の差は歴然として現れ、歌織が下から見上げるような形となっている。

　見上げた瞳ひとみが、光の加減で潤うるんで見える。

「……これからも、ずっと……とても、嬉うれしいわ」

「……っ!?」

　たった一言。それだけで、朝あさ道みちの歌か織おりに対する好感度は、ハイパーインフレ急上昇。

　朝道株の高こう騰とうはとどまることを知らず、朝道バブルは沸きに沸いた。

　沸ふつ騰とうした脳味み噌そで、朝道はぼんやり思考する。

　……あれ？　これ、この状況、香か澄すみ先輩？

「ありがとう、陽ひ方がた君」

　……香澄先輩、もしかして、あれじゃないです？

「これからも、Ｑピッツの一員として、よろしくね」

　……僕のこと、好きなんじゃ──

　行き着いた先の結論に、朝道の心のやかん、朝道やかんが、ピーッ、と汽笛を鳴らした。

「か、香澄先輩ぃっ！」

　もう、言おう。言ってしまおう。

「僕は、僕は香澄先輩のことがやっぱり──」

「じゃあ、明日、頑張ってね」

　朝道の言葉を遮さえぎるようにして、歌織はその場に立ち上がり、スカートのほこりを払う。

「え……はっ？　僕は今、なにを……っ！」

　朝道は、そこで我に返り、自分が今なにを言おうとしたのか気づき、赤面する。

「用件は済んだわ。君に辞める意志がないことがわかってよかった。この組織に人手は多いに越したことはないもの……陽方君、どうしたの？」

　異変に気づき、朝道を不審そうに見つめる歌織。

「い、いえっ、なんでもないです！　そ、その、用が終わったんだったら、ぼ、僕はこれで……」

「そうね。気をつけて帰りなさい」

　し、失礼します、と叫さけぶなり、朝道は急ぎ足で第二資料室から飛びだして行った。

　ガララッ！　という音と同時に、権ごん田だの声が室内に漏もれ聞こえる。

「終わったのか？」

「あ、ゴンさん。ずっと待ってたんですか？」

「新人ーっ！　大丈夫なのー？　ボスにひどいことされてないー？」

「鈴すず木き先輩？　それに、ファッション先輩や、バリトン先輩まで……」

　驚く朝道の声とともに、扉は閉められ、それ以上朝道たちの声は聞こえなくなった。

「……」

　誰もいない第二資料室の椅い子すに座りながら、歌織は目を伏せる。

「……ごめんなさい、陽ひ方がた君……」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉は、誰にも届かない。




　──この日、朝あさ道みちが帰宅した夜。

　晩御飯を食べ、風呂に入り、宿題を済ませ、部屋の照明を消す。

　ベッドに潜もぐり込み、布団を被った瞬しゆん間かん、不意に、朝道はなにかを思いだしたのか、枕に顔を押しつけ、

「……やっぱ好きだぁあああああああああああっ！」

　悶もだえた。
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　翌日の放課後。

　恋こい文ぶん字じ学園、女子バレーボール部の練習は、強豪である故ゆえに、かなり厳しいと有名だった。

　練習メニューのランニングを終え、真さな田だ由ゆ希き子こはストレッチを始めた。

　バレーユニフォームに身を包み、髪をゴムで後ろに纏まとめた由希子には、ずっと気になっていたことがあった。

「んああああああぁっ」

　同じくユニフォーム姿で、現在由希子の背中の上に乗っかり、背骨の反る感触に唸うなる、工く藤どう智とも美みのことだ。

「……智美……智美？」

　前のめりに屈かがんだ体勢のまま、由希子は声をかける。

「んああああぁ……え？　なに、由希子？」

「なんだか、元気ないみたいだけど、なにかあったの？」

「え!?　な、なによいきなり……」

　背筋を伸ばした体勢のまま、智美は同様を隠すことが出来ずに聞き返す。

「なんか、智美暗い顔してるから、気になって」

「顔って。由希子見えてないじゃん……」

「今じゃないよ。……智美、なにかあったの？」

「……なにもないよ」

　噓うそだ。と由希子は思った。

「噓。昼休みが終わってから、智美変だよ？」

　五時間目、トイレから帰ってきてからというもの、智美は由希子の顔をまともに見てくれなくなった。

　由希子の方から何度か話しかけてはいるが、智美は全てあいづちを打つだけで、いつものようなお喋しやべりをする素振りもなかった。

　だから今、思いきって、由希子は智美に疑問をぶつけた。

「……もしかして、私になにか隠してる？」

「っ!?」

「ねえ、智美？　私は、智美がなにを悩んでいるのか知りたいよ。智美が聞いてくれたみたいに、私だって、智美が悩んでいることの助けになれたらって、そう思っているよ？」

「……由希子……」

「智美は私が困っているといつも相談にのってくれる。だったら私だって智美の相談にのりたいよ？　それが友達だと思う。智美は、私を友達だと思ってくれていないの？」

「そんなことっ！　そんなこと、ないよっ！」

　由希子の言葉に、智美は慌あわてて訂正する。

「だったら、言ってよ、智美。私だって智とも美みの秘密、誰にも言わないよ！」

「……由ゆ希き子こ。わかった。わかったから……んぁああああああっ！」

　智美は、苦しそうに呻うめき、呟つぶやくように告げる。

「そろそろ下ろして、背中、背中痛いんぁああああああっ！」

　ずっと背負われた体勢のままで、智美の背筋が悲鳴を上げていた。

「嫌いやっ！」

「なんで!?」

「智美が本当のことを言うまで、私、絶対に下ろさない！」

「下ろしてよ！　この体勢のままで、あたし喋しやべりたくないよ!?　背中もう痛いし、見た感じ、超人技みたいだしんぁああああああっ！」

「絶対嫌っ！」

「頑かたくな!?　こんな頑なな由希子初めて見た！　あ、見えてないけど！　でも、なんでこのタイミング!?」

「私の命が続く限り、智美は絶対に下ろさない！」

「由希子!?　そこまでかける必要あるんぁあああああああああああああっ！」

　智美の背骨が、ミシミシッと軋きしむ音を立てる。

「痛い痛い痛い!!　由希子、限界！　もう無理！　このままだとあたし裂けちゃう！　二つに裂けちゃうよぉ！」

「どうしてなの智美!?　親友だって言ったのに、どうして悩みを打ち明けてくれないの！」

「どうして親友の背骨を極きめ続けるの由希子!?」

　由希子の涙ながらの問いに、智美も痛みながらに問い返す。

　二人の話し合いは平行線をたどり、終わりが全く見えなくなっていた。

「オラァ一年っ！　いつまで柔軟やってるんだっ！」

「「ひぃっ！　ぶ、部長!?」」

　剛ごうっ！　という野太い轟ごう音おんで二人を怒鳴りつけたのは、身の丈たけ百九十センチはあろうかという巨体の女子バレーボール部部長。剛ごう田だ邪じや威い虎こだった。人呼んで、恋こい文ぶん字じ学園のゴッド姉ちゃんと呼ばれる、校内でも有名な暴君部長だった。

「部活中にクチャクチャお喋りとはいい度胸だなぁ、真さな田だぁ、工く藤どうぉ！」

「「す、すみませんっ！」」

　ゴゴゴゴ剛っ！

　ゴッド姉ちゃん、剛田部長が、おかっぱ頭の下で鬼き神しんの表情を浮かべ、由希子と智美を殺意満点に見下ろす。

　血管がビキビキッと浮かんだ巨大な拳こぶしの中で関節の音がベキキッと重音を響かせる。

「「ひぃいいいいっ！」」

「もうちょっと教育が必要なようだ！　二人とも、ランニング十周追加っ！　全速力ダッシュ！」

　剛ごう剛剛っ！

「「は、はいっ！」」

　言われてすぐに、智とも美みはダッシュで逃げるようにその場から駆かけだす。あとに続こうとする由ゆ希き子こ。

「おい、真さな田だ！」

「きゃっ!?」

　駆けだそうとした由希子の襟えり首くびをむんずと摑つかむ剛ごう田だ部長。

「お前に客が来ている。お前はそっちを済ませてからにしろ」

「きゃ、客、ですか？」

　くい、と剛田部長が顎あごでさしたのは、今、智美が立ち止まっている、体育館の入り口。

　時が止まったように動かない智美の目線の先に、人影が二つ。

　一人は、由希子の知らない男子生徒。

　その横で、じっと由希子を見つめているのは、由希子もよく知る日本史教師。

「権ごん田だ先生？　……どうして私に？」

「知るか。とにかく早く行け」

　剛田部長は不ふ機き嫌げんそうな顔で由希子を促うながす。

　剛っ！　と、剛田のオーラも行ＧけＯと言っているようだった。

「……はい」

　訳のわからないまま、由希子は駆け足で権田たちの所へ駆け寄る。

　由紀子が智美と擦すれ違う瞬しゆん間かん、その耳に小さな声が届いた。

「……ごめんね、由希子」

「……え？　智美、今なんて──」

「オラァ工く藤どう！　なにつっ立てるんだ!?　もう十周追加されたいか？」

　由希子が智美の言葉を聞き返そうとしたとき、剛田部長の雷らい鳴めいのような怒号、いや、怒ど剛ごうっ！が智美を襲った。

「ひっ！　すいません部長っ！」

　言われるやいなや、智美は由希子の許もとから、メロスのごとく全速力で走りだした。

「あ……」

　由希子の疑問は、その数分後に全て解決する。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「真さな田だ由ゆ希き子こだな？」

　ギョロリとした目つきで、開口一番に権ごん田だはそう質問した。

「……そうです、けど。私あの、権田先生の授業受けているから、知っているはずなんですけど……」

「生徒の顔なんざ一々覚えてられん。確認のためだ」

「はぁ……」

　にべもない権田の言葉は、由希子に更なる疑問を上乗せする。

「お前に聞きたいことがある。もちろん拒否権はない。俺はお前に聞きたいことを聞き、お前はそれに正直に答える。俺が全てを知るまでな……」

「あの、それって、どういう……？」

　由希子の不安顔をよそに、権田は胸ポケットに手を突っ込み、中から一冊の手帳を取りだした。

「この恋こい文ぶん字じ学園に通う生徒なら、この手帳のことは知っているな？」

　取りだされたのは、ど派手なピンクの革に包まれた手帳。

「そ、それは……っ！」

　恐怖の表情を浮かべる由希子の目の前には、手帳の中心に光る真っ赤なハートのバッジと、その周りを囲むように刻まれた、金文字の『ＲＯＭＡＮＣＥ　ＰＯＬＩＣＥ　ＱＰＩＴ，Ｓ』のロゴマーク。

「あ、やっぱりそれ、皆に通用するんだ……」

　一人だけ取り残された気持ちになる朝あさ道みち。

　真田由希子は気づいた。それがなにを意味するのか、自分がいったいなにを知られてしまったのかを。

「恋れん愛あい警察Ｑピッツ。恋愛捜査官、権田八はち兵べ衛えだ。お前の恋路、とことん調べさせてもらうぜ？」

「Ｑ、ピッツ……」

　噂うわさは由希子も知っていた。学園内のありとあらゆる恋愛を嗅かぎつけ、本人の望む望まぬにかかわらず、その恋路をサポートする謎なぞの集団。

　由希子がなによりも恐れていた、恐怖の対象だった。

　自覚はしていたが、由希子は内向的で奥手な性格だ。

　好きな気持ちはあっても、それを伝えるなんて、しかも面と向かって告白なんて真ま似ねは恥はずかしくってとても出来ない性格だという自覚もあった。

　だからこそ、Ｑピッツに嗅ぎつけられるのがなによりも嫌いやだった由希子は、自分が恋していることを親友の智とも美み以外の誰にも話さずにいたのだ。

「どうして、私が、恋をしているって……」

　それが疑問だった。

「お前の親友から話は聞かせてもらった。大体のことは調べがついている。あとはお前の口を割らせるだけで、お膳立ては終了する」

「じゃあ……智とも美み、喋しやべったんだ……」

　瞬しゆん間かん、由ゆ希き子こは自分の胃袋が数センチ沈み込むような気分がした。

　友だちの智美が口を割った。しかも内容は自分の秘密だ。

「信じられない、智美がそんなことをするなんて。私の秘密を人に喋るなんて……」

　気を抜くと涙がこぼれ落ちてしまいそうなほどに、心がショックで震えていた。

　入学式のときに出会ってから、智美とは色々な秘密を共有していた。

　当時使っていたお気に入りのシャンプーのメーカーや、嫌いな食べ物、そのとき好きだったアイドルの名前。大きいことから小さいことまで、智美と由希子の間では、様々な秘密の話が交わされてきた。だけど、智美はそれを絶対誰にも言ったりしなかった。

　それだけに、今回の智美の裏切りは、由希子の心を深々と突き刺すように響いた。

「それは違うよ、真さな田ださん」

「……え？」

　ショックで頭が真っ白になりかけたとき、由希子におどおどとした声で話しかける者がいた。

「えっと、あなたは、いったい？」

　権ごん田だの横に立っていた少年だった。由希子は彼の名前を知らないことに気がついた。

「あ、えっと、僕は陽ひ方がたって言います。同じ一年で五組です」

「はぁ、どうも……」

　名前を言われてもいまいちピンと来ない由希子。……誰？

「……あの、工く藤どうさんが喋った件は、仕方なかったと思うんです。この人、言うまで逃がさない人だし。……それに、工藤さんは最後まで真田さんのことを裏切りたくないって言ってて……」

　朝あさ道みちの言い様に、権田が横で不ふ機き嫌げんそうにしている中、たどたどしく朝道が慰なぐさめる。

「そう、ですか……」

　智美が簡単に自分を裏切ったわけではないと聞かされ、安あん堵どの気持ちが芽め生ばえる。

　おそらくさっき様子がおかしかったのは、このせいだったのだろう。と、由希子は内心納なつ得とくしていた。

「まあ、とにかくだ。ここではお前も話し辛づらいだろう。俺についてこい」

　権田はそう言って、由希子の背後に視線を向ける。

「おい、剛ごう田だっ！　そういうわけだから、しばらく真田を借りていくぞっ！」

　大声で剛田部長に叫さけぶ権田。

「ちょ、ちょっと権田先生!?　そんなことうちの部長に言ったって、絶対許してくれません！　私、新入部員だし、大会も近いから、無理ですってっ！」

　般はん若にやのような表情を浮かべて権ごん田だにアタックするであろう雌めすジャイアン剛ごう田だ部長を想像し、ガタガタ震えだす由ゆ希き子こ。

　そんな由希子の心配をよそに、剛田が視線を剛ごうっ！　と権田たちに雄お々おしく向ける。

「……早くこっちに戻してくださいよ、権田先生」

「……え？」

　しかし、剛田部長は意外にも由希子を連れて行くことを許可した。

「ああ。聞きたいことを聞き終えたらな」

　権田は不敵な笑えみを浮かべると、剛田部長はふん、と鼻を鳴らし、部員たちへのしごきに戻る。

「噓うそ、あの剛田部長が許すなんて……」

　信じられない光景に、由希子は言葉を失う。

「剛田は俺に借りがあるからな。強くは拒否出来ないのさ」

　権田はそれだけ言い残し、先にすたすたと歩きだす。

「……ゴンさん、あの超恐ろしい部長にどんな貸しを作ったんです？」

　その横に朝あさ道みちはそっと寄り、耳打ちするように小さく質問する。

「サミー、Ｑピッツの俺に借りを作るなんて言ったら、一つしかないだろ？」

　答えの意味を飲み込むのに、朝道はたっぷり五秒かかった。

「……[image: えだくてん]ぇえっ!?　ってことは、あの半分獣みたいな部長に!?」

　驚きすぎて、朝道の眼球が二メートルは飛びだした。

「ああ。今は天文部の、小柄な眼鏡めがね部長とラブラブのカップルだ」

「天文部？　小柄な眼鏡の天文部!?　あんなバレー一筋の狂戦士バーサーカーと、宇宙を夢見る草子食鹿系ち男や子んの間を、いったいどうやって取り持ったって言うんですか!?　共通点が一個もないでしょ！」

「……ふっ。サミー、お前はまだまだガキだな。好きになるのに、理由や共通点なんて必要ないだろう。そこにあるのは、そう、愛だけだ」

「駄だ目めだ……ゴンさんと話していると、僕、愛が難しく思えてくる！」

「……」

　頭痛を訴えるように頭を抱かかえる朝道。

「おい、どうした、真さな田だ。早く来い。さっさと済ませたいんだ」

　立ち止まったままの由希子を、権田が不ふ機き嫌げんそうな顔で振り返る。

「……え、えっと、私、いったいどこに連れて行かれるんですか？」

「どこって、お前……」

　権田はにやり、と邪じや悪あくな笑えみを浮かべ、怯おびえる由希子に簡潔に告げる。

「犯人から話を聞くって言ったら、『ＱＰルーム』に決まっているだろうが」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　薄暗い西棟の三階。

　第二資料室のすぐ横に設置された、分厚い扉の奥は、四畳半ほどの、驚くほど狭い空間。真ん中にスタンドライトが置かれたスチール製の大きな机が一台と、ドアのすぐ横に小さな学習机が一置かれているだけの、どことなくかびくさい小部屋だった。

　横の壁には大きなガラス窓が塡はめ込まれているが、マジックミラーのようになっていて、その向こう側は反射でなにも見えない。

　奥の壁には、太い鉄てつ格ごう子しが塡め込まれた小窓が申し訳程度についているだけで、部屋の中は陰いん鬱うつな薄暗さを保っていた。

「……信じられない。こんな場所が学校にあるなんて……っ！」

　足を踏ふみ入れてすぐ、朝あさ道みちは驚きよう愕がくの表情で室内を見回す。

「なんですかここ？」

　朝道は背後に立つ権ごん田だに振り向き質問する。

「言っただろう、『ＱＰルーム』だって」

「ＱＰルーム!?　この薄暗くてジメジメしたかびくさい部屋が!?　そんなポップなもんじゃないでしょ、ただの取調室ですよ！　しかも底辺の！」

　目を剝むいて唾つばを飛ばしながら朝道は叫さけぶ。

「ゴチャゴチャと五う月る蠅さい奴やつだな。お前は黙だまってそこに座って見ていろ」

　壁に立てかけられていたパイプ椅い子すを一脚、スチール机の前に置いて、権田は朝道にそう指示する。

「……はぁ、わかりました……」

　反論しても、どうせ無む駄だなんだ。朝道はそう半ば諦あきらめの感情を引きずったまま、学習机の前に座った。

　権田はゆっくりと首を振りながら、ＱＰルームの入り口に目を向ける。

「おい、そんな所に突っ立ってないで、早く入れ」

　真さな田だ由ゆ希き子こは、室内の暗さに怯おびえ、中に入るのを躊ちゆう躇ちよしているようだった。

「あ……あの、本当にここで話さなきゃ駄だ目めですか？」

　瞳ひとみにありありと恐怖を宿して、由希子は恐る恐る権田に質問する。

「駄目だ。恋れん愛あい事件の取り調べは、必ずこの『ＱＰルーム』で行われることになっている。それは校則にも明記されている正規のルールだ」

　ばっさりと由希子の疑問を却下する権田。

「それとも、お前の大事な恋バナを、誰が聞いているとも知れない場所で大声で話し合いたいのか？」

「それは……」

　権ごん田だの言葉に、由ゆ希き子こは逡しゆん巡じゆんし、しばらくしてから諦あきらめた調子で小さく首を縦に振った。

「……ここでいいです」

「じゃあ早くしろ。用件を済ませよう」

「……はい」

　重い足取りで、由希子はゆっくりとＱＰルームの中へ足を踏ふみ入れる。

「まあ座れ」

　ドアを後ろ手に固く閉ざした権田が指さすのは、スタンドライトが置かれた机の奥、小窓を背にしたパイプ椅い子す。

「……失礼します」

　慎重に座る由希子の前に、権田がドカッと腰を下ろす。

「さあ、始めようか。恋の事情聴取をな」

　そう言って、権田は机の上に肘ひじをつき、由希子を正面から睨にらみつけた。

「単刀直入に聞こうか、真さな田だ。お前さん、今こん野ののことをどう思う？」

　権田の言葉に、心臓が一いつ瞬しゆん跳はねるように鼓こ動どうした。それを顔に出さないよう注意しながら、由希子は権田に視線を向ける。

「……知らない名前です。誰ですか？」

　少しの時間をおき、由希子は平然と答える。

「バスケットボール部、一年の今野英ひで一かずだよ。お前さんの部活の隣のコートで練習しているんだ。知らないわけがないだろう？」

「……思いだしました。確かそんな名前の人がいたと思います。それがどうかしたんですか？」

「ふん、あくまでとぼけるつもりか？　それならそれでいい……」

　権田の顔には、余裕の態度が滲にじみでていた。

「じゃあ、お前の親友の話をしようか。工く藤どう智とも美みの話だよ」

「っ！」

　由希子の肩が固く強こわ張ばるのは、朝あさ道みちの座る学習机の席からもよく見えた。

　固かた唾ずを吞のんで見守る朝道の思考回路の半分は、その場の緊迫した空気に集中していた。もう片方は、「この人、ただただ女子高生の好きな男子を聞いているだけなんだよな……」という馬ば鹿か馬鹿しい気持ちにもやもやと包まれていた。

「お前さん、工藤にこう言ったらしいじゃないか、『気になる人がいる。その人のことを考えるだけで胸が苦しくなる』って。その人ってのは、今野のことだろう？」

「それは……っ！」

「お前のそのバレバレな大根演技に付き合ってやるのもやぶさかじゃあない。だが、こっちも仕事だ。お前さんにはさっさと告白して、白黒つけてもらいてえわけだ」

「そんな、そんな勝手なこと言われても困ります！」

　思わず声を荒げる由ゆ希き子こ。

「告白なんて、人に強要されてすることでもないし、そもそも、私、今こん野の君のことなんて好きでもなんでもありませんっ！」

「しぃらばっくれるなっ！」

　権ごん田だは机に手を思いきり叩たたきつけ、１１０Ｗの輝きを誇るライトスタンドの明かりを由希子の顔面にペカッと浴びせた。

「キャアッ!?　ま、眩まぶしい！」

「お前は今野が好きだってネタは、もうとっくに挙がってんだよ！　いつまでも白々しい真ま似ねしてんじゃねえぞ！　オラッ！　眩しいか？　オラァッ！」

　カチカチ、ペカ、カチカチ、ペカ、ペカカチペカカチペカペカッ！

「ああっ!?　その光量を、この距離で、点けたり消したり、点けたり消したり!?　やめて！　眩しい、眩しくて、目が、開けられない！」

　苦しみに満ちた声で叫さけぶ由希子。

「お前が正直に喋しやべらなければ、オンオフの速度はどんどん上がっていくぞ？　しばらく瞼まぶたの裏で残光が消えずに辛つらいだろうなぁ！　オラッ！　オラオラッ！　オラオラオラァッ！」

[image: ]

「ひぃいっ!?　み、緑？　紫？　何色かわからない光源が、瞼まぶたの裏から離れないぃっ!?」

　権ごん田だは残ざん虐ぎやくな声で手元のスタンドのオンオフを繰り返す。

「……ひどい。これが、ゴンさんの、ベテラン恋れん愛あい刑デ事カの取り調べ……」

　思わず喉のどを鳴らして見守ってしまう朝あさ道みち。

　目の前では、中年教師が嬉き々きとした表情を浮かべて、女子高生の眼前でライトスタンドをオンオフしている。

「狂ってる……っ！」

　朝道の驚きよう愕がくの声は、まともな人間が誰もいないＱＰルームの中に雲うん散さん霧む消しよう。

「……どうだ、少しは本当のこと、話す気になったか？」

　権田はしばらくライトスタンドのペカペカを繰り返し、目をショボショボと瞬まばたかせる由ゆ希き子こにそう告げた。

「……あぁ、残像が……濃こい……」

　眼前で何度も１１０Ｗのフラッシュを焚たかれ続けたせいで、由希子はまともに目を開けられない状況に陥おちいっていた。ショボショボと瞬きを繰り返す。

「……」

　その二人を朝道は冷めた目で見つめている。

「さあ、いい加減白状したらどうだ？　お前がいったい、誰を好きなのかをなぁ……っ！」

　平手で机をバンッ！　と叩たたきながら、権田は由希子に返答を強要する。

　しかし、由希子の意思は、ダイヤモンドでも砕くだけなかった。

「……私は、誰も好きなんかじゃありませんっ！」

　頑かたくなに、難かたくなで、硬くなの拒否。

「強情もここまで来ると、根性だな、真さな田だ。根性の強情だ……」

「なにを訳わからないことを……」

　額ひたいに汗を流し、舌なめずりしている権田を見つめる朝あさ道みちの視線は冷たい。

「だが……これを見てもお前の根性は保っていられるかな？」

　突然、胸ポケットに手を入れ権田が取りだしたのは、一枚の写真。

「……っ！　こ、これは？」

　驚愕と焦しよう燥そうの入り交じった由希子の顔色を、権田は見逃さなかった。

「なんてことはないだろう？　お前とはなんの関係もない、バスケ部のエースと、そのマネージャーのツーショット写真なんてものは……」

　机の上に置かれていたのは、朝道がさきほどの捜査会議で目にした、現在絶賛Ｇカップ疑惑が浮上中の、巨乳マネーＧ──

「子し門もん舞まい。男なら皆大好きな、Ｇカップ女子マネージャーだ。お前も知っているんじゃないか？　なにしろバレー部のすぐ隣で練習しているバスケ部の女子マネージャーだ」

　もちろん、由ゆ希き子こは知っていた。最近、やけに今こん野のと仲よさげに会話をしている様子を、隣のコートで練習しながらもチラチラ目にしていたからだ。

　高校二年生にしては、異常に発達した巨乳を体操服の下でブルンブルン揺ゆらしている姿に、今野以外のバスケ部の男子は鼻の下を伸ばし見み惚とれていることも知っていた。

　内心、やきもきしながら見つめていたその二人の関係を権ごん田だに突きつけられ、由希子の頭の中は真っ白になった。

「巨乳ってのは得だよなあ、真さな田だ。目の前で乳を揺らすだけで、大抵の男は言うことを聞いてしまうんだからな。案外この今野って奴やつも、そのオッパイ奴ど隷れいの一員かも知れんなあ？」

　二人の写った写真を由希子の目線の位置でひらひらと揺らしながら、権田の表情が意地悪く歪ゆがむ。

「……りません……」

「ん？　なんだ、真田？　言いたいことがあるならハッキリと言え」

「……彼は、そんな人じゃありませんっ！」

　権田の小こ馬ば鹿かにした表情を睨にらみつけるように、由希子は権田を見返し断言した。

「……ほう？　ようやく本性を見せてくれて嬉うれしいぜ、真田ぁ……」

　獲物が罠わなにかかった瞬しゆん間かん、狩人かりうどはこんな目をするのだろう。権田の目は隠しきれない歓喜に輝いていた。

「彼は、今野君は、そんな、脂肪の塊に、オッパイに揺れるような弱い人じゃありません！」

　若じやつ干かん興奮しながら、由希子は権田に訴える。

「真さな田ださん、女子がオッパイとか大声で言うのはどうかと……」

「ちょっと黙だまっててください！　……えっと、この男子！」

「また!?　なんなんだ今時の若い女子は!?　工く藤どうさんの『屁へ』といい、言葉遣いが世紀末だよ！　あと、『男子』って別に悪口じゃないけど、傷つかないかで言ったら傷つくからね！」

　トラウマが蘇よみがえる朝あさ道みち。

「真田、オッパイは揺れるものだ。Ｇカップともなれば、なおさらだ。男には、避けられない欲求というものが存在する。目の前で乳が揺れたら見るし、スカートが風にはためけばパンチラを期待する」

「うぅ……」

　権田の訥とつ々とつとした説明に、由希子の顔からどんどん血の気が引いていく。

　権田の話術に、由希子はしっかりとはまり込んでしまった。

「……だがそういう生き物だけだと思ったら大間違いだっ！」

　そして、ひと息にそれを否定したのも、権田だった。

「……ゴンさん？　更年期ですか？」

　椅い子すに座ったまま、朝道は呆あきれたように聞く。

　権ごん田だのまさかの一人芝居を、最も早はや若じやつ干かん予想してしまっていた自分を、激しく殴なぐってやりたい気分だった。

「……なに、この人……」

　由ゆ希き子こもまさか権田自身が先に否定するとは想定していなかったのか、状況について行けない。

「確かに、一部の男子にそういう不ふ埒らちな人間は少なからず存在する。だが、お前が好きになった今こん野のは違う。好きでもない女の子のオッパイが目の前で揺ゆれていても、好きでもない女の子のパンティーが見えそうでも、絶対に見ない！　瞼まぶたを固く閉とざす、そういう硬派な男だ！」

　権田は自分の左胸をドンッと叩たたきながら、力強く断言した。

「ゴンさん、それ、なにを根拠に言ってるんです？」

　戸惑いを隠せないまま、朝あさ道みちは権田を諭さとす。

「根拠だ？　いいかサミー。一流のバスケットマンっていうのはだな、好きでもない女の子の裸になんて、興味ないんだよ！　桜さくら木ぎだって、流る川かわだって、あのゴリだって！　少なくとも、俺が知っているバスケットマンは皆そうだった！」

「全部ス●ムダンクじゃないですか！　知識が浅いっ！」

「とにかくだ、そこいらの男子は知らんが、バスケットマンに限って、そんな奴やつはいない、そう俺は信じてる！」

「最終的に根拠が『信じてる』ってなんの説得力もない！」

「なにを言っているんだ。これは立派な俺の経験談だ。なにを隠そう、かくいう俺も、高校時代は近隣の強豪校と対等に渡り合ってきたバスケットマンだった……」

　遠い目をして天井を見つめながら、権田は自身の過去を急に語りだした。

「初耳ですよその情報！　え、なんで？　バスケ部の顧問でもなんでもないくせに！」

「噓うそじゃない。これを見ろ、サミー。靴底、磨すり減っているだろ？」

　権田は踵かかとを持ち上げ、朝道に履はき古された内履きの裏を見せた。権田の言う通り、ゴム底の溝はすっかり消え、ほとんど真っ平らだった。

「俺は今でも、バスケをしていた昔を忘れられずに、ひとけのない廊下でこっそりピポットしてしまうんだよ」

「噓つけ！　ただの汚い履き古しでしょうが！　いい加減新しい靴買えよって、クラスのみんなも噂うわさしてましたよ！」

「左手は添えるだけだし、レイアップは庶民のシュートだし、安あん西ざい先生バスケがしたいですだ！」

「あんたピポットのしすぎで脳味み噌そが磨り減ってんじゃないんですか!?」

「……あの」

　そして、二人のやりとりをずっと黙だまって聞いていた由希子が、おずおずと割って入る。

「……その、権ごん田だ先生の話、本当ですか？」

「ああ、本当だ真さな田だ。俺は昔、『湘しよう北ほくのゴンちゃん』と呼ばれるほどにバスケに熱中していた。今見せられないのが残念だが、人差し指でボールを五時間は回していられるほどにだ」

「凄すごい……ボールを、五時間も……っ!?」

「噓うそだらけだ。そもそもあなた恋こい文ぶん字じのＯＢでしょ」

　別々の意味で呆あつ気けにとられている由ゆ希き子こと朝あさ道みち。

「だから俺は、今こん野のはオッパイやパンティーに簡単に靡なびくような軟派な奴やつじゃないと信じている。だが、事態は一刻を争う」

「……え？」

「この子し門もんって女は、不ふ埒らちにもバスケットボール部の女子マネージャーだ。つまり、バスケット一筋の今野に一番距離が近い異性と言ってもいい……」

「ゴンさん、女子マネージャーって不埒ですか？」

「恋が始まる男女の条件は二つ。突然の告白と、身近な者同士の『気づいちゃった。私にとっての青い鳥は、家の近くにいたんだね』だ」

「分け方雑すぎません？」

「……サミー、ちょっと黙だまっていろ。今は授業中だ。皆大好き三年Ｂ組権ごん八ぱち先生の、特別補習白熱授業だ」

　権田は、工く藤どうの取り調べのときに見せた、淀よどんでギラギラとした目で朝道に言う。

「とにかくだ、真田。お前がこうして自分に正直になれないでいる間に、他の女に今野を取られちまうかも知れない。それでもいいのか？」

　権田は机に置いてそのままにしていた、巨乳マネーＧ子門舞まいの写真を静かに指さす。

「それは……」

「相手は爆乳Ｇカップ。おまけに付き合いは、ゴールデンウィークにたった一回話しただけのお前以上。正直勝ち目なんてないかも知れないがな」

　権田の冷徹な言葉が、由希子の胸を突き刺す。

「ゴンさん。そんな言い方って──」

　ないですよ。朝道のその言葉は、最後まで言うことが出来なかった。

「そんな言い方、ないじゃないですか！」

　叫さけんだのは、由希子の方だった。

「私だって、私が、それを一番わかっているんです！　確かに今野君と喋しやべったのだって、ゴールデンウィークのたった一回だし、彼には、いつも真しん摯しにサポートしてくれる女子マネージャーだっているんです！　そんなのわからないわけないでしょう！　私のことなんて、たった一回喋っただけの私のことなんて、覚えてくれているのかどうかだって怪しいのに、告白しろ？　無茶なことを言わないでください！」

「真さな田ださん……」

　大人しい印象しかなかった由ゆ希き子こが、こんなに声を荒げるとは、朝あさ道みちは想像していなかった。

「……認めますよ。私、確かに今こん野の君のことが好きです。ゴールデンウィークのときから、ずっと好きでした。だけど、それがなんになるっていうんですか？　好きだったら、告白したらなんになるっていうんですか？　それで呆あつ気けなくフラれて、失しつ恋れんして、傷つけって言うんですか？　それが青春だって？　ふざけないで！」

　頭の中で、あらゆる感情と思い出がグチャグチャに混ざって。由希子は気分が悪くなってきていた。慣れない大声を出したせいで頭痛がひどい。それでも、叫さけぶのを止やめられなかった。

「……たった一回だけなんですよ？　それだけで好きになって。でもなんて話しかけたらいいかわからなくて、タイミングも失って、ずっとそのままなんです。……私、まだお礼だって言えてないんです。それなのに、告白するなんて、私には絶対出来ないっ！」

　締めつけられるような悲痛な叫びに、朝道はなにも言えなかった。恋に対するやきもきした、そのどうしようもない気持ちは、痛いほどにわかった。わかるだけに、なにも言えなかった。

　思いだすのは、初めて歌か織おりに会ったあとのこと。

　生徒会に入ろうと決意した日のことだった。

　自分のことなんて忘れてしまっているだろう。この恋は叶かなわないかも知れない。

　だけど勇気を振り絞しぼって、歌織のいる生徒会のドアをノックしたのだ。生徒会に入会したいと伝えるために。

　結果、朝道は告白したものの、見事に玉ぎよく砕さいし、今もその想いを断ちきれないままでいる。

　きっと彼女も、僕のように好きな相手に拒絶されるのが怖いに違いない。その気持ちは、よくわかる。

　だが──

「……お前の気持ち、俺にもよくわかるぜ」

　朝道が、言えない言葉を、言うのを止めた言葉を、その男、権ごん田だ八はち兵べ衛えは簡単に口にした。

　瞬しゆん間かん、朝道は今まで味わったことのない気分に襲われた。生まれて初めての、殺意に近い、怒いかりだった。

「……ちょっと」

　息を吸い込んでも吸い込んでも、頭の中を、熱いなにかが巡る。耳鳴りが止まらず、心臓が破裂しそうに脈打っている。

「……そんな、冗談みたいなこと、言わないでくださいよ、ゴンさん」

　そんな状態でも、朝道の口から出た声音は、驚くほど冷静だった。

「こればかりは、噓うそとかじゃ済まされない。あなたに、ゴンさんにその言葉を、言う権利があるんですか？」

　気がついたとき、朝道は権田の肩を強く摑つかんでいた。許せないと、本気で思っていた。

「その場しのぎの噓うそとテンションでごまかしてきたあなたに、真さな田ださんの気持ちがわかるんですか？　そうやって高校時代も偽りと適当で固めてきたようなあんたなんかに！　失しつ恋れんが怖くてたまらない、失恋した後に今も苦しんでいる、僕たちの気持ちがわかってたまるかよっ！　──ふざけんなぁ！」

　叫さけんで、摑つかみかかって、気がつけば、朝あさ道みちは権ごん田だの顔目がけ、思いっきり右の拳こぶしを叩たたき込んでいた。




　顔面を殴なぐられ、派手に吹っ飛び机に叩きつけられる──

　──朝道。

「なんでぇ!?」

　事態を理解出来ずに情けない悲鳴を上げながら、朝道はカウンターパンチの衝撃で、鏡の前を横一直線に吹っ飛ばされると、自分が座っていた学習机に音を立てて激突した。

「あぃんっ!?」

　後頭部を思いきり机の角にぶつけた衝撃で、志し村むらファミリーのような絶ぜつ叫きようが喉のどから迸ほとばしる。

「なんで、僕が、殴られるんですかぁああああああああああっ!?」

　生まれ落ちてから十六年。おそらく朝道の人生で、ナンバーワンのの雄お叫たけび突っ込みだった。

　叫んだ瞬しゆん間かんに、朝道の襟えり首くびを強く摑んだのは、権田の骨張った固い拳だった。

「うわっ！　ちょっ、ちょっと！」

　ぐいっ、と力づくで持ち上げられ、視線を無理矢理権田の高さまで持ってこられる。

「っ！」

　そのとき、初めて朝道は気づいた。

「お前に、俺のなにがわかる！」

　自分も今、相手を本気で怒らせた。

「失恋が辛つらい？　告白が怖い？　甘えたこと言ってんじゃねえよクソガキが！　お前ら馬ば鹿かどもは、本当に辛いことがなにか、まったくわかっちゃいないっ！」

　いつものやる気のかけらもない、小汚い死んだような目をしていた権田の姿は、もうそこには存在しなかった。朝道の目の前で怒いかりの感情を露あらわにしているのは、一人の人間、一人の教師だった。

「……権ごん八ぱち先生……」

　襟首を締めつけられた、息苦しい声で、気づけば朝道はそう口にしていた。

「いいか！　本当に辛い恋れん愛あいって言うのはな、始まりも終わりもしなかった、告白できずに卒業しちまった恋愛のことを言うんだよっ！」

　その台詞せりふは、魂の籠こもった、本物の叫さけびだった。

「こっちはな、四十になっても夢に見るぐらい辛いんだよ！　毎晩毎晩心臓を何度もぶん殴なぐられるような悪夢に魘うなされるんだよ！　ハッピーエンドだろうとバッドエンドだろうと、それは一つの物語に出来る！　だがな、俺のこの告白すら出来なかった物語を、いったい誰が完結させてくれるっていうんだ!?　スポットライトすら浴びることなく、永遠に終わらない悲劇の物語の中で死を待つ気持ちが、お前らにわかってたまるかっ！」

「ゴンさん……それって……」

　前に中庭で、権ごん田だにはぐらかされたときの会話が、朝あさ道みちの中でうっすらと蘇よみがえる。

　あのとき、権田が隠して言わなかったことが、今になって朝道にも理解できた。

「それが、きっかけだったんですか？」

　朝道の言葉に、徐々に権田の襟えり首くびを握る拳こぶしの力が弱まっていく。

「……昔の話だ。俺は中学時代、かつてお前のように恋をした。今のお前にも負けないぐらいに、本気だった。たぶん、お前よりセンスのないラブソングとか作ったな。本当に、付き合えたら死んでもいいってくらいに好きだった。だが、結局告白すら出来ないまま、俺はその相手と一いつ緒しよに卒業し、別々の高校に行っちまった」

　初めて、権田八はち兵べ衛えという人間を見た、と朝道は思った。自分は、なにも見ていなかったと、気づかされた。この人は、こんなにも強くて、弱くて、ハッキリしていて、虚うつろで、まっすぐで、捻ねじれていた。

　自分を蔑さげすむように、権田は小さく笑う。その笑え顔がおは、貼りつけたようにのっぺりと薄いのに、瞳ひとみだけはまるで洞ほら穴あなのように深く暗い、不気味な微笑ほほえみだった。

「この高校に来て、Ｑピッツに入ったのは、俺みたいな悪夢の奴ど隷れいをこれ以上増やしたくなかったからだ」

　権田はそう言って、朝道の襟首から手を離した。制服は権田が摑つかんだところでクシャクシャに皺しわが寄っていて、まるで今の権田のようだと、朝道は思った。

「天国か地獄か選べる奴やつらと違って、俺は幽ゆう霊れいみたいなもんだ。恋れん愛あいに生きることも、死ぬことも出来ない、それが一番なによりも辛つらい。そんな、俺みたいな恋愛ゴーストを少しでも減らせるってんなら、俺は噓うそもつくしごまかしもする。恐きよう喝かつまがいの取り調べもすれば、変なテンションで白熱授業だってしてやるさ」

　権田の真剣な態度に、朝道は考えを改めざるを得なかった。

　今もまだ、権田はこの世を彷徨さまよっているのだろう。授業でやる気を出さないのも、普段の適当な生き方も、全て生きながら死んでいるから、死んでいるのに生きているから。

　それは重すぎる十字架だった。

「……お前が聞きたがっていた、俺がＱピッツに入団した理由ってのは、そんなところだ。……殴なぐって悪かったな、サミー」

　古びたスーツの襟を直しながら、権田は座り込んだままの朝道に、右手を差しだす。

「……いえ、こればっかりは、殴られても文句言えないです」

　朝道はその手をゆっくりと摑つかみ、引き起こされるように立ち上がる。

「僕の方こそ、生意気なこと言って、すいませんでした」

　深々と、朝あさ道みちは授業以外で、初めて権ごん田だに頭を下げた。

「ああ……」

　ぽん、と優しい重さが、朝道の肩に一いつ瞬しゆん載った。

　それだけで、朝道は泣きそうで、しばらく顔を上げられそうになかった。

「そういうことだ、真さな田だ。さっきまでの俺のバスケ部からのくだりは、全部噓うそだ。無理に告白しろとは、もう俺は言わない。だが、あえて、それでも言わせてもらう」

「……はい」

　由ゆ希き子こは、静かにそれだけをやっと口にした。

　権田は小さく頷うなずくと、由希子の目を見つめ、ゆっくりと、はっきり言葉を続けた。

「『告白しない後悔は、告白した後悔に勝る』。四十年生きてきた、俺の格言だ。これで、権ごん八ぱち先生の白熱補習授業は終了だ。あとは、お前が決めろ」

　由希子にとっても、朝道にとっても、その言葉はとても重く、芯の通った箴しん言げんに聞こえた。

「私……」

　やがて、由希子は迷いを断ちきるように、大きく首を振った。そして、薄暗い権田の目を真っすぐに見つめ返した。

「私、もう後悔はしたくないです」

　突然、机に置かれたままの由希子の写真を摑つかみ取り、目の前でグシャリと握り潰つぶした。

「ひぃっ!?」

　由希子から漏もれる気迫が、朝道を盛大にビビらせる。

「真田……」

　権田も、由希子の急激な変化に、驚きを隠せない。

「決めました。私、今こん野の君に、告白します！　巨乳なんかに、今野君は絶対に渡しませんっ！」

　覚悟を決めた少女の声には、合かつ戦せんに赴おもむく、若武者の雄お々おしい気迫が込められていた。

「いい返事だ、真田。お前がそう言ってくれるのを、俺たちはずっと待っていた！」

　権田の目に、再び獰どう猛もうな光が戻る。

「お前が覚悟を決めたなら、俺たちが全力でバックアップしてやる！　こいつらと、一いつ緒しよに！」

「……こいつら？　誰のことです？」

　思わず聞いてしまう朝道。

「真田。お前に紹介しよう。俺たちの、大事な仲間を……ヘイカモォンッ！」

　バチンッ、と権田が大きく指を鳴らした瞬しゆん間かん、ＱＰルームのマジックミラーが、ゆっくりと真っ二つに割れ、ガガガガッ、と開き始めた。

「きゃっ！」

「うわっ！　この鏡、開くんですか？」

　由ゆ希き子こと一いつ緒しよになって驚いている朝あさ道みち。

「そうだ。彼らはずっと、この事情聴取をじっと見守っていた、俺たちの大事な仲間だ」

　開いた鏡の奥に、強い逆光によってシルエットとなった何人もの人影が浮かび上がる。

「あぁ！　も、もしかして、『ＱＰハニーズ』が来てくれたんですか？　わ、わぁいっ！　やっと間近で、あれが見られる！」

　朝道は、満点の笑え顔がおで元気づけてくれる桃色天使の応援団の姿を想像し、テンションが上がった。

「こいつらがいれば、どんな恋だって叶かなえてみせる！　Ｑピッツで最高のチームだっ！」

　権ごん田だの紹介とともに、完全にマジックミラーが開かれた。

「そうですよ、真さな田ださん！　彼女たちがいれば、絶対に真田さんは勇気をもらえますっ！　ていうか、僕だけ元気になっちゃうか……も……？」

　一緒になって紹介をしようとした朝道の声が、段々と小さくなって行く。

　強すぎる光にもやっと目が慣れてきて、朝道にもその人影の一人一人の顔がだんだんと見えてきた。




「……誰？」




「サミー。女子の告白に、ハニーズを呼んでどうする？　まだお前にも紹介してなかったな。こいつらは『Ｑピッツ』最強の戦士。その名も、『恋れんジャー部隊』だっ！」

　これは、夢だろうか。

　朝道の眼前に広がるのは、日常生活では決して見ることのない、なにか。

　溢あふれだすほどに盛り上がった、大だい胸きよう筋きん。

　染み渡るような彫りの深い、大だい腿たい筋きん。

　滲にじみでるように自己主張をしている、上腕二頭筋。

　そして、真っ白な歯を剝むきだしの、笑え顔がお。

　その全てが大小様々な古傷に覆われ、その傷の上に更に新たな傷が刻まれ、男たちの肉体は使い古された愛銃のごとく傷だらけだった。

　それらをピチピチに包み込むのは、厚手の生地で作られ、袖と裾すそがギリギリまで切り落とされ、タンクトップとホットパンツみたいになっている、どピンク色の迷彩服。

　ピンク、パールピンク、ショッキングピンク、アイシクルピンク、カーネーションピンク、サーモンピンク、サロメピンク等々、いったいどこに溶け込むのかというほど様々なピンクの博覧会。

　斜めに被っているベレー帽、それももれなくピンク。

　手にしたゴツいアサルトライフルまでもが、もれなくピンク。

　そしてもれなく、全員外国人。

　アジア、西洋、南米、中東、北ほく欧おう。ありとあらゆる肌の色で構成された二十名の変態が、目を剝むいて雄お叫たけびを上げながら飛び込んできた。

『恋れんジャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

「わぁあああああああああああああああああああああっ!?」

　叫さけぶ朝あさ道みち。

「きゃあああああああああああああああああああああっ!?」

　叫ぶ由ゆ希き子こ。

『恋ジャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　そして、その叫びに更に触発されて、より大声で叫ぶ、恋ジャー部隊。

　ＱＰルームのかびくさくて狭い室内は、多国籍な阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

　周囲を筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのどピンク軍人（外来種）に囲まれて、朝道と由希子は半泣きだった。

「なにこれ？　なにこれ!?　ゴンさんっ！　なんなんですかこのピンクの色した謎生物ミユータントは!?」

　叫ぶように問いただす朝道。

「『恋ジャー部隊』。厳しい訓練をくぐり抜けた、屈強な恋れん愛あい戦士だけで構成された、Ｑピッツ最強の外国人部隊だ。どうだ、凄すごいだろ？」

「怖いです！　しかも、な、なんなんですかこの人たち、僕を取り囲んで……凄く、お尻しりを触さわってきます！　ていうか、揉もんでる!?　イヤッ！　違う意味でも凄く怖いっ!!」

「心配することはない。言葉が通じないぶん、こいつらはボディタッチでコミュニケーションを求めているだけに過ぎない。なにしろ、外国人だからな」

「そ、そうだったんですか？　……それにしても手荒い歓迎ですね……」

「ああ。だがなんてことはない。彼らはただの、訓練された生きつ粋すいの男好きというだけで──」

「今なんて言いました!?　男好き!?　訓練された!?　なにがコミュニケーションだっ！　ただ僕を異性として、いや、同性として見てセクハラしているだけじゃないですか！」

「だが、彼らは強いぞ。皆、かつては実際に海外の紛争地帯で闘ってきた、生粋の元傭よう兵へいたちだ。戦力としてはおそらくこの恋こい文ぶん字じ学園最強と言ってもいいだろうな」

「安心できない！　だってそれ逆らったら力ずくで僕をモノに出来るってことですよね!?　そんなの嫌いやだっ！　誰か助けてぇっ！」

　悲鳴を上げる朝道の視界の先、屈強すぎる人混みの中に由希子の姿を見つけた。

　か弱い女生徒に助けを求めるというのもあれだったが、今この場で朝道が頼れる相手は、もう由希子しかいなかった。

「さ、真さな田ださぁんっ！　真田さん助け……あぁ！　真田さん自分が対象外だからって安心してる!?　なにその超リラックスした顔！　う、裏切りものぉっ!!」

　朝あさ道みちが絶望に染まった雄お叫たけびを上げる先で、由ゆ希き子こは周囲にいた恋れんジャーと一いつ緒しよに談笑していた。

「は、ハロ～」

「恋れんジャーッ！」

　由希子の挨あい拶さつに、目の前にいた北ほく欧おう系の恋ジャー隊員が笑え顔がおで叫さけぶ。

「わぁー、この人たち、本当になに話しかけても『恋ジャー』って答えるんですね」

「訓練されているからな。あらゆる感情表現は全て『恋ジャー』で片づける。それがこの部隊のルールだ。イエスもノーもない。答えは全て『恋ジャー』だ」

　丁寧に説明する権ごん田だ。

「へぇー……」

　納なつ得とくしたように頷うなずく由希子。

　くるっと首を回し、助けを求める朝道に振り返る。

「あの……この人たち、別に悪い人たちじゃないみたいですよ？」

「そりゃ君にとってはね！　あぁっ！　こうしている間にもずっと僕のお尻しりが揉もまれ続けている!?　く、くそぉっ！」

　朝道が藻も搔がけば藻搔くほど、誰とも知れない恋ジャー隊員のゴツゴツした手が、朝道のズボンの尻部分を激しく揉みしだく。

「しつこいっ！　もうずっとだ！　ずっと揉んでるこいつ！　おんなじ奴やつが、もうずーっと僕のお尻を摑つかんで離さないっ！　いったい誰なんだよこんちくしょうっ！」

　余りに長すぎるセクハラに、朝道の堪かん忍にん袋の緒おが切れた。思いきって、後ろを振り返る。自分の尻を摑み続ける痴ち漢かん野郎を、睨にらみつけてやろうという魂胆だった。

　振り返った瞬しゆん間かんにバッチリ目が合ってしまったのは、顔中傷だらけの、ムキムキの筋肉をピクピクさせた黒人恋ジャー隊員だった。

「……（キッ！）」

　思っていた以上の相手の顔の迫力に尻込みするも、すぐに気持ちを立て直し、思いきり睨みつける朝道。

「……（モミモミ）」

　その間も、朝道の尻を揉む手は止まらない。

　朝道は、明らかに目の前のこいつが犯人だと確信し、その傷だらけの黒人恋ジャーを睨み続けた。

　しばらくして、黒人恋ジャーは頰ほほを紅あかく染め、朝道からふと目を逸そらし、恥はずかしそうに呟つぶやいた。

「……恋ジャー♥」

　尻を揉む手が、二つに増えた。

「外したぁ!?　ちくしょう、こいつじゃなかった！　これ、なんか僕からアプローチしたみたいになっちゃってる!?　ああもう止やめて！　お願いですからもうお尻しりを揉もむのを止めて！　僕は違うんです！　僕には、好きな人が、心に決めた人がいるんです！　女子で！　僕は、僕はホモじゃないんですぅううううううっ！」

　同性愛者の外人兵士に取り囲まれ、その内二人に尻を揉まれ続け、朝あさ道みちの精神はもう限界だった。

「全く、たかだか尻を触さわられているくらいで、情けないぞサミー」

　呆あきれたような口調で、権ごん田だは朝道を叱しかりつける。

「まあ、もういいだろう。遊びはここまでだ」

　権田はそう言うと、指で輪を作り、甲かん高だかい音で口笛を鳴らす。瞬しゆん間かん、周囲のざわめきは止み、朝道の尻を揉む手も止まった。

「や、やっと終わった……」

　安あん堵どの表情を浮かべる朝道。

「ヘイ恋れんジャーズ！　レッツ・ショータイムだぜっ！」

　権田の一言に、周囲の恋ジャー部隊が沸き上がった。

『恋ジャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　恋ジャーたちは叫さけぶと同時に、権田の背後に整列し、朝道と由ゆ希き子こに向かい合うように、一斉に足踏ぶみを始めた。
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　そろった足踏みの地響きが、ＱＰルームの床を小刻みに揺ゆらす。

「うわっ！」

　思わず尻しり餅もちをついてしまう朝あさ道みち。

「え、な、なんなの？」

　戸惑う由ゆ希き子こ。

　その内、恋れんジャーたちは二回足踏みをすると同時に、一斉に手拍子を一回入れ始めた。

　ドンドンチャッ！　ドンドンチャッ！　ドンドンチャッ！　ドンドンチャッ！

「こ、このリズムは……っ！」

　朝道はこのリズムを知っていた。今も世界中で愛される偉大な伝説的ロックバンドグループ。

「恋ジャー部隊は、作戦が始まる前にいつもこれを唄う……だからっ！」

　言うと同時に、権ごん田だはその場で急に、今まで身に纏まとっていた、茶色の地味なスーツをバサッ！　と脱ぎ捨てた。

「きゃあっ！」

　思わず悲鳴を上げ、顔を手で覆う由希子。

「ちょ、ちょっとゴンさん？　女子もいるんだから急に脱がないでください……ゴンさん？」

　その下に着込まれていたのは、どピンク色の、生地の薄いタンクトップだった。

　若じやつ干かんメタボな体型の上に着た、どピンクタンクトップに、朝道の口が限界まで開かれた。

「ゴンさん！　なんて格かつ好こうを……ハッ!?　まさかゴンさんも……ゲ、ゲ、ゲゲゲのゲイ!?」

　朝道は、もう考えるのを止やめたかった。言葉も出ない。

　混乱する朝道たちを尻目に、権田の手にいつのまにか短いマイクスタンドが握られ、背後ではソバージュヘアーのアラブ系恋ジャー隊員が高級そうなエレキギターを構えていた。

「さあ、真さな田だ、サミー！　告白前のウォーミングアップだ！　一いつ緒しよに唄え！　『We will rock you』の替え歌で、『きゅぴきゅぴ♥Ｑピッツ』っ！」

「替え歌を、唄えっ!?」

　戸と惑まどう朝道を無視し、権田はポケットから、これまたどピンク色のティアドロップサングラスを取りだし、その顔にスチャッと装着した。

「あっ！　それ、初めて会ったときにかけてたやつ……っ！」

　朝道の指摘に、頷うなずきながら不敵な笑えみを浮かべ、権田はマイクスタンドに口元を寄せ、叫さけぶように唄いだした。
















【きゅぴきゅぴ♥Ｑピッツ】　歌詞　権ごん田だ八はち兵べ衛え





　ドンドンチャッ！×８

＜１＞

（権田ソロ）

　緻ち密みつな捜査と情報収集　代わり映えしない　エブリデイッ！

　その全て　君の　恋路を助けるためだぜ　俺たちっ！

（合唱）

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ！

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ！

＜２＞

（権田ソロ）

　泣きたくなる日もたまにはあるけど　負けちゃいられない　ネバーギブアップッ！

　告白の　成功は　命に変えても守り抜くっ！

（合唱）

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ！

（権田）「もっと声出せっ！　俺たちっ！」

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ!!

＜３＞

（権田ソロ）

　恋れん愛あい刑デ事カの報われない日々　彼女いない歴　同い年っ!?

　後悔は　してないと　そう言ったら確かに噓うそになるっ！

（合唱）

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ！

（権田）「もう一回っ！　俺たちっ！」

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ!!

（権田）「まだまだっ！　俺たちっ！」

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ[image: かんたんふさん]

（権田）「ラストッ！　俺たちっ！」

　きゅーぴーきゅーぴーＱピッツッ[image: かんたんふよん]

（権田）「センキュウッ！」





















　演奏が終わると同時に、その場にいた全員が、天井目がけて一斉に両りよう拳こぶしを突き上げ、

『恋れんジャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　思わず叫さけんでいた。

　アラブ系恋ジャー隊員のギターは、信じられないくらい高度なテクニックを披ひ露ろうし、権ごん田だのマイクパフォーマンスは、完璧に往年のカリスマタンクトップを彷ほう彿ふつとさせた。

　由ゆ希き子こも最初は怯おびえていたが、２回目の合唱辺りから急にテンションが上がってきたのか、恋ジャー隊員たちと一いつ緒しよになって「Ｑピッツッ！」と叫んでいた。

　朝あさ道みちもそうだった。だが、どうしてなのだろう？

「……僕、大切ななにかを失った気がしますっ！」

　膝ひざから崩れ落ち、朝道の目から涙がこぼれて止まらない。

「おおサミー。お前かなりノリノリだったな。まるで、若い頃の俺を見ているようだったぜ」

　どピンク色のタンクトップを、汗でビッチョビチョに濡ぬらした権田が、微び妙みようにサングラスを斜めにずらし、荒い息をしながら朝道に駆かけ寄ってきた。

「その格かつ好こうで近づかないでください！」

　ずざざざっ！　と権田から後ずさるように距離を取りながら、朝道は質問する。

「ゴンさん、あなたいつもあんなことやってるんですか!?　そんな凶悪色したピチピチタンクトップを着てモノマネ大会を？　なんなんですかこの最低な方向の完成度は!?」

「もちろんだ。この『きゅぴきゅぴ♥Ｑピッツ』は作戦前の恒例行事だ。今まで一度も欠かしたことはない」

「狂ってるっ！　しかもなにをさも自分の歌みたいに！」

　怒いかりと混乱が、朝道の中で収まらない。

「文句はあとで聞く、サミー。まず、俺たちにはやらなければいけないことがあるはずだ、そうだろ、お前たちっ！」

『恋ジャァッ！』

　権田の号令と同時に、恋ジャー部隊は手にした銃器を天井に掲げ、雄お々おしく一斉に叫んだ。

「真さな田だ、覚悟は決めたな？」

　権田の問いかけに、由希子は拳を突き上げ大声で返答する。

「恋ジャァッ！」

「感う染つったっ!?」

　朝道は絶望した。もうこの場所には、自分以外にまともな人間はいないと。

「さあ、サミー。これから作戦が始まる。気合いを入れていけ」

　朝道に熱の籠こもった声をかける権田。

「さ、作戦……？」

「内容はもう決まっている。俺たち恋れん愛あい刑デ事カは、現場周辺で待機だ」

「決まってるって、いつ決めたんです？」

「俺が決めたんじゃない。なあサミー、Ｑピッツのボスはいったい誰だ？」

「それは……」

　朝あさ道みちは当たり前すぎる質問に、一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。

「……香か澄すみ先輩でしょう？」

「そうだ。彼女の仕事は、なにも捜査会議で机を叩たたいてキレることだけじゃない」

「あれ仕事でやってたんですか!?」

「ああでもしないと会議が進まないからな。俺たち恋愛刑デ事カの仕事は、恋に困った生徒を捜査することだ。恋れんジャー部隊は、告白現場を守ること。そして──」

　権ごん田だは、朝道の目の高さに、三本の指を掲げた。

「ボス、香澄歌か織おりの仕事は、告白の作戦立案とその指揮だ。これからは、ボスの独どく壇だん場だ。お前もしっかりそれを見て勉強しろ。告白とはなにか、恋愛とはいったいなんなのかをな」

　権田は傾いていたどピンクサングラスを片手で直しながら、不敵にニヤリと微笑んだ。

「……あの、ゴンさん？」

　律りち儀ぎに手を上げ、朝道は素朴な質問をした。

「恋愛ってそんな大変なことでしたっけ？」
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【作戦許可申請書】




作戦名　『真さな田だ由ゆ希き子こ告白作戦』




作戦立案者　兼 作戦指揮官

　恋れん愛あい警視総監　香か澄すみ 歌か織おり




作戦人員リスト

恋愛警察官から、以下の５名を起用する。

　恋愛警部 　権ごん田だ 八はち兵べ衛え　日本史教師

　恋愛巡査長　島しま村むら 丈じよう司じ　二年生

　恋愛巡査長　青あお柳やなぎ 徹とおる　二年生

　恋愛巡査　　前まえ田だ 信のぶ夫お　一年生（尚なお、本作戦容疑者と同クラス所属）

　失恋巡査　　陽ひ方がた　朝あさ道みち　一年生

　その他、警備役として恋ジャー部隊30名。

　以下三十五名を作戦人員とする。




恋愛容疑者

　真田　由希子　一年生　女子バレーボール部所属




恋愛対象

　今こん野の　英ひで一かず　一年生　男子バスケットボール部所属




告白場所

　恋こい文ぶん字じ学園　校舎裏

　尚、配置、作戦内容は追って報告する。




作戦責任者（尚なお、本作戦中の問題全ての責任をこの者が取るとする）

　恋愛警察Ｑピッツ顧問　兼 校長 　 千せん羽ば 鶴かく朗ろう
















「……なんですこれ？」

　権ごん田だに手渡された一枚のプリントを手にし、プルプルと震えながら、朝あさ道みちは質問する。

「なにって、ちゃんと書いているだろ。作戦許可申請書だ」

「そうじゃなくって！　ほらここ！　僕の階級のとこだけ『失しつ恋れん巡査』って！　自分に階級があったことも驚きだけど、どうして僕だけこんな不名誉な！　誤字ですよ誤字！」

「誤字って、お前現に失恋しているだろう？」

「そういう問題じゃない！　プライバシーの侵害ですよ!?」

「俺に文句を言ってもしょうがないだろ？　それ作成したの、香か澄すみ歌か織おりだぞ？」

「えぇっ!?」

　時刻は、夕方の六時過ぎ。

　場所は、中庭を抜けて出られる、ひとけのない校舎裏。

　そこにたった一人、真さな田だ由ゆ希き子こが心細い表情で立っていた。

　朝道と権田は、その様子を腰ほどの高さに生え揃そろった、茂しげみの中から見守っていた。

　朝道の右隣で、権田は同じようにしゃがみ込みながら、あんパンと牛乳の紙パックをモグモグチューチューしている。朝道が理由を聞くと、

「張り込みといえば、あんパンと牛乳だろうがっ！」

「……すみません」

　権田から答えにならない怒いかり任せの説教をされると、朝道はもう謝ることしかできなかった。

「……ゴンさん、この告白現場の監視が、僕たちの任務なんですね？」

　朝道の手には、ゴツい双そう眼がん鏡きよう。目測十メートルも離れていない距離を双眼鏡で覗のぞき込みながら、朝道は権田に質問する。

「そうだ。俺たちの任務は、ここで告白現場を監視し、今こん野のと真田の恋路を見守ることだ」

「それだけで、あの、僕らこんな格かつ好こうしなくちゃいけないんですか？」

　朝道の格好は、かつて公園で見た権田たちと全く同じ、どピンク色のトレンチコートに、どピンク色の帽子とサングラス。ついでに言うと、手にした双眼鏡すらも徹底してどピンク色だった。

　この作戦が始まる直前に、権田から手渡された物だった。

「なんなんですかこの桃色コロンボはっ！」

　地面に拳こぶしを叩たたきつけながら、朝道は小さく叫さけぶ。

「ウチのかみさんがね、よく言ってたんですよ。恋をすると世界が桃色に染まってしまうって」

「噓うそつけ！　独身中年っ！」

　権田の全く似ていないコロンボのモノマネにも腹が立つ朝道。

「噓じゃない。現に、人は恋をすると世界が桃色に見えてしまう。だからこの服装なんだ」

「そっちじゃないですっ」

　微び妙みような食い違いを指摘する朝あさ道みちを無視して、権ごん田だの話は続く。

「桃色に染まった世界で、俺たちＱピッツが活動するのに最も適した色はいったい何色だ？　暗殺者が闇やみに溶け込むために、黒一色のタイツを着るように、軍人が森の中に溶け込むために緑色の迷彩服を着るように、Ｑピッツは恋する男女の背景に溶け込むために、ピンク一色のトレンチコートを着る。これになんの問題がある？」

「平然と理屈こねてますけど、ゴンさんの言っていることって結構意味がわかりません！」

　朝道の頭の中で、常識の概念が混乱を起こす。

「この服装に関してはもういいです……でも」

　朝道は双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込みながら、周囲を見回す。

　見た目はかなりアレだったが、かなり高性能な双眼鏡は、かなり遠くまでくっきり見える構造だった。

　朝道たちが潜ひそんだ茂しげみと反対側の茂みには、数本の雑木が生えている。

　その雑木の奥には、朝道の位置からどピンク迷彩がくっきりと見える。

　ご丁寧に顔にまで、迷彩服と同じ、どピンク色のフェイスペイントを塗りたくっていた。

　自然界には決して存在しない圧倒的なまでのピンクの人影が十名、周囲の葉に決して溶け込むことなく、全員校舎裏に向けて、手にしたピンク色の狙そ撃げき銃を向けている。

『恋れんジャーッ！』

　風に乗って、彼らの雄お叫たけびが耳に届く。

「……」

　校舎に双眼鏡を向けると、あちこちの窓から同じようなどピンク迷彩が十名ほどが顔を出し、同じくピンクに染められたマシンガンやバズーカ砲を真下に向けていた。

『恋ジャーッ！』

「……」

　空を見上げると、バタバタバタッと、どピンク色の戦闘ヘリが、上空から校舎裏をライトで照らしながら、これまたどピンク色の機関銃を光らせている。

　操縦席に座るどピンク色のパイロットが、双眼鏡で覗き込む朝道に親指を上げ、口パクで

『恋ジャーッ！』

「……」

　隣の茂みに目を移すと、同じように顔をピンク色に染めたアフリカ系の黒人が、双眼鏡を片手に、唾つばで濡ぬらした人差し指を上に掲げ、巨大な狙撃銃、対物破壊アンチ・マテリアルライフルを構えた隣りの東南アジア系の男に小声でなにかを伝えている。

「……恋ジャー」

「……恋ジャー」

　アフリカ系黒人の言葉に小さく頷うなずくと、東南アジア系はライフルに設置された照準器をカチカチと調整していた。

「彼らはいったい誰と戦争するつもりなんですかっ!?」

　双そう眼がん鏡きようから目を離し、朝あさ道みちは指を隣の茂しげみに向けながら権ごん田だに叫さけんだ。

「恋れんジャー部隊のことか？　心配するな、彼らはアレが仕事だ」

「仕事っ？　始末じゃなくて？　ていうかなぜ『恋ジャー』だけで意思疎通できるんです？　わけがわからないっ！」

「厳しい訓練を乗り越えた恋ジャー隊員は、あらゆる意思疎通を『恋ジャー』で行える。国籍も人種もバラバラの恋ジャー部隊を纏まとめるのには、共通の言葉が必要だった。それが、『恋ジャー』だ」

「答えになってない！　ていうか、さっきからあの黒人恋ジャー、僕の方にチラチラ熱い視線を送ってくるっ！　……あ、あいつさっき僕のお尻しりを揉もんでいた奴やつだっ！」

　黒人の恋ジャー隊員が、突然双眼鏡から目を離し、朝道に小さくウインクを飛ばした。

「……恋ジャー♥」

「怖っ！　今『恋ジャー』だけで僕を狙ねらっているってのがよく伝わってきました！　知らない方が幸せだった！」

「バーニーのことか？　ああ、奴は日本の若い男子が好みらしいな。気に入られてよかったじゃないか」

「なにがいいんですかぶっ飛ばしますよ!?　しかもなんだバーニーって！　えぇ？　黒人で、屈強な軍人で、全身ピンク色で、ガチムチの同性愛者で、名前がバーニー？　揃そろいすぎてゲイのロイヤルストレートフラッシュだ！　……いや、ゲイ犯ヤルストレートフラッシュだ！」

「……シッ！　静かにしろ……」

　朝道が泣き叫ぶ横で、権田は口に人差し指を当てる。

　権田の耳元には、小型のイヤホンがはめられている。

　それは、権田がトレンチコートの下に仕込んだ通信機に繫つながっていた。

　他の三人、島しま村むら、青あお柳やなぎ、前まえ田だは、朝道たちとは別行動で、由ゆ希き子こが恋する相手である今こん野の英ひで一かずを、ここ校舎裏まで誘導してくる手て筈はずになっていた。

　しばらく通信機に耳を当て押し黙だまる権田。やがてコートの袖口に取りつけた小型マイクを口元に寄せる。

「……ＱＰ１了解。オーバー。……サミー、ターゲットの誘導が始まった。しっかり見ておけ」

「あ、はいっ」

　朝道はその報告を聞き、急いで双眼鏡を覗のぞき込む。

「……あの、ゴンさん？」

　双眼鏡を目に当てたまま、朝道は権田に声をかける。

「なんだ、サミー？」

「……他の三人、『ファッション』先輩たちは、今こん野の君をここに誘導しに行ったんですよね？」

「そうだ。それがあいつらの任務だからな」

「……普通に手紙で呼びだすとかでは駄だ目めなんですか？」

「っ!?」

　驚きよう愕がくに満ちた表情で、権ごん田だは朝あさ道みちを見つめ返す。

「……その手があったな、サミー」

「……」

　朝道は、もう色々と諦あきらめた。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　ひとけのない体育館。高い天井の照明に照らされたバスケットコートの中で、今野英ひで一かずは、たった一人バスケットボールを弾はずませていた。

　一年生にして、レギュラーの座を勝ち取ってから、今野は部活終わりにフリースローの練習をしてから帰るのが日課になっていた。

　先輩の足を引っ張らないために、自分の技術を少しずつでも向上させるために、今野はこの日課を今日まで欠かしたことはなかった。

　体育館の床に、ダムダムと無機質な音が響き渡る。

　今野が立っているのは、フリースローラインと呼ばれる、ゴールリングから約四メートルほど離れた位置だった。

　ダムダム、ダム……

「……ふっ」

　小さく息を吐はきながら、今野はボールを目の前に右手で構えると、流れるようにボールをゴールリングに向け、静かに放った。

　ボールは美しい放物線をゆっくりと描えがきながら、ゴールリングの中へ、ネットを揺ゆらす音とともに吸い込まれた。

　リングを抜けたボールは、弾みながら体育館出口まで転がっていった。

「……ん？」

　転がるボールの先、ちょうど陰になっている場所に、何者かが立っていた。

「へぇ。流石さすがレギュラー部員。綺き麗れいなシュートだ」

　暗がりの中、人影が感かん嘆たんの言葉を今野に送った。

「……あんた、誰だ？　そこでなにしている」

　訝いぶかしげに、暗がりの人物を見つめる今野。

　ゆっくりと、照らされた明かりの下に姿を現したその人物は、バスケ部のチームメイトでも、知り合いでもなかった。

「俺はファッション。ファッション島しま村むらだ。別になにもしちゃいないよ。ただ、君を見ていただけさ」

　爽さわやかに声をかけてきたのは、首に巻かれた真っ赤なマフラーが印象的な、笑え顔がおの似合う美男子。

「ファッション、島村？　それ、名前か？　……それよりも、なんだその格かつ好こう？」

　今こん野のはファッション島村と名乗る男の姿を見て、呆あつ気けにとられる。

「これかい？　これは、そう、勝負服さ」

　島村のマフラーの下は、恋こい文ぶん字じ学園指定の体操服に包まれていた。そこまでは特に問題ない。

　問題は、その上から重ね着された、強烈な自己主張をした、ショッキングピンクのゼッケンだった。背番号は９。大きく書かれたその数字には、ピカピカと鬱うつ陶とうしい輝きを放つスパンコールが散りばめられていた。

「……勝負服？」

　今野の疑問を無視して、島村は話を続ける。

「そして君は、今野英ひで一かず君、だね？」

「……そうだけど、オレになにか用か？　生あい憎にくだけど、オレはあんたを知らないし、用があるとはとても思えないんだが……」

「確かに、俺と君とは直接の面識があるわけじゃない……」

「……じゃあ、いったいなんの用だよ？」

　訝いぶかしげに、島村に問いかける今野。

「この格好の通りさ。ただ、俺が君の練習相手になってあげようと思ったんだ。退屈しのぎにちょうどいいんじゃないかい？」

　島村の足元には、さきほど今野がシュートを決めたときの、バスケットボールが転がっていた。それを床でバウンドさせ、島村は今野に向けて放り投げた。

　素人しろうと丸出しのオーバースローで投げられたボールは、へろへろとした軌道を描えがき、今野の手前でバウンドした。

「……あんた、オレと勝負するつもりなのか？」

　それをキャッチしながら、今野は呆あきれた様子で言う。

「止やめとけよ。どう見てもあんた、素人だろ？　経験者ならともかく、あんたじゃ退屈はしのげねえよ。オレのプレイは荒っぽい。下へ手たすると、怪け我がさせちまうかもしれねえ。バスケ遊びがしたきゃ、他を当たってくれ」

「おいおい。確かに俺はバスケ素人さ。ボールなんて、体育でしか触さわったことがない。だけど、これでも……」

　島村は、今野の許もとへゆっくりと歩み寄りながら、にこやかにそう語りかける。

　今こん野のから五メートルほどの距離に島しま村むらが踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん、島村の首に巻かれたマフラーが、一直線に伸びた。

「……っ！」

　気がつくと、今野の視界から、島村の姿は消えていた。そして、手に持っていたはずのバスケットボールも。

「……こっちはこっちで、遊びじゃないんだよ」

　背後からかけられた声に、慌あわてて振り返る今野。

　マフラーをはためかせ、指先でボールをくるくると回す島村が、そこに立っていた。

「どうだい？　少なくとも、君を退屈させることは、ないと思うけど」

　そう言って、島村はボールを指先から離すと、流れる様に小こ脇わきに抱かかえ、微笑ほほえんだ。

「……ずいぶんと、お洒落しやれな真ま似ねをしてくれるじゃねえか、ファッションさんよ」

　油断していたとはいえ、ボールを奪うばわれるまで気づけなかったのは、今野にとって生まれて初めての屈くつ辱じよくだった。

　中学時代から、持ち前の身長とテクニックで、敵なしと言われていた自分にとって、チームメイトも、それこそ日本中のバスケ強豪校でも、実力では今野に劣おとる相手ばかりだった。

　だが、目の前にいるこのお洒落な男なら、飽あいていた自分を、本気にさせてくれるかもしれない。

　そう思うと、今野の中で燻くすぶっていた闘争心が強く疼うずいた。

「オレにこんな真似をして、ただで済むと思うなよ……」

　殺気立った言葉を放つ今野。

「もちろん。やる気になってくれて、こっちは嬉うれしい限りさ」

　それを受けても、島村の表情から、微笑みは消えなかった。

「１ｏｎ１だ。点数上限はなし。あんたが泣きを入れるまで、オレはプレイを止やめねえ。いいな？」

　ゴールを背にするようにして、島村と対たい峙じする今野。その顔には、凶暴な笑え顔がおが貼りついていた。

「構わないよ。その方が、俺にとっても都合がいいしね」

　それを躱かわすように、島村は柔らかく微笑み返す。

「意見が合って、嬉しいぜ……」

　気づいていた。目の前のこの派手な格好の男は、どこか普通じゃないと。

　今野は、久々に本気で楽しもうとしていた。

「ボールはそのままあんたが持ってな。先攻はくれてやる」

「ありがとう。じゃあ、いつでもいいよ。かかってきなよ、バスケットマン」

　挑発するようにそう言うと、島村はドリブルを始める。腰を徐々に低く構え、臨戦態勢は整ったようだった。

「……ああ。そうさせて、もらうぜっ！」

　挨あい拶さつもそこそこに、今こん野のはドリブルを始めた島しま村むら目がけて襲いかかった。

「楽しませろよ、マフラー野郎っ！」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　その二人の様子を、ジッと見つめる、二つの影。

　体育館の二階部分に設置された、細い通路のギャラリーに蹲うずくまるように、息をひそめていた。

「……流石さすが、見事な囮おとりっすね」

　飛びだした前歯を輝かせて呟つぶやく、『前歯』こと前まえ田だ。

「[image: さんてん][image: さんてん]」

　その横で、興味なさそうに階下で争う二人を無言で見つめているのは、『バリトン』こと青あお柳やなぎ。

　二人の格かつ好こうは、なぜか島村と同じような、バスケユニフォーム姿だった。

　スパンコールとラメに彩いろどられた、どピンク色のゼッケン番号は、青柳が『10』で、前田は『８歯』

　前田はそのまま、ズボンのポケットに忍ばせた通信機から、小型のトランシーバーを取りだし、飛びだした前歯をそこに近づけた。

「……ＱＰ１、こちらＱＰ２。現在ファッション刑デ事カがターゲットと接触。作戦開始っす。そちらも準備の方お願いします。オーバー」

　やや遅れて、耳に塡め込んだイヤホンに応答の返事が来る。

『……ＱＰ１了解。オーバー』

　権ごん田だ八はち兵べ衛えの声だった。応答が入ると同時に、前田は横にしゃがむ青柳に目配せをする。

「作戦開始っす。内容は事前の打ち合わせ通りっす」

「[image: さんてん][image: さんてん]」

　前田の指示に、青柳は無言で頷うなずく。

　そして、前田はトランシーバーを出した方とは逆のポケットをまさぐり、その中から太めのドライバーとモンキーレンチを取りだし、ドライバーを青柳に手渡した。

　彼らの作戦が、始まった。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……お前っ！　やる気あんのかよっ！」

　勝負を初めてすぐに、今野は島村のプレイに違和感を覚えた。

　島しま村むらには、今こん野のの目から見てもすばらしい素養がある。

　今野が仕かける様々なフェイントを見極める眼力、手のひらに吸いつけるようにボールを自在に操あやつるテクニック。まるで重力を無視しているかのように軽かろやかなステップ。

　どれをとっても、今野の知るバスケ部員たちを凌りよう駕がする腕前だ。

　だが──

「攻撃もしてこない。シュートをする気もない。俺からただただ逃げるだけ。お前はなにがしたいんだよっ！」

　ボールを持っているのは、島村。

　なんとかボールを奪うばおうと食ってかかる今野を、島村は闘牛士のように、ヒラリ、ヒラリとスカーフをはためかせるように避よけるだけだった。

「やる気を出してほしかったら、引きだしてみてくれよ。真っ向から向かってくるだけじゃ、牛と同じさ。俺の方が退屈で仕方がない」

　挑発混じりの微笑ほほえみは相変わらず絶えることなく、島村は器用にドリブルをしながら今野の手を踊るように躱かわし続ける。

「抜かせっ！　その余裕面づら、今に崩してやるよっ！」

　キュキュッ、と今野は履はいているバッシュを鳴らし、フェイントを駆く使ししながら島村のボールを奪おうと躍やつ起きになる。

　時間が経つにつれ、今野の身体からだからは、今までの練習でも出たことのないほどの汗がしたたり落ちていた。

　それとは反対に、島村は額ひたいに汗一つかくことなく、最低限の動きで島村の周りをくるくる回るように避け続ける。

「くそっ！　ちょこまかちょこまとっ！」

　ここまで来たら、今野も後には引けなかった。

　中学時代までの栄光もある。こんな見ず知らずの素人しろうとマフラーに、いいようにあしらわれて終わるわけにはいかなかった。

「舐なめんじゃ、ねぇっ！」

　バシッ！　と反則すれすれの動きで、今野は島村からボールを殴なぐりつけるように奪い取った。

「しまったっ！」

　島村も隙すきを突かれたのか、とっさに奪い返すことが出来なかった。

「荒っぽいって、言っただろっ！」

　無理矢理ボールを手元に引き寄せ、今野は鍛きたえ上げたスピードでドリブルをしながら、ゴールボードの下まで駆かけ寄る。

「これで……オレの、勝ちだぁっ！」

　弾はずむボールを上空へ掲げると、今野はお手本のようなレイアップシュートをリングに放つ。

　ネットをくぐり抜けるボールのイメージを確信した今こん野の。

　──しかし

「あぁっ!?」

　真下から放ったはずのボールは、リングに擦かすることもなく、コートへと落下した。

　ダム、ダム、ダムダムダムダム……

　ボールはそのまま、コートを力なく転がっていく。

「……な、なにが起こったんだ？　オレが、あんなシュートを外すなんて……」

　今野は、たった今シュートを外したバスケットゴールを見上げる。

「……はっ!?」

　今野の目が、驚きに包まれた。

　格こう子し状の桟さんにしっかりとボルト止めされていたはずのバスケットゴールが、真横にゆっくりとスライド移動していたのだ。

「なんだっ!?　ゴールが動いて……うおっ！」

　バスケットゴールが設置された格子の後ろは、移動できる観客席になっていた。

　そこに、島しま村むらと同じど派手なゼッケンをつけた、体操服姿の二人がいた。

　彼らがゴールボードの根元を格子から取り外し、動かしていたのだ。

「なにやってんだお前らっ!?」

　今野の叫さけびに気づき、二人の動きが一斉に慌あわただしくなる。

「や、やばいっす！　もうばれたっす！」

　出っ歯が目立つ方の男が、焦あせりを露あらわに、ボードを一気に持ち上げる。

　ガコンッ！　と留め金の外れる音を残して、バスケットゴールが頭上に掲げられた。

「とうっ！」

　そのとき、今野の目の前にいた島村が、驚異的な身体能力で、コートからギャラリーに飛び上がった。

　シュタッ！　と着地した島村の背後に、バスケットゴールを抱かかえた二人が回り込む。

「どうやら、うまく外せたみたいだね」

「うっす！　時間稼ぎ、ご苦労様っす」

「……」

　島村の言葉に、頷うなずく前まえ田だと青あお柳やなぎ。

「なんだと！　お前、まさか最初からそのつもりで……っ！」

　島村の言葉に、今野は自分が塡はめられていたことに気づいた。

「そうさ。言っただろ。俺は、遊びなんかじゃないって……」

　島村は微笑ほほえむと、同時にその身に纏まとっていたど派手などピンクゼッケンと体操服を脱ぎ捨てる。同時に、背後の前田と青柳もそれに倣ならう。

　バサッ×３！

「うわっ！　な、なんだその格かつ好こう！」

　体操服の下から現れた、島しま村むらたちの姿に、思わず息を吞のむ今こん野の。

「人は、俺たちのことをこう呼ぶ。恋れん愛あい警察、『Ｑピッツ』と」

　マフラーをバサッ、とはためかせ、島村は言う。

　頭の帽子から、身に纏まとったトレンチコートまで、全身をどピンク色に覆った彼らの姿に、叫さけばずにはいられなかった。

「どうやって下に着込んでいた!?」

「答える義務はないね。アディオスッ！」

　島村はそう言い残し、他の二人とバスケットゴールを抱かかえ直すと、三人揃そろって観客席をスタコラサッサと、逃走し始めた。

「な、なんだってんだよ？　あ、おいっ！　ゴールをどこに持って行くんだ!?　そんなものいったいなんに利用するつもりだっ!?　ま、待てこらぁっ！」

　今野は一目散に逃げる三人を追って、そのままコートから走って出て行く。

「……」

　その様子を、コートの物陰から、そっと見つめていた一人の影。

　どピンク色の迷彩服と、顔をどピンクのドーランで塗りたくった、いかにも屈強そうな、白髪の外国人。

　手にしたピンク色のトランシーバーのスイッチを入れ、口を寄せる。

「……恋れんジャーッ」

『……こちらＱＰ１。その声は、ＱＰ３だな？　作戦はどうなったんだ？』

「恋ジャーッ」

『そうか、成功か！　では、ターゲットはもうすぐ来る、そういうことだな？』

「恋ジャーッ」

『そうか、ご苦労だった！　では、ＱＰ３は速すみやかにその場を離脱し、校舎裏に来い』

「恋ジャーッ」

『ゴンさんっ！　さっきからなにを話しているんですか!?　僕の耳には「恋ジャー」しか聞こえてこな──』

「……恋ジャー」

　トランシーバーのスイッチを切り、ＱＰ３と呼ばれたロシア系の恋ジャー隊員、ミハイルは素早い動作でその場に伏せると、体育館の床をゆっくりと匍ほ匐ふく前ぜん進しんし始めた。

「……恋ジャー♪　恋ジャ恋ジャー♪　恋ジャ恋ジャ恋ジャー♪　恋ジャージャー♪」

　ずり、ずり、と、緩かん慢まんな動作で匍匐移動するミハイルを、体育館の照明が目ま映ばゆく照らす。

　彼が現場に到着したときには、きっと、すべてが終わっている。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……作戦は成功だ。もうすぐターゲットがこっちに来るぞ、サミー」

　袖のマイクから顔を離し、権ごん田だは朝あさ道みちに呟つぶやいた。

「いったい、なにが起こってるんですかっ!?　僕、全然状況を把握できてないし、耳に残っているのは『恋れんジャー』だけですけど、なにか下らないことが起こっていることだけはわかります！」

　朝道は権田の横で今いったいなにが起こっているのかわからず混乱していた。

「わからなくてもいい。いつかわかる」

「だから、ずっと気になってたんですけど、それ、いつなんですか？」

「いつかだ。そろそろ真さな田だをスタンバイさせる……真田、応答しろ、こちらＱＰ１」

　朝道を軽くあしらい、権田は通信機のチャンネルを変えて、校舎裏で待機する真田由ゆ希き子こに指示を出す。

「……いや、目の前にいるんですから直接言ったらどうです？」

　朝道の指摘を、権田は断固無視する。

『……あ、はい！　こちら、真田です……あ、オーバー』

　雑音の入り交じるたどたどしい音声が、権田のイヤホンを通して聞こえてくる。

「準備は整った。後はお前次第だ。しっかりやれよ。オーバー」

『は、はい……あの……本当にこんなことで今こん野の君は……あ、オーバー』

　不安に包まれた由希子の声は、権田の耳に震えているように聞こえた。

「……それはわからない、真田。答えを出すのは、お前でもなければ、俺たちＱピッツでもない。全ては今野の選択だ。オーバー」

『それは……そうですけど……』

「だが、やるに越したことはない。お前が気持ちを伝えなければ、物語は始まりはしないんだからな。真田、お前の恋が乗った列車は、もう駅に向かって走りだした。俺たちは、お前が今立っているホームの、しがない駅員に過ぎない。俺たちが出来ることは、お前に恋愛特急乗車券を配布してやることだけだ。だから、まず乗り込め。告白という名の駅を目指して、お前は目の前の列車に飛び乗るんだ！……オーバー」

　横で朝道は、権田が通信機で真田と会話している声をずっと聞いていた。

「ゴンさん……また長々とわけのわからないことを……」

　呆あきれていた。

　だが、通信機の向こうで由希子は、

『……私、頑張りますっ！　オーバーッ！』

　元気づけられていた。

「よし、その意気だ！　いいか、もうすぐ今こん野のは校舎裏に向かってやってくる。そこでお前は告白するんだ。いいな？　オーバー」

『はいっ。オーバー！』

「では、通信を終了する。健闘を祈る、オーバー」

　最後の激励の言葉を贈り、権ごん田だは由ゆ希き子ことの会話を終えた。

　朝あさ道みちが覗のぞき込む双そう眼がん鏡きようの奥で、由希子は覚悟を決めたように小さく頷うなずいていた。

「さあ、おっぱじまるぜぇ～」

　権田は両手を擦すり合わせるようにしながら、茂しげみの中から校舎裏を自分の双眼鏡で覗き込んだ。

「ゴンさん、それどんなテンションなんですか？」

「シッ！　黙だまっていろ、サミー。俺たちの仕事はここからが見所だ。若い女が惚ほれた男に告白する。これ以上のエンターテインメントはないぜ……」

　舌なめずりするような表情の権田に、朝道は幻滅するしかなかった。

「もうただのオッサンだ！　ピンクのオッサンが茂みから覗きしてるだけだ！　騙だまされた！　こんなことならＱピッツに入るなんて、言わなければよかった……っ！」

　朝道が後悔の念に襲われる中、由希子が待つ校舎裏の奥からなにかが勢いよく駆かけてくる音が響いてきた。

「来たぞっ！」

「え？」

　朝道はその方向に、双眼鏡を向ける。

「「「うぉおおおおおおっ！」」」

　ドドドドドドドドッ！

　朝道たちの潜ひそむ茂みまで響き渡る雄お叫たけびと、土煙を高々と上げながら、六本足のバスケットゴールの妖怪が校舎裏に駆け込んできた。

「うわぁっ!?　なんだあれっ！　バスケットゴールが走ってる!?」

　驚いて双眼鏡を取り落としかける朝道。

「作戦は成功したようだな……」

　感心するように頷うなずく権田。

「作戦!?　……あ、あれはっ！　ふぁ、『ファッション』先輩!?」

　バスケットゴールの陰から顔を出し、真しん紅くのマフラーを、風にはためかせ走っているのは、恋こい文ぶん字じ学園一、挙動がお洒落しやれな男、島しま村むら。

「え、なにやってるんです『ファッション』先輩？　ていうか、『バリトン』先輩に、『前歯』君もっ!?」

　島しま村むらの横で疲労感を露あらわに、一いつ緒しよになってバスケットゴールを抱かかえていたのは、朝あさ道みちもよく知る、ミスターいい声、青あお柳やなぎ。そして、よくは知らないが前歯が異常に印象的な、前まえ田だの二人だった。

「あんな物を三人がかりで、なにやってるんですか!?」

「静かにしていろ。もうすぐ、来るっ！」

「これ以上にいったいなにが僕をサプライズさせるっていうんですか!?」

　朝道への過激なサプライズの嵐は、まだまだこんなものではなかった。

「待ぁてえやぁあああああああっ！」

　ダムダムダムダムダムダムッ!!

　バスケットゴールを持った三人の後ろから、更に巨大な雄お叫たけびと土煙を上げて、一人の少年が追いかけるように駆かけ込んできた。

「バスケットゴール返せぇっ！　このこそ泥がぁああああああっ！」

「あ、あれは、今こん野の英ひで一かず君っ!?　なんで……っ!?」

　驚く朝道の目の前まで勢いよく走りくるのは、バスケット部のユニフォームに身を包んだ、ターゲットの今野だった。

「なんで、ドリブルしながら追いかけてるのっ!?」

　ダムダムダムダムダダムダムッ!!

[image: ]

　朝あさ道みちの指摘通り、今こん野のはバスケットボールを右手でドリブルしたまま、信じられないスピードで、島しま村むらたちを追っていた。

「「「うぉおおおおおおおおおおっ！」」」

　ズドドドドドドドドドドドッ！

「待てぇえええええええええっ！」

　ダムダムダムダムダムダムッ!!

「凄すごい……あんな重そうな物を持って走る三人も凄いけど、それにドリブルしながら追いつくなんて……」

「バスケットマンだからな」

　と、権ごん田だ。

「知った風な口を聞かないでくださいゴンさんっ！」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　朝道が権田に怒鳴る間に、ゴールボードを抱かかえた三人と、ドリブルする今野の距離が段々と縮ちぢまっていった。

　三人の表情に、明らかな焦あせりが浮かぶ。

「やばい！　あいつ、思っていた以上に速いな！」

　と、島村。

「こうなったら、ここでアレをやるしかないっす！」

　前歯をキラッ！　と輝かせ、前まえ田だが叫さけぶ。

「……アレかっ！」

　前田の言葉の意味を察する島村。

「[image: さんてん][image: さんてん]わかった。俺が上になる、『せーの』で行こう[image: さんてん][image: さんてん]」

　いい声で青あお柳やなぎが追従する。

「じゃあ、行くぞぉっ！　せぇーのぉっ！」

　音頭を取るのは、島村。

「「応っす！（応っ！）」」

　三人は叫ぶと同時に、一斉に抱かかえていたバスケットゴールを上空目がけて放り投げた。

「なにっ!?」

　ダムンッ！

　三人の突然の奇行に、今野のドリブル走行が思わず止まる。

「愛っ！」

　前田が突然その場でしゃがみ込む。

「愛っ！」

　その上に、島しま村むらがまたがり、その足を前まえ田だが両腕でガッシリとホールドする。

「[image: さんてん][image: さんてん]サーッ！」

　更にそのまたがった島村の上に、青あお柳やなぎが軽かろやかな身のこなしといい声で重なった。

「うぉおおおおおおおおおおおっす！」

　二人を載せた前田は、その場で歯を食いしばるようにして立ち上がった。

「[image: さんてん][image: さんてん]フンッ！」

　そして、持ち上げられた天てつ辺ぺんにいる青柳は、ちょうど重力に引かれて落下してきたバスケットゴールを、ガシッ！　とその手にしっかりと摑つかみ取る。

　不安定にフラフラと揺ゆれながら、そこに完成したのは、三位一体の人間バスケットゴールだった。

「「「奥おう義ぎ、【太陽の塔】っ！」」」

　声を揃そろえて、高らかに宣言する三人に、

「な、なんだこれぇええええええっ!?」

　今こん野のは、目の前の噓うそみたいに確かな現実に、驚きよう愕がくの叫さけび声を上げた。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「Ｑピッツメンバーの間に連綿と受け継がれてきたという、奥義『太陽の塔』。また、この目に拝むことが出来るとはな……」

　その様子を茂しげみの中から見つめる権ごん田だが、感慨深い様子で呟つぶやく。

「ただの肩車ですよね？」

　疲れた目で呟く朝あさ道みち。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「さあ、今野っ！　この『太陽の塔』っ！　落とせるもんなら、落として見ろよっ！」

　雄お々おしく叫ぶのは、両腕を湾曲させたままの島村。

　真ん中の島村が雄々しく叫ぶ度に、全体的にフラフラと危あやういふらつきが起こる。

「……意味わかんねえよ、アホらしい……」

　急に我に返る今野。バスケットゴールを奪うばわれたことで頭に上っていた血が、目の前で行われた三人の奇行で、色々と冷めていた。

「なにやってんだ、お前ら？　もう、いいからそれ返せよ。お前らが持ってたってなんの価値もないだろうが、オレたちバスケ部にとって、そのバスケットゴールは、なくてはならねえ大事な備品だ。そんなわけわかんねえ合体とかに使っていいもんじゃねえんだよ」

　余りにも、正論が過ぎるほどに正論だった。

　だが、今こん野の英ひで一かずは知らない。

　彼らに、Ｑピッツに正論なんてものは全く通じないということを。

「[image: さんてん][image: さんてん]言葉で意志を通そうとするのは、牙きばをなくした豚のすることだ[image: さんてん][image: さんてん]」

　突然、バスケットゴールの向こう側から、美声の罵ば声せいを浴びる今野。

「……なんだと？」

　冷静さを取り戻していた今野の顔に、怒いかりの表情が浮かぶ。

「[image: さんてん][image: さんてん]今野、お前はバスケットマンだろ？　なら、こいつを見て、なにも感じないのか？」

　バスケットゴールが染み込むようないい声で続ける。

「こいつ……？」

　今野がその美声の言う意味を理解するまで、一いつ瞬しゆんの空白が生まれた。

　目の前に立ちはだかるのは、「太陽の塔」を自称するピンクの三人組。

　その天てつ辺ぺんに掲げられていたのは、今野がこれまで、汗と涙に塗まみれながら、我が武む者しや羅らに突っ込んできた、青春の象徴。

　通常、バスケットゴールは公式ルールとして、高さおよそ三メートルの位置に設置されることになっている。しかし、「太陽の塔」は三人がかりの肩車で持ち上げられているため、それを大幅に超え、およそ四メートルの高さになっていた。

「そう。この『太陽の塔』の天辺に掲げられたバスケットゴール。こいつを見て、言葉で物事を解決しようなんて野や暮ぼだ。違うか？」

　バスケットゴールの向こう側からかけられた声に、今野は一いつ瞬しゆん、バスケットボールの神様が語りかけてくるような、そんな神聖な雰ふん囲い気きを感じてしまった。

「それは……」

「男なら、いや、バスケットマンなら、こいつに一発ぶち込んで取り返してみせろ。それが、本物のバスケットマンってやつじゃないのか？」

　それは、神が与えた試練なのかも知れない。

　バスケット一筋の人生を送ってきた今野にとって、それは天啓のように感じられても仕方のないことだったろう。

「……ちくしょう……いい声で、オレに最高の挑発してくれるじゃねえか……」

　島しま村むらと１ｏｎ１をしていたときのような笑え顔がおが、今野の顔に浮かぶ。

　小こ脇わきに抱かかえたボールを、今野はおもむろに地面に弾はずませ、ドリブルを始めた。

「オレが、あんたに、最高のシュートを決める。そうすりゃそいつは返してくれるんだな？」

　ダム、ダム、ダム、ダムダムダムダムッ！

　最初はゆっくりと跳はねるボールが、今こん野のの右手の下で段々と弾はずむ速度を上げていく。

「なら、あんたの挑戦、受けて立つぜ、神様っ！」

「[image: さんてん][image: さんてん]神様？」

　今野の突然の神扱いに若じやつ干かん戸惑ういい声だったが、そんなことは今の今野には関係ないことだ。

「オレのこの一本に、全てを懸けるっ！　オレが、オレであるために、バスケットマンであるためにっ！」

　そう言い放ち、今野はドリブルをしたまま、立ちはだかる「太陽の塔」に勢いよく突っ込んだ。

「うぉおおおおおおおおおおおっ！」

「[image: さんてん][image: さんてん]おい、今野、お前、まさか[image: さんてん][image: さんてん]っ！」

　戸惑う美声の主は、ボードの裏でなにかを察した焦しよう燥そうの声を上げた。

「えっ!?　なになにちょっとちょっとちょっと!?」

　そのいい声の股またの間から、事態を察した島しま村むらが悲鳴に近い叫さけびを上げる。

「ちょっ!?　なんで走ってくるんすか!?　今立ってたとこから投げればいいっすよ！　なんでそんな勢いで!?」

　余裕なく慌あわてた声で、最下段の前まえ田だも叫さけぶ。

「最高のシュートって言ったら、バスケットマンにはこれしか思い浮かばねえっ！　違うか、神様ぁっ！」

　そう言い残し、今野はドリブルで跳はね上がったバスケットボールを片手に納め、勢いよく飛び上がった。

「「「ぎゃぁああああああああああっ!?」」」

　これから起こることの顚てん末まつを察した三人は、身動きできないトーテムポールのまま、力一杯に悲鳴を上げた。

　滞空時間を無視した、今野の肉体は、まるで重力から解き放たれたかのように、ゴール目がけて、まるで宙を歩くように踏ふみ込んでいった。

「ス・ラ・ム・ダァアアアンクッ！」




──のちに、海を越えた自由の国、アメリカ合衆国にて、日系ジョーダンの愛称で名を馳はせることになる天才日本人バスケットプレイヤー、ヒデカズ・コンノ。

　その伝説のダンク一発目が、母校の校舎裏で神を相手に決められたことは、世界のどんなバスケットフリークの間でも、知る者はいなかった。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……まぁ、こうなるな」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込み、権ごん田だがぼそりと呟つぶやく。

「……えぇ。まぁこうなりますよ」

　朝あさ道みちも、それに追従する。

「「ダンクがそう簡単に決まるわけがない」」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　当然の結果だった。

　中段の島しま村むらと正面衝突する形でぶつかった後、今こん野のとともに「太陽の塔」は巨大な音を立てて無様に崩れ去った。

「「「…………」」」

　声もなく、まるで屍しかばねのように横たわるトーテムポールの面々。

「……」

　変な方向に腕を曲げたまま、白目を剝むく島村。

「……」

　前歯を光らせ、ピクピク痙けい攣れんしている前まえ田だ。

「[image: さんてん][image: さんてん]」

　一応備品のバスケットゴールを守り抜こうと、ゴールの下敷きになって眠るように倒れる青あお柳やなぎ。

　共通して、全員、なぜかなにかをやり遂げた、真の漢おとこの顔をしていた。

「……い、痛いつつっ」

　そのすぐ横で倒れていた、今野は、スポーツマンの体力差なのか、ただ一人気絶せず辛かろうじて意識を留とどめていた。

「ぐぅ……や、やった、のか……？」

　目を開け、なんとか上半身だけ起き上がると、目の前には、まるで眠ったように眠っている、泥棒三人。

「「「…………」」」

　今はもう、全く動かない三人の寝顔を見て、今野の目に、不思議な感情の涙が浮かぶ。

「なんて……安らかな顔で……死んでいるんだ……」

　死んではいない。

「これが、試練だとでもいうのか……神様……っ！」

　だから、死んではいない。

　試練も与えていない。だって死んでないから。

　目の前の悲劇に、今こん野のが一人勝手に落ち込んでいたときだった。

「……あの」

　今野は背後から、小さな声で呼びかけられた。

「……え？」

　突然話しかけられ、思わず振り返る今野。

　そこに立っていたのは、さらさらのショートボブを風に靡なびかせた、バレーボール部のユニフォームを纏まとった見知らぬ少女だった。

「……あの、今野君……私、バレーボール部の、真さな田だ由ゆ希き子こって言います……あの、ゴールデンウィークの合同合宿のときに、その……備品を……」

　か細い声で不安そうに、少女はおずおずと自己紹介をする。

「……真田？　バレーボール？　合同合宿……あ～……」

　たどたどしい説明の断片の中から、今野は自分を知っている見知らぬ少女との関係を段々と思いだした。

「大量のバレーネットを一人で運ぼうとしていた？　ああ、思いだした思いだした。あのときは、大変だったな」

　思いだせた嬉うれしさと、若じやつ干かんの懐かしさに、今野の顔がほころぶ。

「……あ、そうですそうですっ！　あの……本当に、あのときは、助かりました……」

　思いだしてもらえた嬉しさがこみ上げ、思わず声量が大きくなる由希子。

　両足を揃そろえ、深々と、由希子は頭を下げる。

「……本当に、ありがとうございました。ろくにお礼も言えないままだったから、ずっと言いたくて……」

　突然少女に頭を下げられて、面食らう今野。

「いや、そんな急に頭とか下げないでくれよ。そんな、大したことした訳でもないし……」

　なぜか照れくさくなってしまい、頭をぽりぽり搔かく。

「そんなこと……そんなこと、ないです。あのとき、今野君が話しかけてくれなかったら……」

　由希子の言葉は、そこでピタリと止まってしまった。

「……私が、言いたいのは……」

　由希子の表情が段々と紅潮し、声もギクシャクと頼りない響きになっていく。

「……？　オレに、言いたいのは？」

　突然停止した由希子の変化を察し、今野は聞き返す。

「……え、えっと、その……」

　次の言葉を出せない間にも、由希子の顔に熱が上っていき、夕ゆう陽ひのように真っ赤っかだった。

「……おい、大丈夫か？」

　心配そうに、今こん野のは由ゆ希き子この顔を間近から覗のぞき込むように見つめる。

「ひゃっ!?　だ、だい、ダイジョブダイジョブ～」

「大丈夫じゃない！　それは大丈夫じゃない奴やつがオッパッピーと交互に使うやつだっ！」

　逆効果だった。益々由希子はなにも言えないほどに、一気に緊張してしまう。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……おいっ！　真さな田だの奴、様子がおかしいぞ？」

　権ごん田だも双そう眼がん鏡きようの奥から由希子の変化に気づき、焦しよう燥そうの色を強くした。

「クソッ！　このままじゃ、あいつなにも……」

　権田は袖のマイクを口元に寄せ、通信機のチャンネルを開く。

「こちらＱＰ１っ！　こちらＱＰ１っ！　緊急事態発生！　真田の奴、この土ど壇たん場ばで緊張してなにも言えなくなっちまった！　おい、これを聞いてるメンバー、誰でもいい！　誰か真田のフォローを頼むっ！　オーバー！」

　必死で呼びかける権田。しかし一番近い所にいるメンバー三人は、

「「「…………」」」

「まだ目覚めないのかっ！」

　未だ由ゆ希き子こたちの近くで情けなく失神したまま。

　残るは……

「ＱＰ３っ！　応答しろＱＰ３っ！　今どこにいるんだ？」

『……恋れんジャーッ（ズリ、ズリ）』

「体育館からすぐ裏の校舎裏まで三十分かかるだと!?　どんな移動速度だそれはっ!!　……クソッ！」

　絶望的な状況に苛いら立だち、権田は身につけていた通信機を身体からだから取り外し、地面に思いきり叩たたきつけた。

　ガシャンッ！　と大きな音を立てて、権田の通信機は死因『暴行致死』で天てん寿じゆを全うした。

「……最悪の状況だっ！　このままじゃあ、真田の告白は……っ！」

　想定外の事態だった。あそこまで覚悟を決めた由希子が、まさかこの最終局面でなにも言えなくなってしまうとは、ベテラン恋愛刑事である権田ですら、予想だにしない出来事だった。

「……真田さん……」

　朝あさ道みちも、彼女の様子のおかしさに気づいていた。

　朝道たちの位置から見えるのは、思いを伝えられずに、今にも泣きそうな顔をしている少女と、その想い人の背中。そして、その背後で倒れ伏している、現在役立たずの屍しかばねが三体。

「ちくしょうっ！　作戦は失敗だっ！」

　悔くやしそうな声を上げて、権ごん田だは表情を歪ゆがませる。

「ゴンさん……」

　朝あさ道みちの脳のう裏りに、不意に昨日の放課後、歌か織おりとの会話が思い返される。





「……お願い、Ｑピッツを辞めないで、陽ひ方がた君」






　彼女が、自分を必要としているのなら。

　迷っている、暇はない──

「香か澄すみ先輩。僕は……香澄先輩が、好きだぁああああっ！」

　朝道は突然叫さけぶと、自分で自分の頰ほほを思いっきり殴なぐりつけた。

「痛いっ！」

「こんなときになにやってんだ、サミーッ!?」

　朝道の奇行に、思わず狼狽うろたえてしまう権田。

「……ゴンさん。なにか、書くもの、マジックかなにか、持ってませんか？」

「お前、いきなりそんなこと言われたってな……」

「作戦を、成功させるためですよ」

　朝道の目は、全く笑っていない。

　真剣な眼まな差ざしを権田に向けて、朝道は右手を差しだす。

「誰も行けないって言うのなら、僕が行きます。行かせてください、ゴンさん」

　僕にしか頼れない。確かに彼女はそう言った。

　そして、この作戦を立てたのは、その香澄先輩。

　ならば、僕がやらずに誰がやるっ！

「サミー……」

　泣くか文句を言うしかなかった部下の、突然の変化に、権田の淀よどみきった瞳どう孔こうが大きく広がる。

「お前、本気なんだな？」

「覚悟はもう決めています。僕に、彼女の、真さな田ださんの恋路を、守らせてください！」

「……」

　権田は、しばらく朝道の目を、睨にらむように見つめ、やがてふっ、と微笑ほほえんだ。

「……悪いが、俺は今マジックを持っていない。だが……」

　権田は隣の茂しげみに目を向ける。

「ヘイッ、ボーイッ！」

「え？」

　パシッ、と朝あさ道みちの右手に投げつけられたのは、極太のマジックペン（蛍光ピンク）だった。

　目を向けると、さきほどまで朝道に熱烈な視線を向けていたバーニーが、小さくウインクしながら、親指を突き立てていた。

「恋れんジャー♥」

「ミスター、バーニー……」

　朝道は、マジックを掌てのひらに握りしめ、親指を突き返す。

「……恋ジャーッ！」

　その様子を、微笑ほほえましげに見守る権ごん田だ。

「お前は、どうやらいい仲間に恵まれたようだな。行け、サミー。あとの責任は全て俺が持つ。真さな田だの恋路を救えるのは、今はもうお前しかいない。……任せたぜ」

「ゴンさん……」

　朝道は、権田に正対すると、マジックペンを持った右手で、静かに敬礼する。

「……行ってきますっ！」

　茂しげみを抜けだし、朝道は一直線、由ゆ希き子こたちのいる校舎裏目がけて駆かけだした。

　桃色トレンチコートが、朝道の背でマントのように翻ひるがえる。

　今の朝道の姿は、ピンチのときに駆かけつける全身ピンクのヒーローそのものだった。

「……やれやれ、じゃあ、俺は恋ジャー隊員たちにサミーが行くことを伝えなきゃ……な……っ!?」

　通信機を取りだそうとした権田の顔が、驚きよう愕がくに包まれた。

　そう、通信機は地面に転がったまま。割れたケースの部分から煙をプスプスと上げるだけで、一切の反応を示さなかったのだ。

「サミーッ！　戻れっ！　通信機を壊しちまってたこと、すっかり忘れてたっ！　このままだと勘違いした恋ジャー部隊が──」

　時、既に遅し。

　各ポイントに待機していた恋ジャー部隊の任務は、恋路を邪じや魔まする不審者の排除だ。

　権田からなんの報告も受けていない者が告白現場に近づこうとすると、彼らは手にした獲物を使い、そいつを蜂はちの巣にする手て筈はずとなっていた。

『恋ジャァアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　裏校舎を取り囲むように配備された恋ジャー隊員たちが、駆かけ寄る朝道目がけ、一斉射撃を開始した。

「うわぁああああああああああああああああっ!?」

　ズダダダダダダダダダダダッ！

　ボヒュンボヒュンボヒュンッ！

　パンパンパンパンパンパンッ！

　バラララララララララララッ！

　マシンガンから、バズーカ砲から、スナイパーライフルから、戦闘ヘリの機関銃から発射された無数の弾丸が、朝あさ道みちに次々と襲いかかる。

「サミぃいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

「恋れんジャアアアアアアアアアアアアアアアアッ♥」

　権ごん田だとバーニーの悲痛な叫さけびも、耳をつんざくような銃声と、舞い上がった土煙ににかき消される。

　最も早はや、朝道の命の炎は、一いつ瞬しゆんにして吹き消された。

　二人はそう確信した。

　……だが──

「なんだとっ!?」

「恋ジャアッ!?」

　舞い上がった爆煙の中から、どピンク色のなにかが飛びだしてきた。

　ボロボロになった、朝道だった。

「サミーッ！」

「恋ジャーッ♥」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　最早トレンチコートのあらゆる部分は焦こげたり破れたり、被っていた帽子も爆発の影響でボロボロだった。

　そんな状態でも、朝道は足を止めたりはしない。

　降り注ぐ弾丸の雨を伏せるように避よけ、着弾するバズーカ弾の爆風をまたぎ超し、眉み間けんを正確に狙ねらうライフル弾を、ギリギリの距離でスライディングし潜くぐり抜け、朝道は走り続けた。

「あいつ、全部避けているっていうのか!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる権田。朝道の秘めたポテンシャルの高さに、驚きを禁じ得ない。

「うわぁああああああああんっ！」

　アドレナリンが大量に迸ほとばしる朝道の目には、迫る死の恐怖で涙が滲にじんでいる。ぼやけた視界の中で、まるでスローモーションのように時間がゆっくり流れている。

　目の前をゆっくりと進んでくる弾丸を、ゆっくりと躱かわしながら、自分の思考が急速に働いていくのを、朝道は感じていた。

　どうして──

　どうして、僕はこんなに一いつ生しよう懸けん命めいなんだろう？

　あの日、香か澄すみ先輩に一いつ瞬しゆんでフラれてから今日という日まで、僕が見たこと、聞いたこと、やったことが、走そう馬ま燈とうのように頭の中を駆かけ抜けていく。

　ピンクの集団に慰なぐさめられて、教師に殴なぐられて、ピンクの外国人兵士に辱はずかしめられて、今はそいつらに命を狙ねらわれている。

　こめかみの横を、無数の弾丸が数本の髪を散らして通り過ぎていくような、榴りゆう弾だんの爆風が地面を焦こがす臭いを間近で嗅かぐような、こんなギリギリの戦場で。

　僕は、いったいなにをやっているんだ？

　見知らぬ女子の恋のために、どうしてこんな何度も死にかけているんだ？

　冷静に考えたらそうだよ。そもそも他人の恋れん愛あいを助ける組織ってなんだ？

　Ｑピッツってなんだよ。ただのお節介じゃないか！

　そんな人たちと一いつ緒しよになって、こんなことしているのも、ただの未練だ。

　みっともなく失しつ恋れんしておいて、でもどうしても振り向いてほしくて、認めてほしくて、力になりたくて、僕は今ここにいる。

　馬ば鹿かじゃないの？　馬鹿だよ！　僕は馬鹿だ！

　だけど、仕方ないんだ。

　だって……

「だって、今もまだ、僕は香か澄すみ先輩が大好きなんだぁっ!!」

　叫さけびながら、泣きながら、それでも朝あさ道みちは足を止めない。

　この場を救うことができる、唯ゆい一いつの天使キユーピツドとして、朝道は走る。

　向かうのは、この爆音の中でも全く目を覚まさない三つの屍しかばね。

「……これだっ！」

　そう言って、朝道は、あの爆心地の中も決して手放すことのなかった、一本のどピンクマジックペンを掲げる。

　キュポッ、と蓋ふたを外し、朝道は青あお柳やなぎが今もしっかり大事に抱かかえたままの、バスケットゴールにペンを走らせた。

　その下で、目を瞑つぶっていた青柳が、ゆっくりと目を開ける。

「[image: さんてん][image: さんてん]ぐ、さ、サミー？　お前、なんだその格かつ好こうは？　というか、いったいなにを[image: さんてん][image: さんてん]？」

　か細くもいい声で、青柳はチリチリパーマとなった朝道に質問する。

「バリトン先輩？　すいません、説明はあとでします。……フンッ！」

　そう言い残し、朝道は書き終えたマジックペンにカポッ、と蓋をはめると、青柳の上に鎮ちん座ざするバスケットボードを、一人で持ち上げた。

「こいつで、彼女の目を、覚まさせてやるんです！」

　シュポッ！

「サミー[image: さんてん][image: さんてん]なんだ今の音？」

「え？」

　そう青柳に笑いかけた瞬しゆん間かん、朝道と青柳の足元に、球状のなにかが落下してきた。

　ボトッ、コロコロコロ……

「「っ!?」」

　それは、野球ボールほどの大きさの、ピンク色。

　表面には、より毒々しいピンク色の丸文字で、「ＤＡＮＧＥＲデンジヤー♥」と刻まれていた。

「これは[image: さんてん][image: さんてん]グレネーッ──」

　青柳がなにかを言おうとした途端、ピンクのそれは目ま映ばゆい光を放つと同時に、大爆発した。

　チュドォオオオオオオオオオオオオオンッ!!

「「「ぎゃああああああああああああああああっ!?（オーッ！　マンマミーヤッ！）」」」

「「「恋れんジャァアアアアアアアアアアアアアアッ!!」」」

　巨大なハート型の爆煙を背景に、少年たちの悲鳴と、勝利の喜びに震えた、男たちの雄お叫たけびがこだました。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　すぐ側そばでは、大音量の銃声や爆発音が鳴り響いたり、男たちが大声で叫さけんだりしているというのに、由ゆ希き子こと今こん野のは、互いに目の前の相手に集中しすぎて、その異変に全く気づいていなかった。

「あの……今野君、私……」

　口が動かない。緊張でまともに目も見れない。

　やっぱり、私に告白なんて真ま似ね、出来るわけがなかったんだ。

　もう、嫌いやだ。このまま、彼の前から消えてしまいたい。

「……おい？　真さな田だ？　お前、本当に大丈夫なのか？」

　心配そうに自分を見つめる彼の視線も、今はただただ辛つらいだけ。

　なにをぐずぐず迷っているのだろう？　ただ、目の前にいるこの人に、自分の想いを伝えればいいだけの話なのに、口はパクパク動くだけで、なんの音も発しない。

　頭の中が真っ白になり、すぐ目の前にいるはずの今野の顔すらよく見えない。

「──い──な──？」

　ああ、もう耳もよく聞こえなくなってしまった。

　おしまいだ。

　視界の全てが、真っ白な雪に覆われていく。

　もう、目なんてなんの役にも立たない。開けていても閉じていても変わらないのなら、もう瞑つぶってしまおうか……。




　私みたいに、臆病で意気地なしの人間が、告白しようなんて思ったのが、間違いだった──




『──っ！』

　突然、誰かが大声で叫さけんだように感じた。

「……え？」

　思わず、一度閉じた目を開けると、視界は変わらず真っ白。だけど、遠くの方に、違う色が見えた。

　それは、強烈な印象を与える、目に痛い蛍光ピンク。

「……なに？」

　それが、遠くの方で小さく揺ゆれながら、由ゆ希き子こに見つけてほしいと言わんばかりに近づいてくる。

　そのピンク色は、ただの色ではなく、文字のようにも見える。

『──えよ』

　段々と、由希子の目の前で、その色はハッキリと浮かび上がってくる。

『──言えよ』

『──って、言えよ』

　徐々に、徐々に、由希子の視界はその文字を中心に色を取り戻していく。

　そこに書かれていた文字は、由希子が一番、伝えたかった言葉。

　はっきりと、由希子の瞳ひとみにその文字が映ったとき、由希子の世界は元の色を取り戻した。





『好きって、言えよっ!!』






「──っ!?」

　殴なぐり書きされたその文字は、アクリル製のバスケットゴールを背景に、カンペのように由希子に向けられていた。

　ボードを掲げているのは、ＱＰルームで権ごん田だ先生と一いつ緒しよにいた、確か……男子。

　全身ボロボロで、着ている制服もあちこち破れ、袖も取れかけている。

　ズボンなんてきわきわまで破れて、最も早はや鋭えい利りな半ズボン。

　髪の毛も、実験が失敗した科学者のように黒焦こげのチリチリだ。

　辛かろうじて形を残しているのは、その上から羽織られた、どピンク色のトレンチコートだけ。

　そんな、変質者みたいな格かつ好こうだというのに、今も由希子に一いつ生しよう懸けん命めい重そうなボードの文字を指さしながら、口パクで叫さけび続けている。

「────っ」

　言っているのは、たぶんボードに書かれているのと、全く同じ台詞せりふだろう。

　好きって、言えよ。

　そうだった。自分は、いったいなんのためにここに来たのか。

　彼に、今こん野の英ひで一かずに、自分の気持ちを伝えるためだったのではなかったのか？

　あのとき、由ゆ希き子こは確かに言った。





「私、もう後悔はしたくないです」






　権ごん田だ先生の話を聞いて、自分は確かに決意したはずだ。

　今まで、男子とまともに話すことのなかった十六年間。

　そんな自分が好きにはなれなかった。

　中学校のときにも、気になった男子はいた。だけど、内気な自分の性格のせいで、結局なにも言えないまま卒業してしまった。

　もう、あんな想いをするのは嫌いやだ。

　高校でも智美以外とまともに話すことの出来ない自分。

　そんな自分を変えてしまいたくて、厳しいことで有名な部活に入った。

　私は、変わる。

　自分に正直になるんだっ！

「……真さな田だ……真田？　おい、お前、気分が悪いようだったら、もう遅いし、家に帰った方がいいんじゃねえか？」

「……ううん、大丈夫です、私……」

　今野の心配そうな言葉に、首を振る。

　ゆっくりと、由希子はその場で息を吸って、吐はいた。

「……はぁー」

　私が、告白をする。たったそれだけのために、権田先生も、Ｑピッツも、恋れんジャー部隊の人たちも一いつ生しよう懸けん命めい動いてくれた。

「ずっと、今野君に、言いたかったことがあるんです……」

「俺に、言いたかったこと？」

　そして、今もボードを振り続ける彼だって。

　その気持ちには、絶対に応えなくちゃいけない。

　恥はずかしいとか、フラれるかも知れないとか、そんなことはもうどうでもよくなっていた。

　だって、今目の前に、もっと恥ずかしい格かつ好こうで飛び跳はねている男子がいるから。

　彼にここまでさせておいて、告白できない方が、きっともっと恥ずかしい。

　だから──




「……私、ずっとあの日から、今野君のことが好きです！　私と、付き合ってくださいっ！」




　その言葉が出るまで、どれほどの時間と労力が伴ともなったのか、それは誰にもわからない。

　けど、それが、真さな田だ由ゆ希き子この恋なのだ。

「今こん野の君は、もうあの巨乳マネージャーさんと付き合っているのかもしれないけど、私のこの気持ちは本当です！　ずっと言えないままだったけど、私が今野君を本気で好きだってことは、どうか伝えさせてくださいっ！」

　ようやく言えた、その気持ちは、堰せきを切ったように止まらない。

「真田……それって……？」

　突然の告白に、今野の方でもなにが起こったのかよくわからない様子で、ただただ啞あ然ぜんとした表情で由希子を見つめ続ける。

「私、今野君の、優しいところも、バスケットボールに一いつ生しよう懸けん命めいなところも、ぶっきらぼうに心配してくれるところも、全部、全部大好きですっ！」

　気がつけば、由希子の瞳ひとみには大粒の涙が溢あふれている。

　同時に、思いっきり笑ってもいる。

　気分がよかった。

　まだ答えももらっていないのに、自分の気持ちを伝えることがこんなに気分のいいことだったなんて、思っても見なかった。

　もう、由希子には、思い残すことはなにもなかった。

「……お前が言っている、その……『巨乳マネージャー』ってのは、もしかして子し門もん先輩のことか？」

　今野は、由希子に確認するように質問する。

「……はい？」

「……あの人、うちの部長の彼女だぞ？」

「えぇっ!?」

　衝撃の事実に、由希子の目玉も飛びだしそうになった。

「え？　……あれ？　じゃあ、権ごん田だ先生の言っていたことは……」

　自分を焚たきつけるための……。

　由希子の脳のう裏りに、権田の凶悪な笑え顔がおが浮かび上がる。

『恋ってのは、騙だまし騙されてなんぼだろう？』

　そんなことを、脳内で勝手に話し始める。

「……それに、俺は今までバスケットボール一筋で、ろくに女子と付き合った経験もねえ」

　今野は、照れくさそうに視線を外しながら、由希子に告げる。

「そして、俺はこれからもバスケに人生を捧ささげていくつもりだ。たぶん、ろくに彼女の相手をしている暇もないと思う……」

　そう言って、今こん野のは地面に転がしたままにしていたバスケットボールを取り上げる。

「そう……ですか。ごめんなさい、変なこと言っちゃって……」

　由ゆ希き子こは、もう覚悟していた。

　自分じゃ、彼に釣り合わない。

　こんな、一いつ生しよう懸けん命めい自分の目標を追っている人を、私みたいな人間が、邪じや魔ましてはいけない。

　そう思った。

「……だから、それでもよかったら、だけど」

「……え？」

　突然、由希子にバスケットボールを放る今野。

　思わずそれを受け取ってしまう由希子。

「あんたとのデートより、バスケットボールを取ってしまうような、こんなオレでもよかったら、オレはいいよ」

　真剣な表情で、今野はバスケットボールを抱きしめる由希子を見つめていた。

「……それ、それって……？」

　言われている言葉の意味が、由希子にはまだよくわからない。

「あんたみたいに、面白い女の彼氏になれたら、オレも面白そうってことだ」

　そのとき由希子に見せた表情は、自分を助けてくれたあの日と全く変わらない、太陽のような笑え顔がおだった。




「オレは、あんたと付き合いたい、真さな田だ由希子」




　こんな幸せなこと、自分の人生には二度と訪れないだろう。

　そう由希子は、結構本気で思ってしまった。

　涙が熱くて、目を開けていられない。

「……はいっ!!」

　やっと、振り絞しぼるような声で、由希子は涙混じりにそう答えるのがやっとだった。

　瞬しゆん間かん、校舎裏に、盛大な拍手が鳴り響いた。

　パチパチパチパチパチパチパチッ！

「「え、え？　な、なに？」」

　同時に周囲を見回すと、そこに立っていたのは、全身をピンクの迷彩服で固めた、大勢の外国人。その脇わきに、大勢のピンクのトレンチコートが群れをなし、由希子と今野を囲んでいた。

「「「「「ＦＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯッ!!」」」」」

　なにかのコンサートが始まったように、男たちは歓声と拍手の雨を、惜しげなく二人に向けて鳴らし続ける。

　ある者は口笛を吹き鳴らし、ある者は手にした籠かごから桜吹雪ふぶきを宙に撒まき、またある者は空に大量の真っ白な鳩はとを飛ばしていた。まるで自分が告白されたようなテンションで、誰もが笑え顔がおを浮かべて馬ば鹿かみたいにはしゃぎ回っていた。

　それは、まるでお祭り騒さわぎ。

　そこにいる人間は全員、今こん野の英ひで一かずと真さな田だ由ゆ希き子こという新生カップルを祝福していた。

「「「「「コォングラッチュレイおめでショォオオオオオンとうッ！」」」」」

　至る所から聞こえてくる、祝福の嵐。

　それは、由希子にとって、自分を支えてくれていた、人々の数でもあった。

「……ありがとう。皆さん、ありがとうございますっ!!」

　そう叫さけぶ男たちを見て、由希子は、まるで天使の祝福を受けているようだと感じた。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　校舎屋上から、その様子を見守る巨大な人影が一つ。

　筋肉質な両腕を組み、階下の騒さわぎを見下ろすのは、威圧感が半端ではない、地上最強クラスの女子高生、バレーボール部の長、剛ごう田だ邪じや威い虎こだった。

「……ふん。恋に溺おぼれ、恋に苦しむ。それもまた、バレーボール、か……」

　鼻を鳴らしながら、剛ごうっ！　と気オ合ーいラを天空向けて放ちながら、剛田部長は一言そう呟つぶやいた。

「……これで、お前も立派なバレー部員だ、真田。明日も、ビシビシ扱しごいてやるぞ……」

　剛剛っ！　と、凄すさまじい闘気を放つ剛田に声をかけた者がいた。

「邪威虎ちゃ～ん。天体観測の準備できたよ～。そろそろこっち来て～」

　線の細い華きや奢しやな体つきで眼鏡めがねをかけた少年にそう声をかけられ、剛田は勢いよく振り返る。

「……うんっ♥　わぁ～、天体観測なんて、私初めてで新鮮～♥」

　ごうっ♥　と、背後にピンクの背景を散らせるようにしながら、剛田は普段は誰にも見せない笑顔で、その少年に駆かけ寄る。

「今夜は快晴らしいから、星が綺き麗れいに見られるよ～。ほら、もう一番星が出ているよ。なんの星だと思う？」

「う～ん……彦ひこ星ぼし♥」

「違うからね。もう、邪威虎ちゃんは本当ドジっ子だな～」

「違わないもん♥　野の比び君はぁ、邪威虎の彦星様だよぉ♥　そうでしょ♥」

　ごうごうっ♥　いちゃいちゃしながら、剛田は最近彼氏になった天文部部長と、夜の天体観測を楽しみだした。




　その周囲には、作戦前、突然の襲撃によって屍しかばねと化した屈強な外国人が何人も転がっていることを、彼氏の方はまだ知らない。

「……れ、恋れんジャー……」




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




　祝福に沸くその光景を、少し離れた茂しげみの中で、権ごん田だはじっと見つめていた。

「……コングラチュレーション、真さな田だ……」

　一言そう呟つぶやくと、権田はその場から立ち去ろうと、歓声の渦うずに背を向け、その場に立ち上がった。

「なんとかうまくいったようですね、権田先生」

　その背中に声をかける者がいた。

「……ああ。サミーが頑張ってくれたお陰でな」

　振り返ることなく、権田はその声に返答する。

「……そうですか」

　氷のように、なんの感情も示さない静かな声。

「……俺は、あいつを最高の刑デ事カに、恋れん愛あい刑デ事カに育て上げる。奴やつはきっと、これからのＱピッツを背負って立つ男になるだろう。そいつを俺は、確信している」

「……ええ。私も、そう思います」

　権田の背後、雑木に背をもたれるようにして立っていたのは、香か澄すみ歌か織おりだった。

「……どうだかな」

　背中越しに嘲あざ笑わらうように、権田は歌織に呟く。

「……どういうことですか？」

「さあ。どういうことだろうな？」

　歌織の質問に、権田はとぼけた口調で躱かわすだけだった。

「……言っていることが、よくわからないです」

「わかっているんだろ、香澄」

　権田は、振り返りながら歌織に言う。

「あいつは、サミーは今でもお前が好きだ。お前がわざわざあいつと二人きりになって、あんな下へ手たな色じかけをするまでもなくだ」

　歌織の肩が小さく震えるのを、権田は見逃さなかった。

「……聞いていたんですか？」

「たまたまだ。本当は聞くつもりはなかったんだが……」

　そう言って、権田は懐ふところから煙草たばこを取りだし、手にしたライターで火を点ける。ターボの青い炎にジリジリと炙あぶられた煙草の先に、オレンジ色の明かりが灯ともった。

「煙草たばこ、止やめたと思っていました……」

　歌か織おりは嘆たん息そくが混じる声でそう呟つぶやく。

「告白の成功祝いだ。吸いたくもなる……」

　権ごん田だの目が、口から吹き上げた青白い煙を挟はさみ、歌織をジっと見つめる。

「香か澄すみ、いつまで黙だまっているつもりだ？　あいつに、サミーに、お前の本当の気持ちを」

「……」

　権田の質問に、香澄は無言を貫いた。

「お前、そんな状態のままで、あいつとこれからも一いつ緒しよに活動して、それに耐えられるのか？　あいつはこれからもっとお前を好きになるはずだ。好きになるだけ好きにさせといて、あいつを傷つけ続ける覚悟が、お前にあるのか？」

「……覚悟なら、先生だって、そうじゃないんですか？」

　返す刀に、歌織は権田に言う。

「……なんのことだ？」

　歌織の言う言葉の意味を、権田は理解できないでいた。

「……お互い様ってことですよ、先生」

　怜れい悧りな眼まな差ざしを向ける歌織。その瞳ひとみは、権田が知らないなにかを内包し、静かに輝いている。

「……ふん。そうか……」

　権田は吸いかけの煙草の火種を携帯灰皿で押し潰つぶすと、歌織とは反対方向へ歩きだした。

「まあいい。これからも、俺は俺のやりたいようにやるだけだ。だがな、香澄。サミーには一言、声をかけてやれ。あいつがいなかったら、今回の作戦は本当に駄だ目めになるところだった訳だしな……」

　そう言って、権田は歌織を残し、その場から立ち去った。

　歌織は、そのくたびれた背中を目で追いかける。

「……言われなくても、そうするつもりだったわ……」

　そう小さく呟き、怒いかりとも哀しみとも取れる表情を浮かべた彼女の胸の内は、本人以外の誰にもわからない。

　そして、権田が潜ひそんでいた茂しげみの反対側。

「……儂わし」

　作戦の割と序盤から、彼はそこに一人身を潜め、ことの顚てん末まつをすべて見守っていた。

「……儂、なんかやばいこと聞いちゃった感じ？　あれ？」

　どピンク色の袴はかまに身を包み、髭ひげすらピンクのつけ髭に変えたにもかかわらず、最後まで誰にも気づかれなかった男。

　彼の名は千せん羽ば鶴かく朗ろう。

　恋れん愛あい空間における存在感のなさは、普段以上の実力を発揮する、恋こい文ぶん字じ学園の校長先生。




　　　　　　　　♥　　　♥　　　♥




「……終わった、のか？」

　お祭り騒さわぎの恋れんジャー部隊を眺ながめながら、朝あさ道みちは一人そう呟つぶやいた。

　辺りはすっかり祝福に酔いしれる男たちだらけで、その中で朝道はボロボロになった身体からだを思いだし、へなへなと座り込む。足元にゴールボードをゆっくり置き、そしてようやく、朝道は大きく一息ついた。

「……よかった。おめでとう、真さな田ださん」

　周囲の歓喜に混ぜるように、朝道も小さな祝福を唱える。

「そういうのは、思いっきり大声で叫さけぶもんだよ、サミー」

　朝道の肩に手を置きそう言ったのは、朝道と同じように全身を黒焦こげにして、髪の毛も爆発したようなアフロヘアーと変へん貌ぼうした、真っ赤なマフラーの好青年。

「ファッション先輩っ！　あの……大丈夫ですか？」

　服はボロボロだったが、相も変わらぬ笑え顔がおを浮かべ、島しま村むらは朝道に微笑ほほえむ。

「大した怪け我がはしていないよ。それより、お手柄だったね、サミー」

「え？　僕が、ですか？」

「ああ。あの状況で真田由ゆ希き子こに告白させたのは、他の誰でもない。君だよ」

「そんな、自分でもよく覚えていないですし、皆の頑張りがあってこそです……」

　島村の褒ほめ言葉に、頰ほほを紅あかく染めながら、朝道は謙けん遜そんする。

「そんなことはない。お前は本当によく頑張った、サミー」

　背後から、腹の底に響くようなバリトンボイスで、朝道に声をかける者がいた。

「バリトン先輩!?」

　振り返る朝道の前に、同じようにチリチリアフロになった小柄の少年が姿を見せた。

「やはり、お前は俺の見込んだ恋れん愛あい刑デ事カだ。お陰で、俺たちの苦労も水の泡にならなくて済んだ[image: さんてん][image: さんてん]」

　いい声で朝道を労ねぎらいながら、親指で後ろを指す青あお柳やなぎの背後には、出っ歯まで黒い煤すすに染めた、アフロ出っ歯、前まえ田だの姿があった。

「前歯君!?　君も、あの爆発で生きてたんだ！」

　無言で佇たたずむ前田に声をかける朝道。

「でっ……ぱ……」

　フラ、フラ、と身体からだを揺ゆらすと、おもむろに前のめりに倒れ込む前田。

「うわっ！　大丈夫、前歯君？　……前歯君!?」

　慌あわてて前田に駆かけ寄る朝道。しかし、前田はなんの反応も返さず、うつぶせのまま動かない。

「……うぅ……」

　前まえ田だは、物もの凄すごく苦しそうな声で呻うめいている。朝あさ道みちの声にも気づいていないようだった。

「た、大変だ！　前歯君の様子がおかしい！　あぁ、やっぱりさっきの爆発のダメージが……」

「いや……サミー、たぶんそれは違うと思う……」

　心配する朝道に、島しま村むらはバツが悪そうな声で指摘する。

「え、だってこんな苦しそ……う……」

　前田は、声を押し殺すようにして、泣いていた。

「うぅ……う、うぅうう……」

「前歯君？　なに、どうしたの？　お腹なか痛い？　お腹痛いの前歯君!?」

　朝道も突然のことに混乱しながら、どこか的外れな質問をしてしまう。

　しばらく呻くように泣き続けた後、絞しぼりだすような声で、前田は小さく呟つぶやいた。

「うぅ……さ、真さな田ださん……」

「……え？　真田さん？　真田さんだったら、無事に告白成功したよ？　大丈夫だよっ！　万事解決、ハッピーエンドさっ！」

　前田にそう言い、親指をグッ、と突き立てる朝道。

「真田さ、真田さんっ……ちくしょう……なんでだぁ～……なんでだぁ～」

　しかし、前田はよりいっそう涙を垂れ流し、長い前歯を食いしばるように由ゆ希き子この名を呼び続ける。

「前歯君……。もしかして……」

　朝道は、なにかに気づいてしまったかのように、硬直する。

「……ああ。こいつ、この学校に入学したときから、ずっと真田由希子のことが……好きだったんだ」

　くっ、と、マフラーで自分の涙を拭ぬぐいながら、島村はその真相を告白した。

「うぉおおおおおっ！　真田さぁんっ!!　なんでだぁ～！　なんで、なんで自分じゃないんすかぁ～っ!?」

　島村の言葉で、堰せきを切ったように大声で泣きだす前田。

「えぇえ!?　え、だって、前歯君、今までそんな素振り全然……」

　衝撃の事実に、みっともなく狼狽うろたえる朝道。

「え、え？　噓うそぉ～。そ、そうだったの？　前歯君、ずっとその気持ちを隠して……なんでそんな真ま似ねを……っ？」

「それが、Ｑピッツの仕事だからさ」

　島村が苦痛に満ちた声で呟つぶやく。

「どんな相手であれ、素直に想いを告げられない生徒を手助けしてやる。それが、Ｑピッツの運命さだめ。たとえそれが、自分のずっと好きだった相手であっても[image: さんてん][image: さんてん]」

　やり場のない怒いかりをいい声に込めながら、切ない眼まな差ざしを前まえ田だに向ける青あお柳やなぎ。

「全く、難儀な仕事だよ、Ｑピッツってやつは……」

　マフラーで目頭を拭ぬぐいながら、涙混じりに島しま村むらも追従する。

「……そ、そういう意味だったんですか、ゴンさん……」

　権ごん田だと最初の頃にした会話を、朝あさ道みちは思い返す。





「なんか、昔の刑事ドラマみたいですね。アダ名とかって」

「最後は皆死ぬのか？」

「いや、そういう意味じゃあ……」

「言い得て妙みようだな」






「とうとう、『前歯』も殉じゆん職しよくか、全く、こういう奴やつが出たときは、本気で嫌いやになるね、この仕事は……」

　島村は嘆たん息そく混じりにそう苦笑し、再び朝道に顔を向ける。

「……よしっ！　皆は身体からだ、前田はメンタルもボロボロだし、祝いがてら裸の付き合いも兼ねて銭湯にでも行こうか！　もちろん、支払いは俺が持つよっ」

　明るくそう提案する島村。

「え、でも、銭湯って？　この辺にそんなものありましたっけ？」

　心当たりがない朝道はそう聞き返した。

「あれ？　サミー知らない？　じゃあいい機会だから今から案内しよう。なあ、『バリトン』も行くよな？」

　島村の言葉に、青あお柳やなぎは無言でこくんと頷うなずく。

「じゃあ、僕もお言葉に甘えて、お願いします」

「うん。……あ、その前に、だ」

　朝道の顔を、悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで島村が見つめた。

「……え。な、なんですか？」

「そういえば、まだ君のアダ名、ちゃんと決めてなかったね、サミー」

「え？　僕、一応『サミー』ってファッション先輩が……」

「それはあくまで仮のアダ名だろ？　今の君はもう、俺たちのれっきとした仲間なわけなんだし、ちゃんと正式なやつを決めなきゃ。そうだな……」

　そう言って、島村は顎あごに指を当て、しばらく考え込むように瞼まぶたを閉じた。

「ん～……」

「あの、それって勝手に決めていいもんなんですかね？」

「あ、いいのいいの。元々皆のアダ名を決めてるの、俺だし」

　初耳だった。

　だとしたら、「バリトン」とか「前歯」とか「パパイヤ」とかも、全部この島しま村むらの采さい配はいなのか。

　……あまりいいのは期待できそうになかった。

「……よし、決めた、君は今日から、『特攻』。『特攻サミー』だっ！」

　その日、一番の笑え顔がおを浮かべて、島村は朝あさ道みちを勢いよく指さした。

「と、特攻……さみぃー？」

「そう。『特攻サミー』。今日の活躍のこともあるし、なにより、君の一番のチャームポイントは、その特攻精神だ。だから、これからもよろしく」

　島村はそう微笑ほほえむと、朝道に右手を差しだす。風でマフラーが煽あおられ、朝道との間ではたはたとひらめく。




「ようこそ、我われ等らがＱピッツへ。歓迎するよ、『特攻サミー』」




　未だに、朝道はこのＱピッツがよくわからない。なんのために作られ、なんのために活動しているのか、色々彼にはさっぱりだった。

　だけど──

「……はい。これからも、よろしくお願いしますっ！」

　今は、まだなにもわからなくたっていい。どうせ、それもいつかわかるときがくるだろう。

　だから、朝道は、差しだされた島村の右手と、しっかり握手をした。

　それは、朝道が改めて彼らとともに闘う前の、一種の儀式だった。

「よし、じゃあ行こうか。銭湯はすぐ近くだし、風呂道具はあっちに色々揃そろっているから、なんの心配もいらないよ。ほら、バリトンも行こう。前歯、お前はもういい加減に泣き止やめよ」

　無言で頷うなずく青あお柳やなぎ。

「うぅううう……さ、真さな田ださぁん……っ！　ず、ずっと、好きだったのにぃいいいっ！」

　未だに立ち上がれない前まえ田だを、横から肩を貸して立ち上がらせる島村。

　やれやれ、と首を振る青柳。

「ほら、『サミー』もこいつに肩……あ、長いから、普段はいつもと同じ『サミー』で行くから。いいよね？」

「あ、はい。それは全然……」

　朝道は島村とは反対側に回り込み、前田に肩を貸しながらそう返答する。

「よし、じゃあ行こうか、ここから裏手にまっすぐ行く……と……」

　笑え顔がおで道案内をしようとしていた、島村の声が、突然止まる。

「？　ファッション先輩？　いったいなに、が……っ!?」

　島しま村むらの表情が、どんどん険しくなっていくのを、朝あさ道みちは不振に思い、その視線の先に目を合わせる。

「……ボス」

「……香か澄すみ先輩」

　朝道たちの目の前に、突然現れたのは、見間違えようのない、香澄歌か織おりその人だった。

「皆、ご苦労だったわね」

　無表情なのは変わらず、香澄は静かな声で、朝道たちに労ねぎらいの声をかける。

「……特に、お手柄よ陽ひ方がた君。権ごん田だ先生から聞いたわ。今回、君がいなかったら、この作戦、成功はなかったわ。本当に、お疲れ様」

　朝道に視線を向け、まっすぐな言葉でそう告げる歌織。

「……いえ。そんな……僕だけの力じゃないです。それこそ、香澄先輩の作戦があってこそです……」

　自分が恋する憧あこがれの先輩に、まっすぐ見つめられながら賞賛されて、朝道は今までにないくらい照れてしまう。

「いいえ。私の作戦は今回関係ないわ。君が、陽ひ方がた君がいてくれたから、今回たまたまうまくいっただけ。それは私だってわかっていること……」

　す、と視線を逸そらす歌織の横顔が、朝道にはどこか泣いているように見えたのは、気のせいだろうか。

「そんな、そんなことないです、香澄先輩っ！　僕は、香澄先輩がいなければ、なにも出来ない、そんな男です。香澄先輩がいるから、僕は今日頑張れたんですっ！」

「私が、いたから？」

　どことなく潤うるんだ瞳ひとみで、朝道の目を見返す歌織。

「そうです。僕は、先輩の、香澄先輩のためなら、なんだって出来ますっ！　だから、もうそんな悲しいこと、言わないでくださいっ！」

　朝道の必死の訴えに、歌織の眦まなじりが少しだけ下がる。

「……そんなことを、堂々と言ってくれるのは、陽方君くらいね……」

　悲しそうに、それだけ呟くと、朝道をまっすぐに見つめる。

「……ありがとう、陽方君」

　ちょっとだけ、元気が出たわ。と静かに言う彼女を見ただけで、儚はかなさの中に凜りんとした気け高だかさを秘めた彼女を見ただけで、もう朝道は限界だった。

「か、香澄先輩……っ！」

　ふと、さきほどまで自分が立っていた位置が朝道の視界に入る。

　そこにひっそりと置かれた、一枚の大きなバスケットボードには、見慣れた自分の字で、こう書かれていた。


『好きって、言えよっ!!』



　朝あさ道みちは決意した。

　もう一度、告白しよう。

　今、弱っている彼女を救えるのは、自分しかいない。

　だから、この想いを、彼女にありのまま打ち明けよう。

　疲れきって、ボロボロの肉体に鞭むち打つように、朝道はありったけの大声で叫さけんだ。




「香か澄すみ先輩……もう一度言いますっ！　好きですっ！　僕と、付き合ってくださいっ!!」




　──これは、陽ひ方がた朝道の、二度目の恋の始まり。




「もう一度言うわね、陽方君。無理です。ごめんなさい」




　……これが、陽方朝道の、二度目の恋の終局となった。




『…………』

　その場にいた全員、誰も展開についていくことが出来ず、沈ちん黙もくを保つしかなかった。
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「うぅう……グスッ……真さな田ださん……」

　その凍りついたような沈黙の中、前まえ田だの泣き声だけがしんとした中に響き渡る。

「……それでは、ファッション刑デ事カ。私は本事件の解決ファイルを作らなければいけないから、これで失礼するわね」

「……あ、はい、ボス……」

　そう言い残し、香か澄すみ歌か織おりは固まったままの朝あさ道みちを置いて、その場からすたすた歩き去って行った。その背中を無言で見つめることしか出来ない島しま村むらたち。

　そのとき、島村たちの背後に、誰かが駆かけ寄る足音が響いてきた。

「はー、はー……。ま、間に合わなかったー。ファッション、告白はどうなったのー？　皆は、無事なのー？」

　フワフワの金髪をポニーテールに結ゆい、際どいどピンクコスチュームに包まれた胸を大きく揺ゆらして姿を現したのは、疲労困ぱいに息を切らした、チェルシー鈴すず木きだった。

「……あれ、パパイヤ？　確か、別の作戦に当たってたんじゃ……」

「さっき終わったとこー。速攻でフラれちゃったんだけど、中々泣き止やまなくて、さっきまでずっと踊ってたのー。わたし、もう足パンパンだよー」

　島村の問いかけに、そう言い返すと、チェルシーは持っていたピンクのポンポンを地面に置き、剝むきだしのままの、白くむっちりとした太ももを手で揉もみ始める。

「……で、こっちはどうなったのー？」

「……成功したよ。それに、みんなボロボロだけど、大した怪け我がもしてない」

「そっかー、よかったよー。……じゃあ、なんでこんな、お通夜みたいな空気なのー？」

　安あん堵どに表情をほわん、と緩めながら、島村たちの間に漂う重い空気に首を傾かしげるチェルシー。

「うん……なんか、俺もなんて言ったらいいか、よくわかんないんだよね」

　そう言って、島村は、チェルシーが来たことにすら気づかないまま、硬直している朝道の肩に手を置く。

「……あの、じゃ、行こうか、サミー……」

　気まずさを感じつつも、取りあえず朝道に声をかける島村。

「……なあ、言いたいことは色々あるだろうけど、取りあえず風呂行こう、なっ……サミー？」

「……」

　ゆっくりと、振り返る朝道の顔を見て、島村たち三人は、思わずもうなんとも言えない表情をしていた。

「……サミー？　それはいったい……どんな感情なんだ？」

「新人、どーしたのー？　お腹なか痛いー？」

「……」

　おそらく、朝道の中ではまだ、気持ちと現実の折り合いがついていないのだろう。

　顔の右半分は恥はずかしそうな笑え顔がおで、もう半分で号ごう泣きゆうしていた。

「……ぬぅうわぁああああぬぅううううううういいいいいっ!!」

　泣いているのか、叫さけんでいるだけなのか、それは本人にしかわからない。

「わわわーっ！　新人ー？　なに、なんなのー、どうしたのー？　よしよしー、泣かないでー」

　慌あわててチェルシーが慰なぐさめるも、朝あさ道みちの涙は次から次へと溢あふれてくる。

「ぬぅうううっ！　ふぅうううっ！　ぬうふふふぅうううっ！」

「……駄だ目めだー。涙、全然止まらないー。このままじゃ、新人が干ひ涸からびちゃうよーっ」

　そのうち、朝道の号泣に触発されたのか、島しま村むらに支えられていた前まえ田だも地面に崩れ落ち、一いつ緒しよになって泣き始めた。

「うぉおおおっ、ざなだざぁあああああんっ！」

「きゃあああっ！　前歯ー？　なんで、前歯も泣いてるのー？　わたしわかんないよぉー。状況が飲み込めないよぉーっ!?」

　二人の号泣っぷりに、パニック状態に陥おちいるチェルシー。

「……ねえ、パパイヤ。疲れてるとこ、ほんと悪いんだけどさ。あれ、やってもらえるかな？」

　その横で、島村がチェルシーに疲れたように、そっと呟つぶやいた。

「ファッション……」

　島村の顔に浮かぶ表情を見て、チェルシーは全てを察し、こくんと小さく頷うなずいた。

「……わかったー。わたし、すっごく疲れてるけど、やるよーっ！」

　そう言って地面に置いてあったポンポンを再び手に取り、シャラシャラと揺ゆらすチェルシー。

「後輩のためなら、明日の筋肉痛なんて、へっちゃらだよぉーっ！　ヘイヘイヘーイーッ！」

　そう叫さけぶと、チェルシーはその場でステップを踏ふみ、朝道と前田の周りをクルクル踊りだした。

　それを見て、ずっと無言を保っていた青あお柳やなぎは、たった一言だけ口にする。

「[image: さんてん][image: さんてん]シュール」





　人の恋路を暴あばきだし、助け続けて幾年月。

　義理人情が廃すたれきった世の中で、彼らだけは仁義を通す。

　恋れん愛あい警察Ｑピッツ。

　彼らの戦いは、まだ始まったばかり……。







♥終わり♥












　あとがき




　どうも、生まれてはじめまして。

　本作、『俺たち!!　きゅぴきゅぴ♥Ｑピッツ!!』、略して『俺きゅぴ』で電撃デビューすることになりました、涙なだ爽そう創そう太たです。

　ペンネームの意味は、読者の皆様方が、爽さわやかな涙を流すような芯の太い作品を創る、という意味は別になく、さっき担当様との電話の直後、適当に決めました。

　そんな適当な作者が書き上げた今作品は、僕がこれまでの人生で唯ゆい一いつ、まともに書き上げられた小説でもあります。だから電撃小説大賞に送るときは、こんな軽い気持ちでした。

　初投稿なんだし、ペンネームなんて考えるのは、まるで一発受賞する気満々じゃないか。こんなふざけた話が一次選考を通るとも思えないし。まずは力試しなんだから本名でいいじゃん？

　……まさか受賞するとはっ!!

　最終選考に残ったというお電話を編集部からいただいたとき、僕は焦あせりました。

　あれ？　僕、『俺きゅぴ』本名で載るの？　……は、恥はずっ！

　受賞するつもりがなかったから、こんな恥ずかしいタイトルで、しかも本名で、応募ができたんですね。受賞してとんだ恥はじを搔かいたものです。贈呈式でタイトルを読み上げた司会の女性も、若じやつ干かん半笑いでした。

　嗚あ呼あ、殴なぐりたい、あの頃の僕を。

　そして受賞するとわかっていたら、直前まで迷っていた、こっちを書いていたことでしょう。

『どすけべバトルシップ！　～爆乳だらけの戦艦で、僕の股こ間かんはボインボヤージュ～』

　……こうなる運命だったと、笑って諦あきらめることにします。『俺きゅぴ』最高っ！

　そんなふざけた経緯で書かれた『俺きゅぴ』ですが、一応、きちんとしたテーマがあります。

　それは、『不屈の恋れん愛あい』です。まあ、今考えた後付けなんですけど。

　わーっ、と書いているうちにこうなったので、これからどうなるか、作者の僕ですらわかりません。これから手て探さぐりで、この作品の続きを考えていきたいと思います。

　なので、今後の『俺きゅぴ』は、主人公サミーの成長と同時に、作者の成長も視野に入れて読んでいただければ幸いです。

　世せ知ち辛がらいこの世の中、僕の作品で少しでも皆様に笑え顔がおを与えられたら、作者冥みよう利りに尽つきるというものです。恥を搔いた甲か斐いもあります。

　そして、たまたま書店に行ったあなたが、隣の友人に、

「おい、『俺きゅぴ』見た？　これ、結構面白いよ？」とか言っているのを後ろで聞いて、クスクスしたいです。「うわ、『きゅぴ』って発音しているよ（笑）」と。




　最後に、これまでお世話になった方々に謝辞を。

『きゅぴきゅぴ』という単語の産みの親で魂友の加か藤とう君。君のお陰で、今凄すごく恥ずかしいよっ！

　作中に名前を使わせて貰もらった、数少ない大切な友人、永なが井い君、前まえ田だ君、学まなぶ君、今こん野の君。本当にありがとう。

　いつも手紙をくれる、蝦えび名な君。メールにしてください。

　かつての職場でお世話になった、土つち田だ君、羽は鳥とりさん、鳥とり毛げ君。色々とご迷惑をお掛けしましたが、僕は元気にやっています。

　こんなふざけた作品に、超素敵なイラストを描いてくださった、ｄｄａｌ様。この本が売れたら、それはあなたのお陰です。

　絵師におんぶに抱っこの体勢を取らせていただきますが、もし売れなかったら、作者のせいにしてください。

　最後に、担当編集の黒くろ崎さき様。表紙のイラストに、十秒で作った新ヒロインを使うってどういうことですかっ!?　メインヒロインは香か澄すみ先輩なのにっ！　……え、そっちの方が、華はながあるし、可愛かわいいくて売れ行き良さそう？　……何も言い返せねぇ。

　それでは皆様、またお会いできる日を、心からお待ちしております。

　ボインボヤージュッ！
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涙なだ爽そう創そう太た

１９９２年生まれ、青森市出身。好きな物はコーヒーと煙草。趣味は将棋（主に観戦）と、友人とのおしゃべり。左の絵は、父が描いた謎のイラスト。父に初めて描かれた自分の似顔絵には、なぜか投入口と『10円』の文字が刻まれていた。僕は公衆電話か……。
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イラスト／ddal

初めてライトノベルのイラストを担当しました。どきどきしますね。いろいろと未熟ですが、どうぞよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「涙爽創太先生」係

「ddal先生」係











本書は第22回電撃小説大賞で《電撃文庫MAGAZINE賞》を受賞した『俺たち!! きゅぴきゅぴ♥Qピッツ!!』を加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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俺おれたち!! きゅぴきゅぴ♥Qピッツ!!
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